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　序　章　堕おちた魔ま王おう







　暗雲覆おおう空に雷らい鳴めいが轟とどろいている。

　もっとも、この地においては雷鳴が轟かぬ日などないのだが、今日は一ひと際きわ激はげしい。

　それも、魔物が跋ばつ扈こするこの地の王、魔王たる私に対し勇者が挑いどんで来た日となれば、その無む謀ぼうに対する嘲ちよう笑しようと憐あわれみの音として相応ふさわしくもあるか……。

　私が目を伏ふせ思考し、一人納なつ得とくしている時だった。

　謁えつ見けんの間の扉とびらが開き、一人の人間が入って来る。

　玉ぎよく座ざに鎮ちん座ざしていた私は静かに目を開いた。

　外見は若わかい、というよりも幼おさない。

　それで手を抜ぬく気など全くないが。

　何しろ人の世に蔓まん延えんせし伝説によれば、勇者というものは絶ぜつ対たい的なる運命によって魔王を倒たおすものなのだそうだ。

　何の力も関係なくとも、勇者が魔王を倒すのは絶対の理ことわりであると。

　あまりの馬ば鹿か馬ば鹿かしさに鼻で笑い……それでも油ゆ断だんはしない。

　理ことわりだの運命だのに倒されてやる程ほどの愚おろかしさは持ち合わせていなかった。

「貴き様さまで何十人目だろうな。奇き怪かいな説に惑まどわされ、生命を無む駄だにしに来た愚か者は」

　その問いは返答を期待してのものではなかった。だが、

「さあ。詳くわしくは存ぞんじませんが、おそらく二、三十人というところでしょう」

　意外にも返って来たその答えに、目を細める。

「ほう？　それと承わ知かって来たか。気に入った。それ相そう応おうの礼は尽つくそう」

　玉座から立ち上がると、漆しつ黒こくのマントを翻ひるがえし、右の手を向ける。

「我われ自ら手を下そう。最さい期ごに言い遺のこすことはないか？」

　予想どおり、私の言葉に反はん応のうしたのは、勇者ではなく私の周りのモノ達だった。

「陛へい下か!?」「かような者、陛下の御お手てを汚よごされずとも我われ等らが！」

　次々とあがる声を一いち瞥べつで制せいし、再ふたたび目を勇者へと向ける。

「そうだな……。お前は覚えておこう」

　うつむいていた勇者は顔を上げ、何も言わずに歩み寄よって来た。

　私も何も言わず、何もせず、ただ、勇者の行動を見ていた。

　それは余よ裕ゆうの表あらわれでもあった。

　この者に私を倒す力はない。何より、それはこの勇者自身が気付いている。

　ただ……動かなかった。いや、動けなかったのはそれだけではなかった。

　勇者の瞳ひとみ……。正直それに魅みせられていた。

　儚はかなく、憂うれいに満ち、絶望を受け入れかけたその瞳が、自分に似にていた。絶望の存そん在ざいを受け入れ……それでもなお抗あらがおうとするその瞳が。

　動けない間、勇者は目の前にまで歩み寄っていた。

　一歩。

　あと一歩で触ふれるというその前で、勇者は立ち止まる。

「一つ。一つだけよろしいでしょうか……」

「なんだ？」

「運命に遊ばれて来たわたしですが、最期に……最期に一つでも運命に抗いたい。

　たとえそれが……」

　その後の行動は全くの予想外だった。

　勇者は目を閉とじ、凭もたれるように身を寄せ掛かけて来ると、その唇くちびるを私のそれに重ねて来たのだ。

　理り解かいできぬ行動。

　知覚できない一いつ瞬しゆんの空白。

　それがいけなかったのだろう。

　その間に、私の身に何が起こったのか。そして、彼女の身に何が起こったのか。

　それは誰だれより自分が理解していた。

　理わ解かっていなかったのは、むしろこの少女の方だったのだろう。

　唇を重ねたまま驚きよう愕がくに開いたその眼まな差ざしが、雄ゆう弁べんにそれを語っていた。

　そして同時に、それは物理的な力をも発はつ現げんさせた。

　勇者を中心にして瞬間的に突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる。

　一瞬早くそれを予よ測そくした私は、体たい勢せいを整え、吹き飛ばされる無ぶ様ざまだけは避さけた。

　烈れつ風ぷうが身体を貫つらぬく中、顔左側に微かすかな違い和わ感を覚え手で押おさえながら、なぜこうなってしまったのかと自らに問う。

　意い志しの間かん隙げきを衝ついた、力の相そう互ご干かん渉しよう。

　おそらくはそういう事だ。

　しかし、理わ解かったからといって到とう底てい受け入れられるものではなかった。

　自分の……自分を魔王たらしめているその強大な魔力が、この勇者に吸きゆう収しゆうされたなどと。
















　魔力を吸収した反動で突風を生み出した彼女は、その風が止やむと同時にその場に座り込こんだ。

　そして……。

「陛へい下かっ！」

　叫さけびつつ、灰はい色いろの翼つばさを広げて一直線に飛んできたのはフェルグスだった。

　相変わらず判はん断だんが良い……。いや、悪いか。

「ご無礼を！」

　この身体からだを抱かかえ上げると、そのままガラスを突つき破やぶり、外へと飛び出す。

　その判断はある意味で正しく、ただし、私が容よう認にんできるものではなかった。

　私が……魔ま王おうたる自分が逃にげるなどと。

「戻もどれ、フェルグス！　我を敗残の晒さらし者にする気かっ！」

「叱しつ責せきは後ほど！　今は、一いつ刻こくも早く離はなれるべきです！」

　そう。その判断自体は正しい……。

　何が起こったか理解していなかったあの勇者はともかく、私が魔力を失った事を、魔力を視みる事が可か能のうな魔物達が気付かぬはずがない。

　そして、気付いた魔物達が起こす次なる行動を理解できぬほど、私は、そしてフェルグスは愚かではなかった。

　彼等は次期魔王の正せい統とうたる権けん利りを得ようとするだろう。

「構かまわぬ！　新しきに、討うち滅ほろぼされるべき時に討ち滅ぼされるは古き者の義ぎ務むだ！」

「なりませぬ！　それも、あのような形で……私は受け入れられません！」

「貴き様さまが口を挟はさめるものではない！」

「無礼は重々……。ですが、私は陛下に生きていて欲ほしいのです」

「もはや我われは魔王などではない！」

　そう。魔力を失った自分はもはや魔王と呼よばれるべき存そん在ざいではない。

　それどころか……下級の魔物にすら劣おとる。

「魔王などではないのだ……」

　吐はき棄すてるように言う。

　しばらくしてフェルグスは地に降おりた。

　私も地に足をつける。踏ふんだ大地からは、以前のような安あん堵ど感は伝わってこなかった。

　まるで虚こ空くうに浮ういている。そう感じられる。

「ここまで来ればひとまずは安心でしょう」

　そうつぶやいたフェルグスを睨にらみ付けると、怒ど鳴なる。

「貴様……。貴様は何をしたかわかっているのかっ！」

　怒鳴り声に、フェルグスは膝ひざをついて頭こうべを垂たれた。

「承しよう知ちしております」

「魔物の長おさとして君くん臨りんし、全すべてを滅ぼす魔ま王おうたる……魔王であったこの我を、魔王として死なせる機会を潰つぶし、生き恥はじを晒さらさせたのだぞ！」

「重々承知の上……。そう申し上げたはずです。陛下」

「貴様……」

「陛下にどのように罵ののしられようと、私は受ける所存です」

「この……」

　怒気を眼まな差ざしに込め威い圧あつしようとし……虚むなしく目を閉とじた。

　すでに私には、そのような力も権利もない。

「もういい……。どこへでも行け」

「私はどこまでも陛下にお仕えする所存。あの時、死んでいたはずのこの身を陛下に救われて以来、そう決めております。願わくは、陛下の御おん身みのお傍そばに」

「知らぬ。我にはそれを承知する事も、拒こばむ事もできぬ。もはやその力も権利もない」

「私は『魔王』なぞというものに仕えていたのではありません！　陛下……陛下個こ人じんにこの忠ちゆう誠せいを捧ささげてまいったのです。ですから……」

　必死に反はん論ろんしようとしたのだろう。顔を上げたフェルグスは、そこで表ひよう情じようを凍こおり付かせた。

「へ、陛下……。そのお顔は……」

　問われ、先さき程ほどの違い和わ感を思い出して再ふたたび手をやる。そしてその手を見ると、赤黒い液えき体たいがべったりと掌てのひらを覆おおっていた。

「なるほど。そういう……事か」

　今にも笑い出しそうだった。

　私が、魔王と呼ばれ数多あまたの魔物の上に君臨していたこの私が。

　制せい御ぎよから外れた魔力の、その微かすかな反動である烈れつ風ぷうに頰ほおを薙ながれた程度で傷きずを負っていたのだ。

　英えい雄ゆうの生命を懸かけた一いち撃げきでも、智ち者しやが張はり巡めぐらせた謀ぼう略りやくによってでもなく、偶ぐう然ぜん起きた単なる現げん象しようによって傷ついたのだ。

「笑え、フェルグス。今の我は……この様ざまだ」

「何をおっしゃられます！　それでも！　それでも私の主あるじは陛下をおいて他ほかにおりません！」

　必死に続けるフェルグスに、ため息をつく。

「知らぬと言った。好きにしろ」

「はっ！」

「ただ……一つだけ聞け」

「なんなりと」

「我われを陛下とは呼ぶな。我はもはや魔ま王おうなどではない」

「私にとっては……」

　まだ言い募つのろうとするフェルグスに、再び怒鳴る。

「我を陛下などと呼ぶな！　呼び捨すてで構わん」

「そのような恐おそれ多き事……できません」

「良いのだ、それで！　今の我には……屈くつ辱じよくこそが相応ふさわしい……」

　静かに、言い放つ。

　それでも、固く握にぎった拳こぶしは震ふるえ、血が染しみ出していた。先程付いて乾かわいた血の上を、ゆっくりと流れる。

　フェルグスはしばし目を伏ふせた後、しばらくして言った。

「私にとっては仕えるべき主。せめて……せめて敬けい称しようをつける事はお許ゆるし下さい」

「……我はもはや命令する立場にない。頼たのんでいるのだ」

「陛下！　いえ……ラジャス様……」

　震える声で、フェルグスは頭を下げた。

　そうだ。それでいい。

　少なくとも、今の私が陛下などと呼よばれる所以ゆえんはない。

　そして、かつての己おのれの居きよ城じようを遠くに眺ながめた。

　暗雲が覆い、雷かみなりの閃せん光こうによって浮うかび上がる魔王城。

　魔王となってたった八年……。たった八年の居城だった。

　だが……。

「ラジャス様はこれからどのようになされるのです」

　訊きくフェルグスに、皮肉気に笑う。

「死期を逃のがし、生き恥を晒さらした我だ。これ以上重ねても問題あるまい」

　その真意を測はかりかねたのだろう。フェルグスは続けて訊いてくる。

「何をなされるおつもりです？」

「知れた事。運命ゆうしやとやらに……復ふく讐しゆうする」

　フェルグスはその言葉に一いつ瞬しゆん息を吞のみ、

「ですが、あの女。ラジャス様の魔力を得ております。力を失われたラジャス様にそれができますでしょうか。不ふ可か能のうなどとは申しません。ですが、難むずかしくはありましょう」

　心配そうに言ってくるフェルグスに、私は静かに問うた。

「フェルグス。なぜ、人間は魔物に戦いを挑いどむ？　脆ぜい弱じやくな人間が、圧あつ倒とう的な強さを持つ魔物になぜ反はん抗こうする？」

「それは……」

　私の言葉の真意が理り解かいできぬのか、フェルグスは躊ちゆう躇ちよした。

　その代わりに続ける。

「それはな、実じつ際さいに勝てるからだ。

　少なくとも、英雄と呼ばれる少数の人間は魔物に対し、勝ってみせる。

　それが儚はかない希望となり、弱き人間はそれにすがる。今の我にはそれが理わ解かる……」

「ラジャス様……」

「なぜ英雄と呼ばれる者達は、力において上位の存そん在ざいであるはずの魔物達に勝てると思う？　それは、運と、わずかばかりの才能と、厳きびしき試練が奴やつらに味方するからだ」

「はい」

　わずかに目を伏せ、静かに首しゆ肯こうする彼の名を、私は再び呼んだ。

「フェルグス。条じよう件けんが揃そろっての事とはいえ、人間が越こえてみせる壁かべをこの我が越えられぬと思うか？」

　重ねて訊たずねたその言葉に、フェルグスはパッと目を輝かがやかせて答えた。

「いえ！　ラジャス様ならば！　それでこそ我わが主！」

「そうだ。今の我が人と同じく弱く脆もろい存在ならば、人と同じく、いや、それ以上の修しゆう練れんをもって越えてみせよう！　あの運命ゆうしやを……我は砕くだく！」

　私は左ひだり頰ほおに手をやった。

　この傷きずは証あかしだ。今の私が、人と変わらぬ脆弱な存在に過すぎないという証だ。

　そして、雷らい鳴めいが轟とどろく中、遥はるか彼方かなたに見えるかつての居城を眺める。

　あそこには忘わすれ物がある。

　そして、今ならばわかる。

　あの激はげしき雷鳴は、私の為ためにこそあったのだ。







　第一章　砂さ上じようの楼ろう閣かく
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　石いし畳だたみの路地を様々な人々が行き交かう。

　その服ふく装そうも、煌きらびやかな装そう飾しよくで着き飾かざった者、全身を黒一色で覆おおった者、布ぬのきれ一いち枚まいでほとんど裸はだか同然の者など、多た種しゆ多た様ようだった。

　そして、特筆すべきはそれらの中に、明らかに『自前』で飾っているモノ達がいる事である。この『自前』というのは持って生まれたという意味であり、すなわち、人ではない事を示しめしている。

　魔ま物もの……。人々を絶ぜつ望ぼうと恐きよう怖ふに陥おとしいれる、忌いむべきモノ達。

　それは、多分に神話や伝でん承しようといった類たぐいが入り交まじった、だが実際に魔物の攻こう撃げきを受けた者には疑うたがいようのない事実でもある。

　魔物を学問として専せん門もん的に研究した者は今まで存在せず、また魔物も人間に対して多くは語らなかった。故ゆえに、人が魔物に対して持つイメージとは大たい概がい先のようなものである。

　魔物に関して他ほかにわかっている事と言えば、人間の大陸の東に存在する、通つう称しよう『魔大陸』と呼よばれる大地で生まれるという事。魔力と呼ばれる力を有するという事。大概が異い形ぎようであるという事。

　そして、自然現げん象しようによって一時的に海が割われ、人々の大陸と魔大陸が繫つながった時に攻せめ込こんで来るという事くらいである。

　もっとも最後に関してはお互たがい様で、人間達も領りよう土ど拡かく大だいを狙ねらって度たび々たび侵しん攻こうしているが。

　それはさておき、ここ帝てい都とシルディアにおいて、それら恐怖の対象としてのイメージは過か去この遺い物ぶつと化そうとしていた。

　今から四年前……。

　当時、人の暦こよみにして当とう暦れき二二八年・魔の暦にして[image: ほう]ほう落らく九年。

　世界の全すべてを激げき震しんさせる事件が起こる。

　勇者にして魔王となった少女。サラ＝シャンカーラ。

　齢よわい十四の彼女が魔物軍を率ひきい、何と人間世界に対して宣せん戦せん布ふ告こくを発したのだ。

　それまでの魔王が倒たおされた事で浮うかれに浮かれていた人間達は、一転して驚きよう天てん動どう地ちする事となった。

　何しろ、一度は勇者と呼んだ相手に攻め立てられるのだ。

　それまでは魔物達ともある程てい度ど互ご角かくに戦えていた人間側の軍隊だが、サラ率いる魔物軍の前には連戦連敗を喫きつするようになり、敗北した諸しよ国こつ家かは次々と降こう伏ふくを迫せまられていった。

　これは、元勇者の魔王という事実に人間達が動どう揺ようしたからでもあるが、特筆すべきはその事ではなく、魔物達の驚異的な戦せん闘とう力りよくの事でもなく、サラの類たぐい稀まれな知ち略りやくと統とう率そつ力りよくだった。

　人の身で図はからずも唐とう突とつに魔王となってしまった彼女は、そこで稀き代たいの天才的軍略家・指し導どう者しやとしての能のう力りよくを開花させた。いや、させてしまったのだ。

　その意味では、人間達にとってサラはそれ以前のどの魔王より遥はるかに性た質ちが悪かった。

　そして、最後まで残っていた王国が降伏を受じゆ諾だくしたのは、サラの攻撃開始からわずか一年後の事だった。

　当暦二二九年・[image: ほう]ほう落らく一〇年のその年に、史上初となる人と魔の統一国家・統一帝国サッハースの建国が宣言される。

　暦も遍へん暦れきと改められ、サラは統一帝国の初代皇こう帝ていとして即そく位いした。

　そして、かつて最後まで抵てい抗こうを続けた人間側の王国・マルクトの一辺へん境きよう都市にすぎなかったシルディアは、統一帝国の帝都として世界に比ひ類るいなき繁はん栄えいを見せる事となった。

　帝都シルディアでは、人と魔、それぞれの商人が行き交かい、商取引が行われている。

　両者の偏へん見けんも次し第だいに薄うすまり、共栄も見せ始めていた。

　──少なくとも、その裏うらにあるかもしれない確かく執しつを見せぬ程度には──

　どちらにしろ、それもやはりサラの統治能力の高さを示すものであることは、もはや人も魔も異い存ぞんのないところであった。

　以前は畏い怖ふの対象であったサラだが、優ゆう秀しゆうな指導者らしく『国の礎いしずえは民たみ』という基き本ほん中ちゆうの基本を忠ちゆう実じつに押おさえていたから、今では名君と称しようされ、人々の多くから歓かん迎げいされていた。無む論ろん、異を唱える者もいるが、少しよう数すう派はに甘あまんじている。

　統一帝国の建国から三年。遍暦三年。

　そんな帝都シルディアの中心に存そん在ざいする、白はく亜あの城しろ。その謁えつ見けんの間。

　乳にゆう白はく色しよくの大理石の上に敷しかれた絨じゆう毯たんが紅あかい路みちとなったその両側に、数十人の近衛このえ兵へいが直立不動で控ひかえていた。

　その中には、人間も、魔物もいる。

　そして、それらの数すう段だん上うえに鎮ちん座ざする存在。

　それこそが勇者にして魔王。そして、人と魔の世界を初めて統一した、統一帝国初代皇帝・サラ＝シャンカーラだった。

　サラには、それらを自分が創つくり上げたという自負があった。

　最初、自らが望んだ訳わけではないにしろ……。

　はぁとため息をつき、頭を振ふる。

（いけない。わたしはもう軽々しく自分を見み捨すてられる立場ではない）

　虚うつろな眼まな差ざしで、それでも、段下に跪ひざまずき愚ぐにもつかない事を捲まくし立てている一人の男を見み下おろす。

　元マルクト国王、現在はマルクト伯はく爵しやくグンナル。

　サラを異能のバケモノ呼ばわりした挙あげ句く、魔ま王おうへの勇者テロリストと仕立てた張ちよう本ほん人にん。

（その男をこうして見下ろせるだけでも、それを成し遂とげた事を喜ぶべきなのかしらね）

　そんな事を考えていたからだろうか。

　サラは自分が呼ばれている事に暫しばらく気付かなかった。

「…か。皇帝陛へい下か」

　呼ばれている事に気付き、意い識しきをはっきりとさせる。

「わかっています、マルクト卿きよう。卿にも過か去この功こう績せきを鑑かんがみて伯爵位を与あたえているではありませんか。人間側をないがしろになどしてはいません」

「ですが、陛下お傍そばの側そつ近きんはほぼ魔物達で固められております。ここは、人間の英えい雄ゆうをもう幾いく人にんか任にん官かんされるべきでしょう」

「それだけの能力を持っていれば卿に言われるまでもなく任じます」

「私は形を問うているのです。このままでは要いらぬ不ふ審しんを与える事となりましょう」

　グンナルの言葉に、薄く苦く笑しようする。

（要らぬ不審？　その要らぬ不審とやらを宮中で煽あおっているのが誰だれなのか、本当にわたしが知らないとでも思っているの？）

　マルクト王国を降伏させた際さい、殺さずにいてやったのが恩おん赦しやだという事に気付きもしない。

　一時は、この男を王として仰あおがなければならなかった。その屈くつ辱じよくを考えれば、望まず皇帝となろうとも、容よう認にんできるというものだった。

「形……か。実じつのない器うつわは百害あって一利もない。背せ丈たけにあわぬ服で着き飾かざるは、本人にとっても害となりましょう？」

　お前の事を言っている！

　何度そう言ってやりたい衝しよう動どうにかられた事か。

　それをグッと堪こらえ、続ける。

「それに、今、卿が話しているのは近衛の話。近衛は身体能力と忠ちゆう誠せい心しんが全すべて。そして、それらは魔物の方が勝まさっている事は卿もご存ぞんじでしょう？」

「ですが！」

「代わりに、わたしの統とう治ちの頭ず脳のうとなるべき参さん謀ぼうはほぼ人間が占しめているではありませんか。それは人の方が勝まさっているから。適てき材ざい適所。卿に非ひ難なんされる所以ゆえんはありません」

「くっ……。わかりました……」

　忌いま々いましげに吐はくと、グンナルは下がっていく。

　またため息を吐つき、グンナルが完全に退たい場じようしたのを見み届とどけると、サラは傍そばに控える魔物に目をやった。

　グレンデル。サラが魔王となってから、ずっと補ほ佐さし続けてきた魔物だった。

　剣けんをも通さぬ硬かたい皮ひ膚ふとドラゴンのように厳きびしい顔をした、隻せき腕わんの魔物である。

「わかっております。この度たび、武ぶ芸げい会かいを開き陛下の近この衛えとして相応ふさわしき英えい傑けつを選ぶ機会が設もうけられる事になっておりますが、人間の出しゆつ場じよう枠わくを少し増ふやしておきましょう。

　採さい用ようされるかどうかは実力次第ですが」

「頼たのみます。それからスキピオ？」

「はっ」

　サラに呼よばれ一人の人間が進み出る。スキピオ＝ハリル。元はマルクトの下級文官として仕えていたところを、その見けん識しきの深さを見込んでサラが帝国宰さい相しように抜ばつ擢てきしたという逸いつ材ざいである。

「不審といえば、アミディールの民たみが叛はん乱らんを企くわだてていたようですが、それについては？」

「はい。調ちよう査さによるところ、叛乱といっても陛下に対してではなく、領りよう主しゆたるファックスに対してであり、しかもそれは正当なる理由によるものでありました」

「詳くわしく」

「はっ。ファックスは民から悪あく辣らつなる方法で膨ぼう大だいなる税ぜいを違い法ほうに徴ちよう収しゆうしておりました。この度企てられた乱も、生きるに困こまった民達の最さい後ごの抵てい抗こうだった模も様ようです」

「それで？」

「乱自体は急ぎ駆かけ付けた私の配下によって何とか押おし止とどめております。いかような理由であろうとも、治世を乱みだすは必ひつ罰ばつに値あたいしますので」

「最さい善ぜんです。調査資し料りようは後で提出して下さい。ファックスは更こう迭てつ。代わりは……」

「ファックス配下のマシスタがよろしいでしょう。事の次し第だいをいち早く知らせて来たのは彼ですし、乱の企てを事前に察知できたのも民から信しん任にんされての事のようです」

「わかりました。マシスタを領主に任命します。……と言っても、すでに万ばん端たん整っているのでしょう？」

　サラがからかう様ような視し線せんを送ると、スキピオは深く頭を下げた。

「御ご明めい察さつでございます。おっしゃられる通り、後は陛下の認にん可かを残すのみでした」

「よろしい。それと、今後このような事が起きぬよう、領主と民の関係を知っておく必要がありますね。グレンデル？　情じよう報ほう収しゆう集しゆうに適した魔ま物もの達たちがいましたね」

「はい。小動物を操あやつるモノ達がよろしいでしょう。小動物によって情報収集を行えば、民に違和感を覚えさせることなく調査できるはずです」

　サラが突とつ然ぜん訊きいたにも拘かかわらず、グレンデルは即そく座ざに返答する。

　実は、スキピオから事前に打だ診しんがなされていたのである。

　二人とも己おのれの役やく割わりをよくわかっていた。そして、必要とあらば他者と協力する事に何ら拒きよ否ひ感を抱いだかない。たとえ、それが種族の違ちがう相手であってもだ。

　そんな二人の力ちから添ぞえがなければこの帝国はとっくに崩ほう壊かいしていたはずであり、その事はサラもよく理り解かいしていた。

　グレンデルの答えに頷うなずき、視線をスキピオへと戻もどす。

「わかりました。詳しい人選はグレンデルに任まかせますが、そのモノ達の統とう括かつはスキピオの方が適任でしょう」

「同感です」

　グレンデルが首しゆ肯こうした後に、スキピオが続ける。
















「陛へい下か。それと、もう一つございます」

「何でしょう？　スキピオ」

「わざわざ乱を起こさずとも、陛下の知るところとなれば状じよう況きようは改善されるのだという事を広く知らしめておきましょう。治世の公正さを知らしめれば、領主達の横おう暴ぼうを防ふせぐ事に加え、民に無む謀ぼうなリスクを背せ負おわせる事の減げん少しようにも繫つながります」

「わかりました。でも、わざとらしくはならないよう、自然に風聞するように」

「御ぎよ意い」

「これで今回の議題は終わりですね。わたしは下がらせてもらいます」

　サラは玉座を立つと、後ろの控ひかえに下がった。




　サラが下がった後、グレンデルは隣となりのスキピオへと声をかけた。

「ところでスキピオ殿どの。例の話なのだが……」

　それだけで内ない容ようがわかったのだろう。スキピオは表情を暗くして頷いた。

「わかっています。……マルクト伯はくですね」

「そうだ。なぜアレをいまだ伯はく爵しやくなどに就つけておられるのか……。そこがわからん」

　首を振ふるグレンデルに、スキピオは低くつぶやいた。

「恐おそれておられるのでしょう」

　その言葉に、グレンデルは声を荒あららげる。

「陛下がか!?　何ゆえに？」

　そのグレンデルをさらに刺し激げきしないよう、スキピオは意い識しきして静かに続けた。

「陛下も元は一市民。それも、異い能のうの力を持った者として迫はく害がいされて来られたとの事」

「陛下から聞いた事がある。人間というものは妙みように賢さかしく、懐ふところの小さき者だと思った」

「言い返す弁べんもありませんね。全くその通りです」

　うなだれるスキピオに、グレンデルは笑いかけた。

「スキピオ殿が気に病やまれる事でもあるまい。陛下にお仕えして一つわかったのは、種族の違いなどとるに足らぬという事だ。個こ人じんの適てき性せいはその程てい度どで判はん断だんされるべきではない。

　それを言うなら陛下も人間であらせられる訳わけだしな」

　そう言った後、グレンデルは己の失った片かた腕うでを軽く見せた。

「それに、この腕引き千切ったのも人間だ。人たる身であの豪ごう胆たん、称しよう賛さんに値あたいしたのだが……まあ、百年前の話ですでに死んでいるがな」

「六ろつ輝き星せいだったので？」

　問うスキピオに、グレンデルは頷いた。

　六輝星とは、当代最高の英えい雄ゆうとして人々から称される六人の事である。

　その昔、人間の国々が覇はを争っていた戦せん乱らんの時代。相次ぐ魔ま物ものの侵しん攻こうに人間同士で戦い続けている愚ぐを悟さとった一人の賢けん人じんが王達にとある献けん策さくをした。

　当時大だい勢せい力りよくを誇ほこっていた六つの国、その中から一人ずつ英雄を選び、それぞれが倒たおした魔物の数で国の優ゆう劣れつを競きそおうというものであり、これが六輝星の由来であると伝えられている。

　もっとも、それも時代の流れと共に形を変え、当時の国々のほとんどが統とう合ごうや分ぶん裂れつ、もしくは滅めつ亡ぼうした今となっては、単に英雄への尊そん称しようという程度の意味しか残っていない。

　いや。実を言えばそれすらも怪あやしく、過か去こには権けん勢せいを誇るためだけに自身を六輝星と無理やり呼よばせた王や、大敗北した魔物との戦いで運よく生き残っていただけという理由で権力者によって六輝星と持ち上げられ、プロパガンダに利用された挙あげ句く、用よう済ずみとなった途と端たんに謀ぼう殺さつされた者すらいた。

　これらは代々の六輝星の中でも特異な例ではあるが、そもそも、国々の代表という肩かた書がきが無実化して以い降こう、六輝星と呼ばれる基き準じゆんがないに等しくなっているのも事実である。あえて探さがせば、強いという噂うわさが広まっているという『知名度』くらいだろうか。

　当時から全く変わっていないのは、名称と六人という数ぐらいであるといえた。

　このように、以前と比くらべて曖あい昧まいになってしまった六輝星だが、民みん衆しゆうの彼らに対する尊そん崇すうと畏い怖ふと憧しよう憬けいの念は変わらず存そん在ざいしていた。

　たとえ基準が曖昧になったといっても、多くの六輝星が実じつ際さいに魔物に勝利し、人々に希望を与あたえて来た事に変わりはないのだから。

　そして、ただ純じゆん粋すいに強者を賞しよう賛さんする魔物には六輝星などという名称は最初から関係なかった。その者が他の人間からそう呼ばれていたというだけの事である。

「六輝星かれのように魔物に勝つ人間もいた。それに、魔物の本ほん性しようとして本来付き従したがうべき魔王に叛はん逆ぎやくした魔物もいた。

　今の陛へい下かにお仕えする事で、そのどちらとも私は戦った。その結果言えたのは、どちらも文句なしに強かったという事だ。

　種族とやらに囚とらわれぬが故ゆえに強いのか、強いが故に逃のがれ得うるのか。それはわからん。

　だが、論ろんじられるべきは種族の違ちがいではないという事なのだろうな」

「気き遣づかい痛いたみ入ります」

　軽く黙もく礼れいするスキピオに、グレンデルは再ふたたび笑い、

「それはともかく、本題だ」

「そうでした。ですから、陛下は恐れておられるのでしょう。過去に自らを迫害した者を、自じ己この復ふく讐しゆう欲よくのみによって害すという事を」

　その言葉に、心底わからないという風にグレンデルは首を傾かしげた。

「それのどこが悪い？　復讐は正当なる権利だ」

「そうかもしれませんが、というより、人間世界を統一された事で復讐は済んだとお考えなのではないかと思われます。二度も復讐するは過すぎたものでしょう？」

「なるほど。考え過ぎるというのも難むずかしいものだな」

「全く。普ふ通つう、自らの利己心ゆえではないかと悩なやんでいる相手に大たい義ぎ名分を与えてやれば、喜んで受け入れてもらえるものなのですが……。

　善よくも悪くも、陛下は考え過ぎるお人ひと柄がらですからね」

　頷うなずいた後、スキピオは一ひと際きわ小さく続けた。

「これも考え過ぎかもしれませんが」

「何だ？」

「マルクト伯はくの真意。人を増やすというよりも、己おのれの意にそう駒こまを陛下の傍そばに近づける為ための方便かもしれません。

　帝てい国こく主しゆ催さいの武ぶ芸げい会かいの開催を最初に提てい案あんしてきたのはマルクト伯という話です」

「なっ！」

　スキピオの言葉の裏うらに隠かくされたものにグレンデルは思わず声をあげ、スキピオは窘たしなめた。

「お静かに」

「まさか陛下を害する気ではないだろうな」

「それはわかりません。陛下を裏から操あやつろうという腹はら積づもりかもしれませんし、私の全くの邪じや推すいかもしれません。

　遥はるか昔よりここで行われていた武芸会が、シルディアが帝都となった事で消えたのを惜おしむ声があったのは確たしかですし、それならばいっそ帝国主催にしてしまおうとマルクト国王だった伯が言い出すのもわからない話ではありませんから。

　どちらにしろ……」

「我われらが気を付けておればよいだけの事。そう言われるのだな」

「そうです。ですから、この度たびの事。選せん抜ばつには念には念をいれた方がよろしいでしょう」

「うむ……。その際さいにはスキピオ殿にも助力願えるか」

「当然。同じ方を主と仰あおぐ限かぎり、我々の願いは同じです」

「うむ」

　グレンデルは頷く。

　スキピオも頷き返して、謁えつ見けんの間の天てん井じようを見上げた。

　いまだ何も飾かざられず、何も描えがかれていない、乳にゆう白はく色しよくの天井。

「我々はこの城しろと同じなのです。ようやく外観が整っただけの、内ない装そうまで手のつかぬこの城と同じ……。そして、あの天井の高さを維い持じしなければならない」

「三年だ。この三年で、ようやくここまで来た」

「ええ」

　二人は同じ天井を見上げながら、深く息を吐はいた。




　　　　２




　様々な文化が入り交まじり、混こん沌とんすらその独どく自じの色となそうとしていた帝都シルディア。

　その路上を、二人の奇き妙みような男達が歩いていた。

　一人はボロボロの布ぬのキレで身体からだ全体を覆おおい、静かな中に強きよう烈れつな意い志しを感じさせる眼まな差ざしを覗のぞかせている。

　もう一人は身なりも正しく、貴き族ぞくのような服装をしていた。彼の腰こしに差された剣けんの柄つかも黄金色をしており、地位の高さを窺うかがわせる。背せ中なかから灰はい色いろの翼つばさが生えているところから魔物と推察されるが、この街ではそう不思議な事ではない。何しろここは統とう一いつ帝国の帝都だ。彼を奇き異いにしていたのは、その顔を覆う鋼こう鉄てつの仮か面めんだった。

　そして、何よりこの二人を奇妙に見せていたのは、一見高貴に見える方がボロ布の方に忠ちゆう義ぎを立てて見える事だった。

「四年か。長かった……のだろうな。かつての感覚を再さい現げんさせる為ためだけに費ついやした時間としては……」

　ボロ布の男のつぶやきに、仮面の男は頷いた。

「その御ご心しん労ろう、忍しのぶに堪たえません」

「それも全すべてはこの為、この時の為。行くぞ、フェルグス」

「はっ！　ラジャス様」

　奇妙な二人……。かつての魔ま王おう・ラジャスとその臣下フェルグスは王おう城じようへと足を向ける。

　人と魔が融ゆう合ごうした特異なこの街においても、さらに奇妙な二人が王城に着いたのは、夜も深くなってからの事だった。

　大門の前で、異い形ぎようの兵士が二人ほど門番の役に就ついている。

「どうなさいます？　ラジャス様」

「堂々と正面から乗り込こむのもよいだろうな」

「私としましては隙すきを見て忍しのび込むが上じよう策さくとは思いますが」

「こそこそと鼠ねずみのようにか？」

「それは……」

　静かなラジャスの言葉に、フェルグスは口くち籠ごもる。

「よい。矜きよう持じなどとっくに棄すてた。でなければ復ふく讐しゆうなぞ望みもすまい」

「申し訳わけございません」

　深く頭こうべを垂たれるフェルグスをよそに、ラジャスは思考する。

（忍び込んだとしても、皇こう帝ていのいる所へ一直線という訳にはいくまい。それよりも、正面から乗り込んで最も戦力の多い所を突つき進むか？）

　戦力が多いという事は、そこに守るべき対象がいるという事でもあり、望む相手がいるという事でもあった。

　楽といえば楽であり、面めん倒どうも少ない。

　もっとも、それだけの戦力をものともせずに薙なぎ払はらう力があればだが。

　そして、四年前ならともかく、今のラジャスにそれだけのものはなかった。

　ボロ布の奥おくに隠かくされた顔の傷きずを意識する。

　今の自分にはどうしても搦からめ手が必要なのだ。

　考えて、ラジャスは息を吐はいた。

「まあ、今日はここまででいいだろう。四年も待ったのだ。もう少し待ったとしても苦にはなるまい」

「引き返されるので？」

　意外そうに訊きいてくるフェルグスに、ラジャスは答える。

「機を待つのだ」

　自ら放ったその言葉に、ラジャスは内心で苦く笑しようする。

　大たい概がい慎しん重ちようになったものだ。

　慎重になり……詭き道どうにも通じるようになった。

　それは決して強者の戦い方ではない。弱者の戦い方だ。

　そして、今のラジャスは紛まぎれもなく弱者だった。

　絶ぜつ大だいなる魔力を奪うばわれ、権けん威いを失い、復ふく讐しゆう心しんのみを生きる糧かてとする浅ましき愚ぐ者しや。

　蔑さげすみと嘲ちよう笑しようの対象。それだけでしかない。

　そして、その先にあるものは……。

（我わが身の破は滅めつか。それもまた良し）

　深夜の冷たい風に身を委ゆだねながら、ラジャスは身に纏まとったボロ布を翻ひるがえした。




　ラジャス達が王城に現あらわれた翌よく日じつ、次のような知らせが帝国中を駆かけ巡めぐった。

　曰いわく、

『この度たび、帝国主しゆ催さいの武ぶ芸げい会かいが開かれ、その上位入賞者は皇帝の近衛このえに取り立てられる』

　ある者はそこに祭りの気配を感じ取り興こう奮ふんし、ある者は己おのれの力ちから試だめしにと心を沸わき立たせた。また、ある者はそこに商売の種を見つけ、ある者は我われ関せずと無む視しを決める。

　そんな中、陰かげに謀はかりごとを進める者がおり、それを防ふせごうと奮ふん闘とうする者がおり、それらを利用しようと画かく策さくする者がいる事を知っていたのは、今のところその当事者達だけであった。




　　　　３




　王城では武芸会を数日後に控ひかえ、武芸会出場希望者の整理で大おお忙いそがしになっていた。

　元々武芸会はこの地ち域いきの豊ほう穣じようを祈き願がんし、年に一度、街一番の強者を決める行事だった。

　だが、この街が帝都となり、今年からその主催を帝国が行うようになった為ため、それは世界で最も強き者を選ぶ行事へと変わったのだ。

　とは言っても、すでに重臣として取り立てられている者達は出場しないので、あくまで在ざい野やの、という但ただし書きが付け加えられるが。

　世界各地から、人・魔物問わず、腕うでに覚えのある者達が続々と集まって来ている。

　それらを整理するのは本来グレンデル率ひきいる近衛隊の仕事だったのだが、あまりにも人数が多いのでスキピオの宰さい相しよう府ふからも人手が駆り出されていた……というのは建前の話。

　本音は、皇帝暗殺を企たくらむような不ふ逞ていの輩やからを調ちよう査さすべく派は遣けんされた秘ひ密みつ工作員達だった。

　そして、不ふ審しん人物を発見したとの報ほう告こくをグレンデルの許へともたらしたのも、そんな中の一人だった。

「グレンデル様。こちらです」

「うむ」

　グレンデルはわずかに残る疲ひ労ろうを隠して頷うなずいた。

　武芸会開かい催さいの公こう布ふからこっち、このように工作員から不審人物の報告を受けたのは軽く二〇を超こえている。それでも参加人数を考えれば少ない方ともいえるが……。

　帝国近衛隊長に報告するまでもない小物は、工作員らによってすぐに処しよ理り──といっても出場資し格かくを取り消すことと、宰相府への報告だけだ。それ以上は派遣目的から逸いつ脱だつし彼らの職しよく分ぶんを越える──されている。

　グレンデルまで回ってくるのは、彼らでは対処できない程ほどの大物と判はん断だんされた相手か、それともどうにも判断がつきかねる相手かだけだ。

　兵士に連れられてグレンデルがやって来たのは、武芸会当日に出場者の控え室となるべく改かい造ぞうされた大部屋だった。

　本来兵士達の控え室だったそこは、乱らん闘とうのもととならないよう普ふ段だん置かれている武ぶ器き等が取り払はらわれ、長なが椅い子すが並ならんでいるだけの極きわめて質しつ素そかつ殺風景な場所となっている。

　そしてこの部屋は、今現げん在ざいは不審者の審問場所としても使われていた。

　当然の事ながら、不審者の審問場所は周りから隔かく絶ぜつされている事が望ましい。

　だが、大会準じゆん備びで人や魔ま物ものが激はげしく行き交かい、また建けん築ちく途と中ちゆうで使用できる場所が少ないこの城しろの中では、周りからある程度隔絶されている場所はそう多くなかった。

　この部屋はその貴き重ちような場所の一つなのである。

　グレンデルが扉とびらを開けると、部屋の奥おくで壁かべに凭もたれる事もなく背せ筋すじを伸のばして座すわっている仮か面めんの男が一人いた。背からは灰色の翼が生えている。

「彼か？」

「はい。魔力を見定めた魔物の見立てによれば、グレンデル様と同じか、それ以上との事です」

　魔物は魔力を視みることができる。そして、その差さ異いによって個こ々こ人じんを判別する。

　不定形だったり姿すがたを千せん変ぺん万ばん化かさせたりする魔物もいるため、外見による判別が困こん難なんである事から本ほん能のう的にそうしているとも言われる。

　そして、一口に魔力の差異といっても、非ひ常じように特とく殊しゆですぐに個人を特定できるものから、他の誰だれかと似に通かよっていて違ちがいがよくわからなかったりする事もある。
















　スキピオが宰相府から派遣した秘密工作員の中には、魔力の見み極きわめに特に秀ひいでた魔物も含ふくまれていた。

　一番怪あやしい人物が人間だからといって、皇こう帝ていに叛はん意いを抱いだいている相手がそれだけと考える程のお人よしでは統とう一いつ帝国の重臣たり得ないということである。

　それはともかく、兵士のその言葉と、自身の目で確たしかめたその魔力の高さに、グレンデルはただでさえ厳いかつい顔をさらに顰しかめさせた。

　自分と同等かそれ以上に魔力が高いモノなぞ数えるほどしかいない。

　今現在ならば三人だ。

（いや。二人……か。一人は考こう慮りよせずともよいだろう。何しろ私の主あるじだ）

　こんな時に面めん倒どうな事は起きるなよと内心思いつつ、その男へと歩を進める。

「貴き殿でんが忙しいかどうかは知らぬが、ともかく面倒をかける。統一帝国近衛隊長のグレンデルだ」

「私は……マクローイと申します」

　仮面のせいか少しくぐもっている声で、その男は返事をした。

　グレンデルは表ひよう情じようをくもらせる。この男の魔力に覚えがあったからだ。

　その仮面には魔力を抑おさえる役やく割わりでもあるのか、視みえた魔力は以前視たものと少し違っていた。それで確かく信しんするまでにはいたっていなかったのだが、男が声を発した事で微かすかな疑うたがいは消えた。

　何しろ魔物は声を発するにも魔力を放つのだ。身動き一つしていない時とは比くらべ物にならないくらい強い魔力を。

　正体を隠かくすという意味では全く役に立っていない仮面だった。

「何をしに来た？　フェルグス」

　グレンデルが突つき放したように言い放つと、仮面の男……フェルグスは意外にもあっけなく認みとめた。

「昔の知ち己きを冷やかしに。それでは不満か？」

「私は貴殿ほど暇ひまではない。用がないなら帰ってもらいたいものだ」

　その冷ややかな言葉にフェルグスは一いつ瞬しゆん躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せると、意を決したように口を開いた。

「そうでもない。本当に武ぶ芸げい会かいとやらに出るつもりなのだが」

「元魔物軍の中でナンバー３の実力を持っていた貴殿がか？　出るまでもなかろう」

「いや……」

　再ふたたび口くち籠ごもり何やら考える様子を見せ、その後フェルグスは続けた。

「どうしても武芸会に出て皇帝陛へい下かにお仕えしたいのだ」

　思ってもいなかったその言葉に、グレンデルは目を見開いた。

「前魔王に心底忠ちゆう誠せいを誓ちかっていた貴殿が、二君に仕えるというのか!?」

「この仮面はそれを恥はじとしての事。偽ぎ名めいもだ」

「ふむ」

　その言葉に、グレンデルは沈ちん黙もくする。

　実力的に考えれば全くもって異い論ろんはなかった。

　片かた腕うでを失い、ナンバー３の座ざを彼に明け渡わたす事とはなったが、両の手を持っていた時でもその力はほとんど拮きつ抗こうしていたと言っていいのだ。

　問題は、皇帝に対し忠ちゆう義ぎを見せるのかという事。

　もっとありていにいえば、本当に裏うら切ぎらないのかという事である。

　何といっても、あの時、前魔王を魔ま王おう城じようから連れだしたのは彼なのだ。

　そこまで考えて、自分が陰いん謀ぼうやら策さく略りやくやらに向いていない事を思い出す。

　やはり向いている者の助言が必要だった。

「私の独どく断だんでは即そつ決けついたしかねる。しばし待たれよ」

「申し訳わけない」

　その謝しや辞じを背せ中なかに受けてグレンデルは部屋を後にし、スキピオのいる宰さい相しよう府ふへと急ぐ。

　そして、机つくえに座すわり執しつ務むしていたスキピオに経けい緯いを説明した後、毒づいた。

「全く！　仕事を増ふやしおって！　何もこんな時期に現あらわれる事はないではないか！」

「落ち着いて下さい。まあ、お茶でも一服」

「む……。済すまぬ、スキピオ殿どの」

　そう言ってスキピオの差し出したティーカップを受け取り一息で飲み干ほすと、ため息をつく。

「奴やつが消えてから四年……四年だぞ！　今いま更さら何をしようというのだ」

「問題はそこですね。本気で陛下に従したがう気なのか、それとも暗殺なりを企くわだてる気か」

「大問題だ！」

　興こう奮ふんしたグレンデルは片方のみの腕を机に叩たたきつけ、その結果、持っていたカップを砕くだけ散らせた。

　スキピオは陶とう器きの破は片へんが飛とんで来なかった事に感謝しつつ、グレンデルを落ち着かせるべく言葉を続ける。

「落ち着いて下さい。兵達が動どう揺ようします。あなた方魔ま物ものは気が短いという事は存ぞんじておりますし、そんなあなた方を御ぎよして来られた陛下を尊そん敬けいしてもおります。

　そして、今やあなたも上に立つ者の一人であるという事をお忘わすれなく」

「済まぬ」

　所しよ在ざいなげに頭を下げたグレンデルに、スキピオは小さく頷うなずく。

「それはともかくとして。グレンデル殿、一つよろしいか？」

　その問いかけに、グレンデルはカップの破片を片付けつつ、

「なんだ？」

「フェルグスという魔物は前魔王に忠誠を誓っていたそうですね」

「そうだが」

「ならばその前魔王とやらは今どうしているのです？」

　それは当然ともいえる疑ぎ問もんなのだが、グレンデルにとってはそうではなかったらしい。

　陶器の破片を片付ける手を止めて目を丸く見開いた。

「……忘れていた……」

　その答えに、今度はスキピオの方が驚おどろきを隠せない。

「まさか！　マルクト伯はくに次いで、いや、それ以上に陛下に対し不ふ穏おんな感かん情じようを向ける可か能のう性せいのある相手ではありませんか！」

「うむ。それが、譲じよう位いにしろ簒さん奪だつにしろ、魔王位というものは前ぜん任にん者しやの生命と引き換かえと相場が決まっていたからな。前魔王と陛下との間でのそれが少々特とく殊しゆなものであったという事実をすっかり忘れていた」

　何とも気楽なその答えに、スキピオは再び嘆たん息そくする。

「つまり、フェルグスという方を除のぞいては誰だれも行方ゆくえを知らないという事ですね？」

「そう考えて間ま違ちがいはない」

　はぁ、とため息をつき、スキピオは頭をフル回転させた。

　マルクト伯グンナル。

　そして前魔王。

　統とう一いつ帝てい国こく主しゆ催さい武ぶ芸げい会かい。その裏で何かしらの陰いん謀ぼうを企てている可能性が高いのは、どうやらこの二派はのようだった。

　そして、三者入り交まじっての陰謀劇げきは得てして混こん沌とんとする。

　まずは整理が必要だった。

（自分達がまずすべきは、両者が手を組むような事じ態たいを阻はばむ事。そして、でき得うるならばどちらかの案あん件けんが片付くまでもう片方とは事を構かまえぬようにする事。

　もっとも良いのは、この自分の考えが邪じや推すいの類たぐいであるという事ですが、たとえそうでも回かい避ひの努力は必要でしょうね）

　スキピオはそこまで考え、

「私もフェルグス殿とやらにお会いしましょう。ここでは案も出ないでしょうからね」

　グレンデルに言うと、書類の溜たまった机を立った。

　彼の本音を言えば、事務に少し飽あきていたところでもあった。




　宰相府を出たスキピオとグレンデルは、フェルグスの待つ控ひかえ室へ赴おもむく。そこには、先さき程ほどと変わらず背せ筋すじを伸のばして座る仮か面めんの魔物がいた。

「あちらが？」

「うむ。フェルグスだ」

　隣となりの隻せき腕わんの魔物に一いち応おうの確かく認にんを取ると、仮面の魔物の前へと進み出た。

「お初にお目にかかります。統一帝国宰相・スキピオです」

　自じ己こ紹しよう介かいすると、仮面の魔物は驚く気配を見せた。

　それは是ぜ非ひもない事だった。

　肩かた書がきに年ねん齢れいが合ってないとは、スキピオ自身も思っている事なのだ。

「貴方あなたがか？　見たところまだ二は十た歳ちかそこらのようだが……」

「陛へい下かは私よりもお若わかいが？」

「そうだな。あの時の彼女は……十四、五といったところだった……」

　フェルグスは仮面の奥おく底そこで彼方かなたを見つめる。

　そして、

「紹介が遅おくれた。偽ぎ名めいを名乗ろうと思っていたが、意味がないようなのでフェルグスで結けつ構こうだ」

　差し伸べられた手を握にぎり返す。意外と端たん正せいで弾だん力りよくに満ちた手だった。

「さて。単刀直入に申し上げます」

　そう切り出すと、フェルグスは緊きん張ちようした様だった。身体からだが微かすかに硬くなっている。

（なるほど。あまりアドリブ慣なれはしていないようですね。揺ゆさぶってみましょうか）

「前ぜん魔ま王おう閣かつ下かは息そく災さいでいらっしゃいますか？」

　そう訊きいた途と端たんだった。

　フェルグスは完全に固まっていた。ついでに、後ろのグレンデルも固まっていた。

（わかりやすい反はん応のうですね。少し面おも白しろい）

　その反応に、彼の背はい後ごにいるであろう存そん在ざいの思おも惑わくを洞どう察さつする。

（こうまで動どう揺ようするとなると、前魔王とやらが皇こう帝ていに対し何らかの叛はん意いを持っているのは確たしかな様ですね。そして、彼はそう遠くない場所にいる。おそらくは武芸会の出場者か、観客として混じっているのでしょう。

　さらに一つ。

　フェルグス殿どのが陛下を害する予定はないのでしょう。こうまであからさまな反応をするという事は、おそらく彼は陽動。

　前魔王とやらは、他の刺し客かくか、もしくは自身での決着を望んでいるでしょうね。その時まではフェルグス殿に対して危き機き感を持つ必要はないか。

　と、なれば……）

「わかりました。陛下のお傍そばに仕えて頂いただけますか？」

　その言葉の意味がわからなかったのだろう。フェルグスは「えっ？」と呆ほうけた声を出した。

「おわかりになられませんでしたか？　武芸会にでるまでもなく合ごう格かくです。あれは無名の者を取り立てる為ための方便ですので、フェルグス殿のような高名なる方にわざわざ出て頂くまでもありません。どうか陛下をお守り下さい」

「あの、その……有あり難がとうございます……」

　かなりうろたえ気味の謝しや辞じに、スキピオは満足気に首しゆ肯こうする。

「それでは陛下にお引き合わせ致いたします。ちょうど職しよく務むを終えられた頃ころ合あいですので、陛下のご都合にも合いましょう。ついて来て頂けますか？」

　フェルグスは、躊躇ためらいがちにギクシャクと首を縦たてに動かした。




　グレンデルは混こん乱らんしていた。

　前魔王は陛下を害そうとしているのではないか？

　そして、そんな前魔王にフェルグスが忠ちゆう誠せいを誓ちかっているのは間ま違ちがいないのだ！

　大声でそう問い質ただしたかったが、さすがに自重する。

　自分には及およびもつかない、スキピオなりの深い考えがあるのだろうと考えたからだ。

　だから、小声で訊きいた。

「おい、どういう事なのだ」

「何がです？」

　グレンデルの囁ささやきに、スキピオはあっけらかんと訊き返してくる。

「なぜ奴やつを陛下の許もとへ近づけるような真ま似ねをする？　何かあったらどうするのだ？」

「ありません。少なくとも彼は」

「どういう事だ？」

「それは後ほど」

　スキピオはグレンデルの言葉など全く意に介かいしていないようだった。それどころか、何やら楽しそうでもある。

（まさか私の狼ろう狽ばいぶりを面おも白しろがっているのではないだろうな）

　その推すい測そくが多少なりとも的を射いていた事実を、幸いにもグレンデルは知らずに済すんだ。




　混乱していたのはフェルグスも同じだった。

　なぜ、自分が採さい用ようされてしまったのかと。

　彼の目的はスキピオの見み抜ぬいた通り陽動だった。

　前魔王は無事かと訊たずねられた瞬しゆん間かん、内心では「見抜かれた！」と思い、焦あせりで一いつ杯ぱいとなって何も答えられず、それでまた焦りを重ねていたのだが、他ほかに何を問われるでもなくいとも容た易やすく採用されてしまった。

（ラジャス様の事を訊かれたのは偶ぐう然ぜんか？）

　そんな風にも思ったが、それにしては目前の帝てい国こく宰さい相しようの表ひよう情じように微み塵じんの揺ゆらぎもない事が無気味であり、不ふ可か解かいだった。

　だが、

（まあいい。私の目的はすでに果たしたのだ。後はラジャス様を信ずるのみ）

　フェルグスは顔を覆おおう仮か面めんに手を伸のばす。

　グレンデルには、これを恥はじだからと言った。

　逆ぎやくだ。誇ほこりなのだ。

　これに託たくされた意味を。主と呼よび忠誠を誓う相手から託された信しん任にんの重さを。

　知っているのは自分と主だけだ。

（私はラジャス様に、私では決して届とどかぬ高みを見た。

　私があの方に付き従したがうのは、恩おん義ぎでもなければ、ましてや魔ま物ものの本ほん能のうなどでもない。あの方に秘ひめられた荘そう厳ごんともいえる強さ。そこに惹ひかれたからだ。

　ラジャス様の強さは、魔力の有う無む如ごときで左右されるものではない。私の直感は正しかった）

　静かに手を仮面からのける。

　歩む目の前では、小こ柄がらな帝国宰相に隻せき腕わんの元もと同どう僚りようが何やら声をかけていた。

　無気味で、不可解な今の状じよう況きよう。

　その中で理解できたのは、目の前のこの若わかき宰相がとんでもない食わせ者であるという事だけだった。

　しかし、心配していなかった。

　確たしかに動どう揺ようしているし、混乱もしている。

　だが、己おのれの主が自身と同じくこの者に惑まどわされるなどという想そう像ぞうができない。

　フェルグスにとって、心配しない理由はそれだけで十分だった。




　フェルグスが案内されたのは、木目も美しい扉とびらの前だった。

　スキピオがコンコンと、木独どく特とくの少し乾かわいた、それでいて温かみのある音を立てると、その中から妙みように舌したったらずな声が返って来た。

「はぁい。どちらさまですかぁ」

「ナナ、その話し方は止やめなさいといっているのに……」

「スキピオさまですねぇ。ご用よう件けんはぁ」

「陛へい下かにお引き合わせしたい方をお連れしました。陛下は？」

「こちらですぅ。いまぁ、開けますねぇ」

　ギギギと音を立て、木もく造ぞうの扉が開く。

　その扉を開けたのは、黒っぽいメイドのような格かつ好こうをした少女だった。頭の白いカチューシャがポイントなのだろうが、どうもズレている。頭の大きさにあっていないのだろうか。

　それよりも更さらに不可解だったのは、人間であるはずのナナの頭上にぴょこんとあった、ふさふさの耳だった。どういう仕し掛かけでかはわからないが、ナナの言動にあわせてぴょこぴょこと動いている。

「ナナ……それはなんです？」

　スキピオの問いに、ナナは自じ慢まん気げに微ほほ笑えんだ。

「付け耳ですぅ。人と魔物の統とう一いつのシンボルみたいだということでぇ、街で流は行やってるんですよぉ。他ほかにもぉ、付けしっぽとかぁ、ぷにぷに肉球手て袋ぶくろとかもありますよぉ。スキピオさまもどうですかぁ？」

　春に咲さくたんぽぽのようなほわほわとした笑顔を見せるナナの言葉に、スキピオは「はぁぁ」とため息をついた。

　と、後ろからグレンデルが「どうしたか」と問う。

　その声に、ナナは意外そうに目をぱっちりと開けた。

「あれぇ？　グレンデルさまもいるんですかぁ。ここに来るなんてめずらしいぃ」

「ナナか。黙だまってくれ。その声、私には頭ず痛つうの種を振ふり撒まいているようにしか聞こえん」

　グレンデルが毒づいた時だった。部屋の中から凜りんとした声が届く。

「わたしの精せい神しん安あん定てい剤ざいをそう悪く言わないで下さい」

「陛下！」

　思わずグレンデルが声を上げる。

　その声の主、サラは革かわ張ばりの椅い子すに深く腰こし掛かけ、瞼まぶたを温水で湿しめらせた布ぬので覆っているところだった。

「ご休息中、申し訳わけございません。折り入ってお話があり、参上致いたしました」

　気を取り直したスキピオが、そう口上を述のべる。

「わかったわ」

　そう答えると、サラは瞼の上の布を取った。

　すると、ナナがとてとて……と、いつ転んでもおかしくなさそうな危あぶなっかしい足取りで近ちか寄より、その布を受け取る。

「あなたは下がっていなさい、ナナ」

「はいですぅ」

　やはり危なっかしい足取りで下がったナナを見送った後、サラは口を開いた。

「さて、何用ですか？」

「はい。陛下のお傍そばにお仕えしたいと申すモノがおり、連れてまいりました」

　スキピオの返答にサラは少し考えるそぶりを見せ、

「わかりました。で、どなたでしょうか？」

「こちらです」

　そう言って、スキピオはフェルグスを前に出させた。

　この時、フェルグスはようやくサラの様子を観察する事ができた。

　黒曜石のように美しく輝かがやく黒くろ髪かみを一束に結って左ひだり肩かたから垂たらし、こちらを見み下おろす姿すがた。

　その瞳ひとみ。冷たく、それでいてどこか穏おだやかさを感じさせる瞳。

　ラジャスの瞳が絶ぜつ対たい零れい度どの氷ひよう剣けんならば、彼女の瞳は雪ゆき解どけの流りゆう水すいと言ったところか。それとも、炎えん天てん下かの氷こおり水みずか……。

　彼女の瞳が冷たい事は確たしかだが、どこか他を排はい除じよしない穏やかさがある事をフェルグスは感じていた。

　その全すべてが間ま違ちがいなく、あの時の少女の面おも影かげを強く残していた。

　四年前と変わらず、いや、幻げん想そう的なまでの美しさをさらに増ましている。

「お初に……いえ。お久ひさしぶりです。皇こう帝てい……陛へい下か……」

『陛下』と呼よぶのを、少し躊躇ためらいがちに言う。

　やはり本来の主以外を陛下と呼ぶのは辛つらいのだ。

　少し首を傾かしげた様子のサラに、慌あわてて続ける。ここで妙みような疑ぎ念ねんを抱いだかれるのは、主にとって良くない結果になりかねない。

　宰さい相しようには何かしら見み抜ぬかれた様子だったが、だからといってボロを出しても良いという話にはならない。

「フェルグスと申します。お忘わすれかもしれませんが、陛下が魔ま王おう城じようにいらした際さい、あの場におりました」

「前魔王閣かつ下かを城外に連れ出したモノだそうです」

　スキピオが続けて言った。余よ計けいな事を……と一いつ瞬しゆんそう思ったが、どうせわかる事だと気を取り直す。

　一方サラは、一瞬目を見開いて驚おどろいたが、すぐ表ひよう情じようを戻もどした。そして、彼女はほんの少しスキピオに目をやると、首しゆ肯こうした。

「わかりました。フェルグス。以後、よろしくお願いします」

「は……はい」

「は？」

　躊躇いがちにフェルグスは頷うなずき、グレンデルはあっけにとられて口を開ける。

「グレンデル。フェルグスに城内を案内してあげて下さい。スキピオはこの場に」

「は」

　理解はできなくても、皇帝の命めいとあれば受けるのがグレンデルだ。躊ちゆう躇ちよはしたが、フェルグスを案内すべく、「ついて来い」とそっけなく言って、皇帝に一礼しその場から離はなれていく。

　慌ててフェルグスも一礼し、その後を追った。




　二人が退たい室しつしたのを見み届とどけた後、サラはため息をついた。

「スキピオ？　誰だれが叛はん乱らんを起こそうとしているのです？」

　前魔王を連れ出したというフェルグスが自分に仕えたいと言った理由。そして、それをあっさりと受けたらしいスキピオの態たい度どから考えると、前魔王が自分の生命を狙ねらい、それ以外にも自分の生命を狙う者がいるらしいという事など、サラにとってはすぐに理わ解かる事だった。

　二正面作戦の愚ぐを犯おかそうとしないのはいかにもスキピオらしい事だった。

　サラの問いに、スキピオは身を屈かがめたまま返答する。

「いえ……まだ詳くわしくは。現げん状じようでは陛下のお耳を汚よごすまでもないと判はん断だん致しました」

「そうですか。わかりました」

　そう。サラには承わ知かっていた。

　これは儀ぎ式しきのようなものだと。

　叛意を持っているのが誰なのか今いま更さら問うまでもないし、スキピオは彼なりにそれを防ふせぐ算さん段だんをつけているのであろうから。

　でなければ宰相になど抜ばつ擢てきしていない。

「よろしい。下がって結けつ構こうです」

　サラの言葉にスキピオは一礼し、部屋から出て行った。

「ナナ、あれを持って来て」

　再ふたたびナナを呼ぶと、少女はわたわたと湿しめらせた布ぬのを持って来る。

「ありがとう」

　それを受け取りサラが微ほほ笑えむと、ナナはぽわぁと顔をほころばせ、奥おくへと下がった。

　温かく湿った布を瞼まぶたの上に乗せ、目を閉とじる。

　脳のう裏りに一人の男の姿が浮うかび上がる。

　荘そう厳ごんなる重じゆう圧あつを放ち、超ちよう然ぜんと立つその姿。

　淡たん々たんとしていながら、それでいて全すべてを圧あつ倒とうする声。

　そして、侮ぶ蔑べつでも、嘲ちよう笑しようでも、嫌けん悪おでも、憐あわれみでもなく、ただ真まっ直すぐにこちらに向けていたあの瞳。

　目を閉じれば、いとも簡かん単たんに思い浮かべることができる。

　忘れることなどできはしない。

　おそらく、フェルグスとの再びの邂かい逅こうのせいなのだろう。

　サラの思考は過か去こへと遡さかのぼっていた。




　　　　４




　暗雲が空を覆おおい、雷らい鳴めいが轟とどろく魔ま王おう城じよう。

　玉ぎよく座ざの間のその手前、そこでわたしは呆ほうけたように座り込んでいた。

　何が起きたのかわからなかった。

　いや。わかりたくなかったのだ。

　自分の力。

『バケモノ』と人々から忌いみ嫌きらわれ、幼おさなき日から魔物殺戮者モンスタージエノサイダーと恐おそれられ、都合が悪くなると『勇者』と持ち上げられる事になった力。

『魔力吸きゆう収しゆう能のう力りよく』

　それが、わたしの力であり、悲ひ劇げきの全てだった。

　わたし自身もその意味を知っていた。

　魔物から魔力を吸収し、自分のものにしてしまう能力。

　それでも尚なお、人間として存そん在ざいし続ける事を強きよう制せいする能力……。

　わかっていた。それでも信じられなかったのだ。

　まさか、魔王の魔力すら吸収してしまうなどとは。

　魔力を吸収されてしまった魔王は、供ともの一人によって連れ去られていった。

　だが、今まで魔力を吸収した魔物は全て死んでいったのだ。わたしが魔力を吸収しても尚、死ななかったのは、さすがに魔王だった。

「わたしは……わたしは……」

　わたしが呆けていた時だった。

「キサマァァァッ！」

　魔王の傍そばにいた供の一人が、わたしに向かってその爪そう牙がを剝むき出し、引き裂さこうとする。

　だが……。

「う……うぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　わたしは慟どう哭こくした。

　おそらく、初めて。

　わずか五歳さいの時、両親の手によって殺されかけた時も。

　十歳の時、自分を助け、育ててくれた『おばあちゃん』が目の前で殺された時も。

　生きる為ために魔物殺しを生業なりわいとし、無数の魔物を屍しかばねと変えていた時も。

　泣かなかったのだ。

　それなのに……。

　ここに来て、わたしは否いや応おうなしに突つき付けられてしまったのだ。

　自分は殺されない。魔王にすら、殺されない。

　この事実に。

　わたしは、本当はここで死ぬつもりだった。

　全ては、わたしが勇者と祭り上げられた事にある。

「サラよ。お前の汚けがらわしさは魔物殺戮者モンスタージエノサイダーの名によって不問にしてやる。過分にも勇者とも呼よんでやる。だから、今までのようにその汚きたならしい腕うでで醜みにくくも卑いやしい魔物を殺し尽つくし、魔王をも殺して来い！　同じ『バケモノ』ならできるだろう」

　その人間の王マルクト王の言葉は、わたしを絶ぜつ望ぼうの淵ふちに叩たたき込んだ。

　人間は憎にくんでも憎み足りない。

　だが、魔物はそうではなかった。

　個こ人じん的な恨うらみは一いつ切さいなかった。

　そんな魔物を、殺戮者ジエノサイダーと呼ばれる程ほどに殺して来た事実に、勇者と祭り上げられた事で初めて気付かされたのだ。

　だから、わたしはここに殺されに来た。

　憎んでも憎み足りない人間にだけは、絶対に殺されるつもりはなかったから。

　だから、人間ではない者に殺されようとここまで来たのだ。

　異い能のうの力で魔物に殺される事はなくても、さすがに魔王には殺されるだろうと思って。

　それでも、自分は殺されない。魔王にすら殺されない。

　その事実に……泣いた。

　そして……。

　吹ふき荒あれる。

　全すべてを薙なぎ飛ばす力が、玉座の間に吹き荒れた。

　先程も突とつ風ぷうを生み出したが、これに比くらべたらあのようなもの微び風ふうに過すぎなかった。

　床ゆかの石材が砕くだけて宙ちゆうを舞まい、窓まどという窓が割われ、そして、わたしに襲おそいかかろうとした魔物もこの一いち撃げきで吹き飛んでいく。

「こ、これは！」

　かろうじて玉座にしがみつき、吹き飛ばされる事から逃のがれた魔物の一人が声をあげた。

「これは魔王の力！　ならばこの方が魔王か！　新たなる魔王なのか！」

　その声は純じゆん粋すいな称しよう賛さんだった。称賛であり、昂こう揚ようであり……。

　わたしを認みとめた声……。

　その声に……わたしは泣き止やんだ。

「……あなた……誰……？」

　わたしの、その掠かすれるような微かすかな声に、魔物は即そく答とうした。

　その隻せき腕わんを胸むねに掲かかげて。

「私の名はグレンデルと申します。魔王陛へい下か」

　その言葉にわたしは苦く笑しようした。

『バケモノ』から、とうとう魔王になってしまった。

「はは……ははは……ははははは」

　苦笑し、それが大笑いに変わるのに時間は掛かからなかった。

　その間も頭こうべを垂たれていた魔物に、わたしは笑いを止とめると、問うた。

「ねえ。わたしの事を魔王って呼んだわね？」

「はっ！」

「だったら……攻せめてみようかな？　人間世界」

「は……ははっ！」

　魔物は平へい伏ふくした。

　その姿すがたを見ながら、わたしは何かが吹っ切れたのを自覚していた。

　確たしかに自分は忌いみ嫌きらわれていた。

　しかし、それは人間にだ。

　魔物は、かくも自分を認めてくれている。

　思えば、先程の魔王もそうだった。

　段だん上じようから見み下おろしはされても、見み下くだした目はされなかった。

　階段を一歩一歩上がるその時も、少しも目を逸そらされなかった。

　彼に近づくその時も、真まっ直すぐ瞳ひとみを合わせ続けてくれていた。

　わたしの存そん在ざいを認め続けてくれていた。

（そっか……。わたし……あの一いつ瞬しゆんで恋こいしちゃってたのか……）

　あの瞳に魅み入いられていた事に、わたしはようやく気が付いた。

　しかし、それは気付いた途と端たんに終わるものでもあった。

　いや、気付く前に終わっていた。

　あの魔王が恋れん慕ぼの感かん情じようを自分に向ける事などないに違ちがいない。

　もしあるとすれば……好こう敵てき手しゆとしての自分だけだろう。

　それなら……。

　わたしは、その感情を胸の奥おくにそっとしまい込んだ。

　これからわたしは魔王になる。

　その為ために、この感情は表に出すべきではない。

　自分の、おそらく初めてのとっても大切な感情だ。

　だから……胸の内にしまい込んだ。汚けがしてしまわないように。

　わたしは決意した。

　魔王の力。

　これをもって、『バケモノ』と呼よび続けてきた人間達に対し、力ずくで、否いや応おうなく、無む慈じ悲ひに、この自分の存在を認めさせる。

　これがわたしの復ふく讐しゆうだ。

　その為にやる事がたくさんあった。

　魔王になったといっても、自分に叛はん意いを向ける魔物はいるだろう。まずはそれを討とう伐ばつしなくてはならない。

　それに、単純な力ちから押おしで勝てる程ほど人間が甘あまくない事を、わたしはよく知っていた。

　今まで過すごしてきた一四年間の人生が、わたしに警けい鐘しようを鳴らしてくれていた。

　人間は賢さかしい。賢しく、狡こう猾かつで、残ざん忍にんで、非ひ道どうだ。

　例外もいる。自分を助け、育ててくれた老ろう婆ば。

　名前は知らない。『おばあちゃん』とだけ呼んでいた。

　その『おばあちゃん』がかつて言っていた事を、わたしは思い出した。

　あれはまだわたしが八歳くらいの時、二人で森の奥で隠かくれ住んでいた時、アリがカマキリに群むらがっているのを見つけた時だった。

「よくごらん、サラ。小さいアリがカマキリを倒たおしているだろう。なぜだと思う？」

　それに、確かわたしはこう答えた。

「数が多いから」

　その答えに、『おばあちゃん』が大笑いしたのを覚えている。

　そしてその後、こう繫つなげ、

「そう。数が多いからだよ。でも、それだけじゃない。数が多く、その上、一つの目的に皆みなが向かっているからだよ。たくさんいるけど、群れがまるで一匹ぴきの生き物のように動くからだよ。でもね。こうすると……」

『おばあちゃん』は、アリの群れに水すい滴てきを一滴垂らした。すると、今まで整然と動いていたアリ達が無分別に動き回りだした。

「アリが整って動けるのはね？　匂においがあるからなんだって。いっとう先頭のアリが匂いを出して、それにひかれて次のアリもついて行く。だから一匹の生き物のように動ける。だけど、水で匂いが消えれば、ほれ、この通りさ」

　興きよう味み深ぶかげにその様子を見るわたしの頭の上に、『おばあちゃん』は手を載せると、こう締しめくくった。

「サラ。もし、大きな敵と戦う事になったら、お前は味方の匂いを強くするんだよ。反対に、敵の匂いを消してやれ。そうすれば、お前は生き残れる……」

『おばあちゃん』の最後の言葉は、なぜか悲しそうだった。

　もしかすると。いや、もしかしなくても。

　彼女はいずれ自分が殺されると予感していたのかもしれない。

　その後一人きりになってしまうかもしれないわたしの事を、ずっと心配していてくれたのかもしれない。

　その後も色々な事にたとえながらわたしに助言をし続けてくれ、わたしを狙ねらう人間達から匿かくまい続けてくれ、わたしを守って死んでしまった『おばあちゃん』。

　その死すら、何かの助言だとわたしには思えた。

　記き憶おくの中の『おばあちゃん』の助言どおり、わたしは自分達の匂い、敵てきの匂いが何なのかを模も索さくする。

　自分達の匂い。自分が魔ま王おうなのだから、その命に忠ちゆう実じつに動くように指し導どうする事。

　そして、それを訓練できる実戦がすぐ後に控ひかえている事がわたしにはわかっていた。自分に叛意を向ける魔物達を討伐する戦いがある事を。

　そして、敵の匂い。人間達を一つにしている匂いは何なのだろうか。

　そこに思いをはせ、わたしは一つの結けつ論ろんを出した。

　利り益えきだ。

　そして、それを奪うばわれるという恐おそれだ。

　お金でもいい、名めい誉よでもいい。誇ほこりでも功名心でも自じ己こ満足でも、単なる生命の安全でも、偽ぎ善ぜんでも、本気で善行を積みたいと、誰だれかを助けたいと願う事でもいい。

　全部ひっくるめて利益であり、それを奪われるという恐れだ。

　それを守ってやればいい。

　奪うのではなく守ってやれば、人間は自分に敵対する意味を失う。

　そこを狙えば、確かく実じつに勝てる。

　自分の復讐。自分の存そん在ざいを力ずくででも認みとめさせ、かつて自分の存在を全ぜん否ひ定ていした人間達をこの足元に平ひれ伏ふさせるその為ためなら、たとえ憎にくい相手だろうと生命を救ってやる。

　罵ば倒とうされ、蔑さげすまれ、嫌きらわれようと、赦ゆるしてやる。

　大軍を率ひきい攻せめ立てる魔王という恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうの中に、降こう伏ふくという安楽な道がある事を気付かせ、そこに誘ゆう導どうしてやる。

　後の世、自分の真意を知った人々に、卑ひ怯きようだとか、汚きたないだとか、えげつないなどといくら言われようとも、この策さくの中に嵌はめてやる。

　策さく略りやくも力だ。

　正々堂々？　そんなものは愚ぐの骨こつ頂ちよう。

　全すべては、わたしが彼かれらの上に立つ為に。

　見み下おろしてやる為に。

　わたしは決意した。

　そして……。




　瞼まぶたの上の布ぬのをのけ、サラは目を開けた。

　一度、革かわ張ばりの椅い子すに沈しずみ込こむかのように力を入れ、その反動で凭もたれていた身体を起こす。

　そして、思い出しても決して陽気にはなれない想おもい出の数々に、軽くため息をつく。

　あれからは怒ど濤とうの如ごとき勢いきおいだった。

　自分に反旗を翻ひるがえした魔物達を討とう伐ばつしたサラは強固な権けん力りよくを確立し、その勢いのままに人間世界に対して宣せん戦せんを布ふ告こくした。

　驚おどろき慌あわてふためく人間達を尻しり目めに、サラの下に統とう一いつされた魔物軍は整然と人間世界を突つき進んだ。

　サラの採とった基き本ほん的な戦せん術じゆつは簡かん単たん。

　少数の囮おとりによって相手を誘さそい出し、圧あつ倒とう的物量によって包囲し、徹てつ底てい的な火力の集中によって殲せん滅めつする。

　魔物は愚ぐ直ちよくに攻めて来るものと盲もう信しんし、一対一での正々堂々という勝負に凝こり固まっていた人間達は、面おも白しろいまでにそれに引ひっ掛かかり、敗れていった。

　そして、サラが魔物達に最も徹底させたのは、降伏した人間に危き害がいを加えない事だった。全ては、降伏の連れん鎖さを呼よぶために。

　サラと戦っても勝てず、降伏したら生命が保ほ障しようされるというのであればと、意味の薄うすい抵てい抗こうの愚を悟さとった国々が自ら降伏を申し出てくるのはそうおかしな事ではなかった。

　それに、戦いの初手でサラに農のう耕こう地ちや港といった重要補ほ給きゆう地ちを全て掌しよう握あくされていた人間達に、長期にわたる徹てつ底てい抗こう戦せんなどという選せん択たく肢しは最初から残されていなかったのだ。

　諸しよ国こく間かんで交かわされていたはずの対魔大だい同どう盟めいも、人々が気付いた時にはいつの間にか切れており、迫せまり来る魔物軍の恐怖に堪たえかねた人間同士で争い合うハメにも陥おちいっていた。

　それもこれも、サラが裏うらから手を回した謀ぼう略りやくであった事はもはや誰だれの目にも疑うたがいようのない事実であった。

　その事で、誰言うとなくサラは『謀略の魔王』と称しようされるようになり、その名は皇こう帝ていになってからも受け継つがれる事になる。

　そんな中、魔物の世界から最も近い国でありながら、サラが最後まで全く手を出さなかった国があった。

　人の世界と魔物の世界の境さかいに存在し、人間世界にあっては、唯ゆい一いつ魔物の世界と一時的に陸地によって繫つながれ、魔物の大だい規き模ぼな侵しん攻こうを妨さまたげ続けたレンカン要よう塞さいを有し、世界の楯たてと呼ばれた国。

　その国を最初に攻めなかったのは単たん純じゆんな力押しで攻めるのが難むずかしいからでもあったし、先まずはこの国を攻めるであろうという人間達の勝手な先入観を利用して、全く目が向けられていない地方から攻めた方が楽だったからという事もある。

　だが、サラがこの国を最初に攻め落とそうとしなかった最大の理由は他ほかにあった。

　マルクト王国。

　サラが生まれた国。サラを勇者などと勝手に祭り上げた国。

　そして、『おばあちゃん』を殺した国。

　この国だけは、サラ自身が用い得うる最大戦力をもって、圧倒的戦力差で一方的に容よう赦しやなく無む慈じ悲ひに叩たたき潰つぶすと決めていた。

　だから、サラとしてはここを攻めるのは最後でなくてはならなかったのだ。

　その非ひ道どうさから、他の者達に徹底抗戦を決めさせてしまわないように。

　だが結局、ここも攻めずに終わった。

　魔ま物ものと支し配はい下かにおいた国の兵士達を一挙に集め、王国全ぜん域いきを丸ごと完全包囲したその時、国王だったグンナルがサラの前に頭を丸めて一人で現あらわれ、土ど下げ座ざして許ゆるしを請こうて来たのだ。

　そして……サラはそれ以上何もできなかった。

　それ以上の攻こう撃げきを命ずる事はサラにはできなかったのだ。

　そして、サラはグンナルのその行動の陰かげに一人の策さく士しの姿すがたを見た。

　こうすればサラには攻撃できないと見み抜ぬいた、サラ以上の策士の影かげを。

　この降伏の演えん出しゆつは、グンナルにできるものではなかった。

　全すべての国を統治下に収め、統一帝国の建国を宣言したサラは、その者を捜さがし当て宰さい相しようへと抜ばつ擢てきする。

　スキピオ＝ハリル。マルクトの下級文官だった、サラより少し年上の青年。

　彼も、サラに忠ちゆう誠せいを誓ちかう事となった。

　スキピオと、グレンデル。

　サラが皇帝として、その二人に政せい・武ぶの双そう璧へきを任じ、統一帝国は今に至いたる。

　サラの統治能のう力りよくも、もはや誰の目にも疑いのないものだった。

　史上初の、人と魔を統一した、通称『麗うるわしき謀略の皇帝』。

『策も力なり』を信しん奉ぽうしたサラの、らしいと言えばらしい通称だった。

　その偉い大だいさは誰の目にも明白だった。

　それでも、サラを善よしとしない者がいる事もまた、明白だった。

「ナナ」

　サラは、少女の名を呼よんだ。

　スキピオとグレンデルが政・武を司つかさどっているのなら、サラの精せい神しん安定を司っているのが彼女だ。

　嘲あざけりや裏切りといった人間の闇やみの部分を見続けていながら、生来の頭の良さから、それでも自分は人間の部類に入るのだと理り解かいしていたサラは、その精神を長く不安定な状じよう態たいに置いていた。

　最も否ひ定ていしたい部分が自分にも備そなわっているのだと理解してしまえる頭ほどには、サラの心は強くなかったのだ。

　それでも心を保たもってこられたのは、『おばあちゃん』の存そん在ざいがあったればこそだった。

　あの老ろう婆ばの優やさしく、深い洞どう察さつ力りよくに満ちた瞳ひとみがなければ、人間全すべてを否定して、自分すら否定していたはずだった。

　彼女はサラに教えた。

　結局、自分と全く同じ存在もいなければ、全く違ちがう存在もいないのだと。

　人間同士にも相そう違いはあるし、たとえ人間と魔物でも同じ部分はあるのだと。

　そんな言葉があったからこそ、人とも魔物とも呼よばれないサラの心は、たとえ危あやういところであろうとも、かろうじてバランスをとっていたのだ。

　そんなサラの心に安らぎを与あたえているのがナナだった。

　どことなく、ナナの瞳が『おばあちゃん』に似にていた。

　年ねん齢れいの割わりに幼おさなく見える容よう姿しや言動のその裏に、何かとてつもなく深い洞察力を秘ひめているような、そんな気にさせる瞳が。

　実は、ナナ自身が己おのれの気持ちをしゃべる事は少ない。

　だから、ナナが本当のところは何を考えているのか、それはサラにもわからない事だった。

　サラが感じているように何か深い洞察力があっての行動かもしれないし、もしかすると本当は何も考えていないのかもしれない。

　だが、たとえサラの気のせいであろうと、考え過すぎであろうと、それでもサラの精神は安定しているのだから、ナナが帝てい国こくの安定という点においては功こう績せき第一位と言えるのは確たしかだった。

　ナナはやっぱり、とてとてと危なっかしい足取りで寄よって来る。

　逆ぎやくによくこけないものだと、サラはいつも感心する。

「政せい務むに戻もどります。後の事は頼たのみますね」

　ナナはサラから渡わたされた湿しめった布ぬのを手に取ると、ほわぁと笑った。

　それに合わせて、何の耳だかは知らないが、ふさふさの付け耳がひょこひょこと揺ゆれる。

　最後に、サラはこう思った。

　やっぱり可愛かわいいわ。




　内ない装そう途と中ちゆうの乳にゆう白はく色しよくの城しろ。その一角、日が入らぬ暗がりの中。遠くに植えられた樹きを見上げながら一人の男が独ひとり言をつぶやいていた。

　だが、確かに一人なのだが、どこからかもう一人の声も聞こえてくる。

「して、計画はいかように？」

「まだだな。新たに蔦つたが生えてきたみたいだが……宿やどり木ぎかもしれんという事で鳥どもが騒さわいでいる。アレの大元には性た質ちの悪いモノがついているはずだからな」

「……あの常じよう緑りよく高木を切り倒たおすにはまだ時間がかかるか？」

「私はそう動ける立場ではないからな。ただ、そう遠くないうちには来よう。全ては明日の山開きからだな」

「なるほど。頼みます、ファ……」

「お互たがい名は……」

「そうでした。『呪のろわれし黄おう金ごんの主』殿どの」

「我われ等ら目的地は違えど、その道みち筋すじの常緑樹を疎うとましく思うは同じだからな。苗なえ木ぎと思って放ほうっていたのが悪かった。よもやここまで成長するとは」

「ええ。伐ばつ採さいの機会は私が作りました。あなたも樵きこりを揃そろえた。後は……」

「邪じや魔まな鳥を追い払はらうのみ」

「裏うら切ぎり者の鳥をね」

　一人だが二人分の声は、しゃがれた声で笑った後、何事もなかったように立ち去った。
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　うだるような暑さの中、頭にうじでもわいているのかと疑うたがいたくなるような暑苦しいタキシード姿すがたの男によって、それは宣せん言げんされた。

　第一回、統とう一いつ帝てい国こく武芸会。

　前まえ評ひよう判ばんも高い強きよう豪ごうから、有う象ぞう無む象ぞうまで入り交まじっての大熱戦が行われるであろうと民みん衆しゆうからも多くの期待が寄せられていた。

　一回目ともあって進行にところどころ混こん乱らんと不調和が見られるが、お祭りと考えればすでに成功しているといってもいいのだろう。参加者・観客合わせて帝都シルディアの人口密みつ度どは通常の三倍を超こえていた。これ幸いと商売人が集まっていたのも理由の一つではある。

　そして、それだけの人数がいればそれだけ不ふ逞ていの輩やからも出るわけで、犯はん罪ざい件数は右みぎ肩かた上あがりを続けていた。が、検けん挙きよ率りつは一定に保たもっていた帝国上じよう層そう部ぶは正しく称しよう賛さんされてしかるべきであった。

　それはともかく、一次予選は有象無象を篩ふるいに掛かけるためのものであり、純じゆん粋すいな武芸としてはこれといって見るべきものもなかった。しかし、それでも約千人規き模ぼの一いつ斉せい大だい乱らん闘とうと見れば興きよう味み深ぶかいものだった。

　頭に被かぶった帽ぼう子しにつけられているボールを奪うばい合うという単純極きわまりないルールの中、それでも数十人で共謀して強豪を破やぶったり、逃にげ足の速さを遺い憾かんなく発はつ揮きする者がいたり、さらには武芸会の名にはあるまじき弁べん舌ぜつによって場を切り抜ぬける者もいたりと、それはそれで場を賑にぎわせていた。

　普通の武芸会でならば卑ひ怯きようの誹そしりを免まぬがれないそれらも、『策さくも力なり』を信しん奉ぽうする皇こう帝ていらしいといえばらしいと、観客達にもウケていた。

　そして、帝国上層部としても、単なる力自じ慢まんを知りたかった訳わけでもないので、そういった奇き抜ばつな方法で切り抜けた幾いく人にんかを未来の役人候こう補ほとして目をつけたりしていた。

　次ぐ二次予選。今度はボール当てだった。参加者同士でボールを投げ合い、当てられたら終わりである。これもまた単純なルールであったが、ただ、投げる事のできるボールに制せい限げんがつけられていた。

　最初から自分の帽子につけられていたボールか、一次予選で他の参加者から奪ったボールの分しか投げられないのである。

　つまり、一次予選で他の者からボールを奪う事ができなかった、若もしくはしなかった者は一回しか投げられず、一次予選で多く奪った者はその分多く投げられるという訳である。

　だが、それで一方的に不利に、そして有利になるという訳でもなかったのがこの大会らしいといえた。

　実じつ際さい始まってみれば、多くのボールを持っていた参加者のほとんどは開始と同時に脱だつ落らくした。一回戦で実力を見せたその者達は、それゆえ他の参加者から目をつけられ集中砲ほう火かを浴びせられたのだ。

　ボールが多いといっても、ただ投げる事のできる回数が多いだけ。当てられれば一度で終わりなのは変わらないのだ。

　こうしてボールが多い者も、またあまりに少なかった者も共に脱落していった。

　三次予選。ここまで来るとさすがに知略だけで場を切り抜けていた者は姿を消し、純粋に戦せん技ぎを競きそう場に近くなっていた。

　となると、やはり個こ体たい能のう力りよくとして優すぐれる魔ま物もの達たちが上位を独どく占せんし、人間としてエントリーしている者は数人を残すのみになった。

　そして、そんな数少ない人間の中でも特に異い彩さいを放つ者が二人いた。

　一人は、全身を甲かつ冑ちゆうで覆おおったプレートメイルの戦士。そして、もう一人はボロボロの薄うす汚ぎたない布ぬので全身を覆い隠かくした男である。

　二人の戦い方は極きわめて対照的で、プレートメイルの方が圧あつ倒とう的な威い力りよくを誇ほこる渾こん身しんの初手で相手を負かすのに対し、ボロ布の方は相手の力を利用したカウンターアタックを得意としているようだった。

　両者に共通しているのは人間であるらしい事と、全身を覆って素す顔がおを見せていない事、そして、強い事だった。

　彼らは一週間にわたった予選を全すべて勝ち進み、ついに決勝トーナメントにまで進む。

　そして……。




　どこまでもつきぬけるような蒼そう天てんを見上げ、ラジャスはため息をついた。

　かつて自らが君くん臨りんしていた地の空は、常つねに暗雲覆い雷らい鳴めいが轟とどろいていたものだった。

（郷きよう愁しゆう……とでもいうのか？　我われながら愚おろかな……）

　自重し、辺りを見回す。

　周りでは、決勝トーナメントにまで勝ち進んだ猛も者さ達たちが瞑めい想そうや自主トレに余よ念ねんがない。

『何が猛者だ』

　かつての自分の何百、何千分の一にも満たない力しか持たない者達が猛者と呼よばれているのを耳にして、思わず吐はき捨すてそうになった事もある。

　だが……認みとめなくてはならなかった。

　今の自分は、その彼らよりも弱いという事を。

　弱いからこそ、策を弄ろうし、相手の力を利用するような真ま似ねをしなければ勝てないのだ。

　わざわざ『人間』としてエントリーしたのも、『魔力を持たない魔物』などという奇き妙みようさで周囲の目を引きたくなかったからだ。関心を集めれば、それだけ真の目的には邪じや魔まになる。

　そして、わかった事もあった。

　魔王として頂ちよう点てんを極め、一いつ瞬しゆんにしてそれを失ったからこそ……。

　と、ラジャスは考えに耽ふけっていた頭を、軽く振ふった。

（いかんな、感かん傷しよう的になっている……）

　そうなるのも仕方のない事なのかもしれなかった。

　何しろ、すぐ手の届とどきそうなところに彼女がいるのだから。

　皇帝・サラ＝シャンカーラ。

　決勝トーナメントの行われる会場。その最上部に彼女の姿すがたがある。

　忘わすれるはずもない、見み間ま違ちがうはずもない。

　どれほど着き飾かざろうと、あれから年を経へて幻げん惑わく的なまでに美しくなっていようと……。

　自分から全てを奪い去ったあの女じよ性せいの事を忘れられるはずがないのだ。

（それにしても……その彼女の隣となりにフェルグスがいるとはな）

　小さくつぶやく。

　どうやら皇帝側に彼が囮おとりである事を見み透すかされたらしかった。

（しかし、囮で安全だからといって皇帝の直ちよく衛えいにするなどと、あちらにはかなりの曲くせ者ものがいるようだな。それを認めた彼女も彼女だが……。

　そう。そうこなくてはな）

　小さく笑う。

　かつて自分を負かした者が、こんな簡かん単たんな策さく略りやくにあっさり引っかかってくれては困こまるのだ。自分を上回る勢いきおいでいてくれなければ……。

「倒たおしがいがない」

　ラジャスは思わず口にし、それを勘かん違ちがいしたらしい他の出場者にギロリと睨にらまれた。

　そっちを完全に無む視しし、皇帝に目をやると、一瞬だけ目が合う。

（いや、錯さつ覚かくか）

　思い過すごしだろう。今の自分に気付く由よしなどないのだ。

　もっとも、風変わりな容よう貌ぼうで目を引くであろう事は間違いないが……。

　と、

「それではぁぁぁッ！　決勝トォォォォナメントォォッ！　第一回戦っ！　第一ぃぃぃぃ試合ぃぃッッッ！」

　審しん判ぱん員いんらしき男が頭の痛いたくなるようなガンガン響ひびく声でがなった。

　ラジャスが布の下で顔をしかめていると、「右ぃぃぃぃっ！　ケェェェェェトゥォォォォッ！」という叫さけび声が聞こえた。

　たしか自分は『ケートゥ』という偽ぎ名めいで登とう録ろくしたよなと渡わたされたチケットを見、決して「ケェェェェェトゥォォォォッ」ではないと確かく認にんして、それでもどうやら自分が呼ばれているらしい事を認にん識しきしたラジャスは試合場へと上がる。

「左ぃぃぃッ！　フゥォォォキィィィィッッッ！」

「ウォォォォォ！」

　コールされたらしき魔ま物ものが両手を振り上げ叫び、試合場へと上がって来る。

　あんな調子のコールを良く聞き取れるものだと感心しつつ、ラジャスは相手を見やった。

　大きな牙きばを持つ猪いのししのような容貌で、いかにも怪かい力りきを誇りそうな魔物だ。

　役人が、中央に大きく貼はり出してある出場選手名めい簿ぼの中の『ホウキ』の欄らんにマルをつけるのを見て、ようやく先さき程ほどのコールが『ホウキ』だった事に気付く。

　名前の感じからどうやら東方系けいの魔物のようだった。

「オマエ、ヒンジャクなニンゲンのわりにここまでキタのはホメてやる。ただ、さっきのコトバ、トリケシテもらう」

　目をギラつかせて言われるが、心当たりがなかった。「何の事だ」と言おうとして、はたと気付く。

　先程口に出したつぶやきを勘違いして睨んでいた魔物だった。

「済すまぬ。貴き殿でんの事ではない」

「シラナイ。オレ、オマエ許ゆるさない！」

　怒いかりに燃もえた目で睨んでくる魔物。

　その身体からだから、土色の魔力が立ち込こめるのがラジャスには視みえた。

　絶ぜつ大だいなる魔力を失ったラジャスだが、微かすかに魔力の残ざん滓しのようなものが残っていた。

　その為ためか、魔力を視る事は可か能のうだった。

　そんなもの魔物であれば誰もが持つものでしかなかったが、魔力を使う魔物との戦いにおいては有益。

　今のラジャスにとってはありがたい事だった。

　と、「ファイィッッッッ！」と突とつ然ぜん、横から審判員が奇き声せいを発した。

　どうやら「ファイト」の意らしい。

　相手が猛たけり向かって来るのを見て、ラジャスはそう推すい察さつする。

（アレはどこかの方言なのか？　それにしては皆みな理り解かいできるようだが……）

　頭の中でそんなどうでも良い事を考えながら、相手の突進を静かに待ちうける。

　迫せまり来る魔物を見て、ラジャスは内心で笑えみを浮うかべた。

　土色の強きよう烈れつな魔力を帯びた巨きよ軀くの中、その首の一ヶ所だけに魔力がない場所がある。

（動きも単調。これでは……）

　振ふり下ろされる巨きよ腕わんを見切り、懐ふところに潜もぐりこむと拳こぶしをその一ヶ所に突つき当てる。

　魔物の注意の外に当てたそれは、相手の突進のパワーと相乗して強烈なカウンターとなった。あらゆる意味で予想外の一打を受けた彼は途と端たんに怯ひるむ。

　それを見み逃のがすラジャスではない。くるりと身体を回転させ彼の背はい後ごに回りこむと、足あし払ばらいをかける。今度は首に意い識しきを集中させる余あまり足元への注意を怠おこたっていた魔物は、あっさりと転てん倒とうした。

　そして、ボロ布の中にしまっていた剣けんを、横たわる彼の頭のすぐ横に突き立てた。

「終わりだ」

　言い放ったラジャスの言葉に、一いつ瞬しゆんあっけにとられていたらしい審判員も、それを受けてか「勝ぉぉぉ者ぁぁ！　ケェェェェェェトゥォォォォォォ！」と叫んだ。

（これでは、どちらにしろ倒たおしがいがないのは同じだったか）

　わきあがる歓かん声せいの中、小さく嘆たん息そくし、ラジャスは淡たん々たんと試合場を降おりた。




（あれはっ！）

　ボロ布を纏まとった男を見た途端、サラは思わず身を乗り出しそうになり全力で抑おさえ込んだ。もはや軽々しくそのような真ま似ねができる立場ではないのだ。

　一目、一目で雷かみなりに撃うたれたかのような衝しよう撃げきが走った。

　骨ほねまで凍こおりつきそうなほどの寒々しいあの雰ふん囲い気き……。

　顔を覆おおうボロ布の隙すき間まから溢あふれ出る、静かな激げき情じようを秘ひめたあの瞳ひとみ……。

　さらにその瞳の奥おくの……。

　他の誰も気付かないのだろうか。

　そう思って、サラは微かに目線を移うつす。

（スキピオはいい。知っているはずがない。

　グレンデルは？　ナンバー４として近くにいたはずの彼なら……）

　気付いて欲ほしいような、気付いて欲しくないような、複ふく雑ざつな気持ちでサラは隻せき腕わんの魔物を見た。

　だが、彼も気付いていないようだった。

　最後にフェルグスを見ると、面おも白しろいまでに硬こう直ちよくしていた。

　本人は必死で態たい度どに出す事を抑えているのだろうが、抑え過すぎて呼こ吸きゆうも忘わすれるほどでは秘める事にはならないというのに。

　他の誰も、魔物も、彼に気付いていない。

（魔力がないだけで、こうもわからないものなのだろうか……）

　もう一度彼に目をやり……目が合った。

　息をのむ。瞳どう孔こうが開き、鼓こ動どうが激しくなり、呼吸が止まる。

　それは一瞬だった。彼が目を逸そらした。いや、自分が逸らしたのか……。それすらわからなかった。

（間ま違ちがいない！　彼はっ！）

　これは紛まぎれもない歓喜だった。否ひ定ていできようはずもない。
















（わたしは……わたしはっ！）

　その時、審しん判ぱん員いんのコールが響ひびいた。

　決して品があるとはいえないが、心躍おどるのを抑え切れない熱さ迸ほとばしるコールだ。サラ自身が多くの中から選よりすぐった価か値ちはあった。

『ケートゥ』。どうせ偽ぎ名めいだろうが、今はそう名乗っているらしい彼の名が叫さけばれるのを聞いて、サラはゆっくりと目を閉とじた。

　どちらが勝つかはわかりきった事だった。

　次に瞳ひとみを開けたその時、歓声と共に映うつる光景は……。

　しばらくの後、一瞬の静せい寂じやくの後に、またも熱いコールが叫ばれ歓声が沸わき起こる。

　静かに開けた瞳に映し出されたものは、予想したとおりの光景だった。

　静かに立ち去る彼の背せ中なかを見送りながら、サラは胸むねのうちで苦く悩のうする。

　皇こう帝ていとして今為なすべき事。その理り性せいを感情が全力で否定していた。

　もし配下のうちの誰か一人でも気付いたならば、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく命じていただろう。

　だがこの状じよう況きようが、自分一人しか気付いていないというこの状況が、サラを躊躇させた。

　彼を捕ほ縛ばくする。

　結局、それを命じなかった。

　しかし、いずれ命じる事にはなるはずだった。

　感情に流され、己おのが務つとめを果たさなかったとなれば、それこそ彼に失望されてしまうだろうから。

　彼は全力での攻こう防ぼうこそを望んでいるだろうから。

（ただ……今は。今だけは……）

　この感かん慨がいに耽ふけりたいサラだった。




　ラジャスとサラ。

　二人が四年ぶりの邂かい逅こうを果たしていたちょうどその頃ころ、武ぶ芸げい会かい会場の片かた隅すみで、一人の男が椅い子すに座すわり、大会ガイドを眺ながめながら何かをブツブツとつぶやいていた。

　その声はまるで会話のようだった。

「ついに来たな、山開きの日が」

「そうですな。で、樵きこりは？」

「すでに斧おのを磨みがき終わっている。ただ……」

「わかっています。鳥どもですね」

「見たところどうも余よ計けいな鳥も混まじっておる。あれは猛もう禽きんだぞ」

「犬達を使いましょう。その為の山開きなのですから」

「鳥どももよもや山開きの方が囮おとりとは気付くまい。しかし、犬の方にも余計なのが交じったな」

「選ぶ過か程てい自体は公正でしたので。この一年、先手を打ち手回しに奔ほん走そうしたとはいえ、我われ々われの意に添そわぬ犬も交じりましょう」

「しかし……あの犬。まさか……」

「何か気き掛がかりが？」

「いや。考え過すぎだな。それよりも……」

「ああ。これから第一段だん階かいを動かすとしましょう」

　つぶやいた後、手にしたガイドをくしゃくしゃに丸め地面に放ほうり投げると、その男は立ち去った。

　そしてその直後、捨すてられたガイドは地面に埋うもれるように消えていった。




　　　　２




　決勝トーナメントに残った出場者は全部で八人。その八人で勝ち抜ぬき戦をし、最後まで勝ち進んだ者が優勝者という極ごく単たん純じゆんなルール。

　この単純なルールの中、複雑な思おも惑わくが張はりめぐらされている事を知っている者は少ない。

　その少数の一人であり、複雑にしている当事者の一人でもあり、出場者でもあるラジャスは、周りの出場者達にきな臭くささを感じていた。

（決勝という事で興こう奮ふんしている事はわかるが……方向性が妙みようだな）

　ラジャスは静かに嘆たん息そくした。

　皆みな緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせてはいるが、それが同じ出場者達には向いていない。現げん在ざい戦っている最中の二人にも向けられていない。

　もっと他ほかに。ありていに言えば、最上席辺りに向けられていた。

　といっても、普ふ通つう気が付かないだろう。

　ラジャスがそれに気付けたのは、自らの意い識しきも彼らと同じ方向を向いていたからに他ならなかった。

（これで読めたな……。フェルグスの扱あつかいがおかしいとは思っていたが、二正面作戦の愚ぐを犯おかさぬためか。この中の……何人だ？）

　目を細め、瞼まぶたの合間から他の者達を覗のぞき見る。その表ひよう情じよう、目の先……それらを具つぶさに、しかし、あくまでも自然に観察し数え上げる。

　四人。少なくともこの中の四人が皇帝に対する暗殺者だ。

　しかも、ラジャス自身と、今戦っている最中の二人、これを除じよ外がいしての四人だ。

　どう考えても異い常じような比ひ率りつだった。

（かなり以前から綿めん密みつに計画されていた……という事か。この大会自体、暗殺計画の隠かくれ蓑みのという可か能のう性せいもあるな）

　そう考えると、今現在戦っている最中の二人も怪あやしかった。二人共試合中ということもあってか別段おかしな様子は見せていないが、だからといって除外していいものでもない。

　そうなれば、暗殺者でないのは皇こう帝てい側に注意を向けていない魔ま物もの──先程戦ったホウキという魔物──だけという事になる。しかし、それも絶ぜつ対たいとは言えない。

（私以外の全員が暗殺者と考えるべきか？　もっとも、同じ派はに属ぞくしてはいないというだけで私も同類である事に変わりはないが……。

　彼女も難なん儀ぎだな。決勝出場者のほぼ全員に生命を狙ねらわれるとは）

　心の中で、ラジャスは自じ嘲ちようを含ふくめて笑った。

（彼女はどこまで気付いている？　暗殺者の存そん在ざいは？　それが何人かは？

　そして……私の存在には？）

　考えてもわからなかったが、これではこの先のプランを変へん更こうせざるを得なかった。

　どうやったところで、自分は都合良く転がっていた機会に飛とびついただけの、行き当たりバッタリに過すぎないのだ。

　武芸会の知らせを聞いて、それから策さくを仕立てたのだから。

　武芸会の開かい催さい以前から、おそらく一年以上をかけて緻ち密みつに作り上げられたであろう策さく謀ぼうに勝まさろうはずもなく、下へ手たをすればその一派をも敵てきに回す事になる。

　そうなれば目的達成は不可能となるだろう。

（二正面作戦を採れぬはこちらも同じか。となれば、自然私の行動も定まってくるな）

　先まずは様子見だった。

　もう一派が暗殺に手を下し、失敗すれば良し。成功しそうになれば……。

　目を閉とじ、じっとその時を待つ。

　周りの緊張度からして、その時は決して遠くはなかろうと思われた。




　俗ぞくに、『シルディアの七日晴れ』と呼よばれる、人と魔の世界が接せつするこの地方独どく特とくの蒼そう天てんは、その名の通り一週間から二週間ほど続く。

　境さかいを隔へだてて著いちじるしく気候の違ちがう両界の影えい響きようを受けてか、ここはそれ以外の時候に天候が定まる事がなく、雷らい雨うになったかと思えば晴れ渡わたり、雹ひようが降ふるかと思えば炎えん天てんとなったりする。

　そして、どんな環かん境きようであろうとそれに順じゆん応のう、あるいは知ち恵えをもって克こく服ふくし、生活を営いとなんでいくのもまた人間。

　この街で生きていくために、住民達がとった方法は大きく分けて二つある。

　一つは、『いかに気候が千せん変ぺん万ばん化かしようとも、住じゆう居きよの中だけは快かい適てきに』を徹てつ底ていして追求した、建けん築ちく技ぎ術じゆつの向上。

　その結果、この街の建築技術は世界の最さい先せん端たんを常つねに独どく占せんした。

　室内との温度差が激はげしい外気を安あん易いに取り込こまない為ための知恵は外敵の侵しん入にゆうをゆるさない堅けん牢ろうさとなり、室内で長く生活していける為の知恵は長期間の籠ろう城じようを可能とする命いのち綱づなとなった。

　世界中の要よう塞さいや王城のそのほとんどはこの街の建築家によるものとも言われ、人と魔の世界の境にあって長く魔物の侵しん攻こうを妨さまたげてきたレンカン要塞もこの街の住人の作である。

　そしてもう一つ。

　前者が技術的な支ささえならば、後者は精せい神しん的な支えと言える。

　それこそが、祭典としての武ぶ芸げい会かいであった。

　ここシルディアでは、『シルディアの七日晴れ』の時期に、豊ほう作さくを祈き願がんしての壮そう大だいな武芸会が開催されてきた。

　たとえ住居の中の生活環境が保ほ護ごされようと、食べるものがなくては生きてはいけない。いくら建築技術を売り込んで大金を稼かせげても、そのほとんどが街の人々の食料費に換かわっていくのだ。そして、そのほとんどは保存食。

　あまり愉ゆ快かいな話ではない。

　もちろん、建築技術と同様に調理技術もある程てい度ど発はつ展てんしたのだが、建築技術ほどに高度とはならなかった。

　この街の住人の前で豊ゆたかな食事の話は禁きん句くであり、ある王など、この街の建築家の前で自身の豪ごう勢せいな食事を誇ほこったが為に、自国の城しろの設計図を敵国に売り渡され、攻せめ落とされたなどという話も残されている程だ。

　もちろん、そんな事をすればこの街の生命線ともいえる『建築家』としての信用に関かかわるのだから、事実ではないのだろう。

　だが、そんな話が逸いつ話わとして語られ、それもおかしな話ではないと他地方の人々から思われるくらい、この街の食事じ情じようは悪かった。

　だからこそ、自前で穫とれる、わずかな、だが新しん鮮せんな作物を期待して、この街の人々は豊作祈願の武芸会に熱ねつ狂きようしてきた。

　近年は儀礼として、遥はるか以前には、文字通り生命を賭としての儀式として。

　しかし、その意味合いもこの年から著しく変わる事になるだろう事は、誰だれの目にも明らかだった。

　シルディアは変わった。マルクト王国の一辺へん境きようから帝都へと。

　そして、人と魔まの世界が交わる交通の要所として。

　これからは、天の気き紛まぐれには左右されにくい政せい府ふ機き能のうと商業、そして従じゆう来らい通りの建築が都市の特色となるだろう。

　相変わらずここで穫とれる作物はわずかで、ほとんどを他地方に頼たよらざるを得ないのも変わらないのだが、輸ゆ送そう手しゆ段だんは大おお幅はばに向上した。

　簡かん単たんに言えば、人々が苦しむような気温だろうと、体力が保もたない長ちよう距きよ離りであろうと、苦もなく移い動どうでき、しかも圧あつ倒とう的に速い『魔物』という存そん在ざいが全面的なバックアップをしているのだ。

　この街に住んでいる間は決して口にする事のできなかった新鮮な食料が、今は簡単に手に入る。

　この街の魔物に対する友好度は他と比くらべて極端に高く、それらを見み越こした上でこの街が帝都として選ばれたのではないかと推すい察さつする声もある程ほどだった。

　いずれにせよ、この街での豊作祈願は以前ほど必要とされなくなった訳わけだが、それでもこの武芸会を惜おしむ声が少なくなかったのが、帝国主しゆ催さいの武芸会として復ふつ活かつする運びとなった所以ゆえんの一つであった。

『シルディアの七日晴れ』。それを用いた、古人の残した諺ことわざがある。

　曰いわく、「『シルディアの七日晴れ』の如ごとく、いかに苦心の時が続こうと、いつか必ず安あん寧ねいの時は来る。ただし、安寧の時も永えい遠えんには続かない」

　この故こ事じを残した古人は、この言葉と共に世よ捨すて人となったと伝えられている。

「気楽なものよね。人の気も知らずに」

　そんな逸話を思い出し、『シルディアの七日晴れ』に特とく徴ちよう的な蒼そう穹きゆうを見上げながら、サラは一人愚ぐ痴ちった。

「得ようと思って得た訳ではないのに、捨てようにも捨てられなければどうしろと言うの？　いつか終わりが来ると承わ知かっていても、自ら退ひくに退けない事情を負わされた者は」

「さあ？　我われ々われには理わ解かりかねますな。ただ、言えるのは……」

「言えるのは？」

「我々がこうして終わらせて差し上げられるという事です」

　そう言って、サラの首に剣けんと化した己おのれの腕うでを突つき付けている魔物が笑った。

　上品とは言い難がたい笑いを頭のすぐ傍そばで聞き、サラは顔をわずかに顰しかめる。

（冗じよう談だんではないわ）

　胸むねの内でつぶやき、ため息をつく。

　ため息ついでに、サラはこうなった状じよう況きようを思い出す。

　第一回戦、第二試合が終わり、第三試合のちょうど中なか頃ごろだった。

　試合中の選手の片かた方ほうが突然、魔の炎ほのおをサラに向けて撃うち出してきたのだ。

　元々荒あらくれ者を集めたこの大会。あらかじめよからぬ考えを持つ者も出るであろう事を想定していたサラ達は、それほど混こん乱らんする事もなく対たい処しよした。

　具体的に言えば、サラの隣となりに控ひかえていたグレンデルがその隻せき腕わんで薙なぎ払はらったのだ。

　そこまでは予よ測そくの範はん疇ちゆうだった。

　逆ぎやくに言えば、そこから先は予測を超こえていた。

　弾はじける火か炎えんの中、それを目くらましとしてもう片方の出場者も襲おそいかかって来たのだ。

　いくら最上に席を設もうけているとはいえ、空を飛ぶ魔物には大した意味はない。

　翼つばさを広げ襲いかかる魔物だが、それも討うち払われる。

　フェルグスが一合の下もとに斬り捨てたのだ。

　逆に、この混乱を狙ねらって斬りつけられるくらいの覚かく悟ごもしていたサラは、それにはいささか拍ひよう子し抜ぬけしつつも素す直なおに感かん謝しやした。

　想定外の出来事はまだ続く。

　グレンデルとフェルグス。二人が行動したその一いつ瞬しゆんの隙すきに、さらに遠方、出場者達が控えていた所から高水圧の水みず鉄でつ砲ぽうで遠距離狙そ撃げきをしてきたのだ。

　魔の力を吸きゆう収しゆうしているサラは、軽く身体からだを反そらしその狙撃を避よける事に成功する。

　水鉄砲で狙撃した魔物と、最初に炎を放ってきた魔物は、どうやら暗殺者ではない他の出場者によって斬り捨てられたようだった。

　サラの視し界かいの隅すみにそれが見える。

　しかし、この狙撃の本当の狙いがサラを撃つ事ではなく、この液えき体たい状じようのモノを最上席に届とどけるためだったという事に気付いたのは、液体がゲル状になり、魔物の形となり、こうして剣と化した腕を首くび筋すじに突き付けられた時だった……という訳だ。

　サラに剣を突きつけている魔物は嘲ちよう笑しようし、グレンデルとスキピオは歯は嚙がみしつつも動けないでいる。

　一方、フェルグスは事の成り行きを静観する構かまえを見せていた。

　この混乱に前魔王が動くかもしれないと推測しているのだろう。

（我ながら情なさけない）

　嘆たん息そくし、再ふたたびサラはため息をついた。

　狙われる時と場所がわかっていながら、かくも防ふせげなかったのだから。

　そして、何より……。

「それでは陛へい下か。黄よ泉み路じへと旅立っていただきましょう」

　首筋に突きつけた剣が微かすかに動く。

　動くか動かないかというその瞬間、サラは口を開いた。

「どうやら理わ解かっていないようね」

「何がです？　この状況がですか？　お理わ解かりになられていないのは……」

「いいえ。あなたは理わ解かっていないわ。わたしが皇こう帝ていである前に、何だったのか」

「それは？」

　返答せず、サラはその答えを実じつ際さいに見せた。

　白い光球がサラの背はい後ごのマントから透すけるように現あらわれ、そのまま背後の魔ま物ものを貫つらぬく。白はつ輝きの光球に貫かれた魔物は、ばしゃっと液状化して床ゆかに崩くずれ、そのまま煙けむりとなって蒸じよう発はつして消えた。

　魔物の魔力を吸収したのだ。

　こういう不定形の魔物は魔物の中でも特に魔力に依い存ぞんしており、魔力を失えばこのように身体からだを失い消えてしまう。

「わたしは皇帝である前に魔王であり……その魔を悉ことごとく葬ほうむってきた勇者なのよ？」

　サラは笑えみを見せた。安あん堵どなどでは決してない、自嘲に満ちた笑みを。

　結局、皇帝となろうとも魔物殺戮者モンスタージエノサイダーの名前からは逃のがれられないのだ。

　そして、

（さて、問題は後あと処しよ理りね）

　一瞬でサラは頭を切り換かえ、この後の対処の事へと移い行こうさせた。

　この、多くの観客の目前で起こった前代未み聞もんの皇帝暗殺未み遂すい事じ件けん。

　対処の仕方次し第だいでは、サラ、ひいては帝国そのものの威い光こうに傷きずが付きかねない。

　屋や台たい骨ぼねが完全ではない今の帝国において、それは致ち命めい傷しようとなる。

　となれば。

　意を決し、サラは一歩前へと踏ふみ出る。

「武ぶ芸げい会かい出場者、並ならびに観客の方々に先まずは詫わびを」

　会場全体に凜りんと透き通った声が響ひびき渡わたった。

　その一言で、ざわつきをみせていた会場は次第に静まっていく。

　完全に沈ちん黙もくするのを見計らって、サラは続きを発した。

「関係者共々先ずは非ひ礼れいを詫びます。このような趣しゆ向こうを黙だまっていた事を」

　趣向。最初から仕組まれていた茶ちや番ばんだったのだと思いこませる。

　それしかなかった。

「たとえ武芸会といえど、わたしが真に力と認みとめるは腕わん力りよくのみにあらず。その事は皆みなもよく承しよう知ちのところでしょう。真に力ある者を見み極きわめるべく、わたしを害する意を持つ者達をあえてその中へと入れさせておきました。急事の対たい処しよを見るが為ために」

　その言葉に、再び会場がざわつく。

　緊きん急きゆう事じ態たいをわざと起こし、出場者達の対処を見るつもりだった。そういう事にさせる。

　これを民衆達が信じるかどうかは五分五分だった。

『麗うるわしき謀ぼう略りやくの皇帝』の悪名が示しめすとおり、サラ自身の性せい癖へきからこれくらいの策さくを巡めぐらせるくらい平気でするだろうと思わせる事はできる。

　だが、先さき程ほどの様子を良く見ていた者にはこの言い訳わけは通用しないとも思われた。

　出場者達の出方を見る為と言いながら、結局片かた付づけたのはほとんど皇帝サイドだ。これでは出場者達の実力を見たとは言えない。

　さらに、八人中四人が暗殺者というのはあまりにも多おお過すぎだった。

　だが、いかに疑ぎ問もんを持たれようとここはこれで押おし通すしかなく、疑問を持たれる前に一気に畳たたみ掛かけるしかないのも事実。

　サラは闘とう技ぎ場じようの下に控ひかえていた出場者達に視線を送る。

　そこには、この場では叛はん逆ぎやくしなかった四人の影かげがある。

　その中にボロ布ぬのの姿すがたが一いつ瞬しゆん見えたが、見えない振ふりをする。

「皇帝暗殺未遂という緊急事態にも拘かかわらず、よく動じずに対処し、造ぞう反はん者しやを葬ほうむりました。見事です。あなた方への非礼の詫びも含ふくめ、仕官を認めようと思います。

　が、あえて最強の名に拘こだわるというのであれば、このまま続けてもよろしいでしょう。

　あなた方の意見は？」

　サラは微ほほ笑えみを見せた。それが、余よ裕ゆうから来るものであるように見せかけて。

　その言葉に最初に返答して来たのは、猪いのしし頭あたまの魔物だった。

「オレ、マケタ。それデモツカエラレるか？」

　たどたどしい言葉に、サラは首を縦たてに振る。

　それを見て、満足そうに猪頭は頷うなずいた。

「ヨカッタ。ナラ、いい」

「俺おれも負けたが、仕えられるというのならいい」

　猪頭に続けて同意したのは、鸚鵡おうむの姿すがたの魔物だった。彼は二試合目で負けていた。

　その鸚鵡姿に勝った相手──全身に鎧よろいを纏まとった決勝進出者唯ゆい一いつの本物の人間は、フルフェイスに声を籠こもらせながら答えた。

「私は真に最強たる証あかしを立てようとここまでやってまいった」

「ならば続きを望みますか？」

　その問いに、しかし首を横に振る。

「先程の事でよくわかった。私ごときでは決して届とどかぬ相手もいるのだと。陛へい下かこそ真に強者とお見受けした。その陛下のお傍そばに仕えさせて頂いただくとなれば、我わが身に余あまる光栄。謹つつしんでお受けする」

　全身をガチャつかせて跪ひざまずく鎧の戦士に首しゆ肯こうし、サラは残る一人に目をやった。

　あまり目を合わせたくない相手……。

　もし合わせてしまったら、絶ぜつ対たい冷静でいなければならないこの状じよう況きようで、浮うわついてしまうかもしれない相手……。

「貴き殿でんは？」

　震ふるえそうになる声を、全身全ぜん霊れいをもって押し込こみ、訊きく。

　ボロ布を纏った彼は、視し線せんを布で隠かくしたまま答えた。

「我われは……己おのれの特訓の成果がどれほどのものなのか試ためしたく出場した。まだ試してみたくもあるが、他の皆が戦う必要無しと考えるのであれば、我も戦う意味はない」

　その声を一人心の奥おく底そこに沈しずませて、サラは頷いた。

「よろしい。では皆。わたし自身趣向が変へん則そくに過ぎたと思わないでもありませんが、真に力ある者を見定められた事を善よしとしたいと思います。観客の方々、この素す晴ばらしき強者達に喝かつ采さいを！」

　両手を上げ請こうと、その言葉に観客達の拍はく手しゆと歓かん声せいが続いた。

　どうやら今までの言げんを信じてくれたらしい。

　サラに安あん堵どが湧わき上がる。と同時に、それまで抑おさえこんでいたものも湧き上がろうとしていた。

「統とう一いつ皇こう帝ていの名において、第一回武ぶ芸げい会かいはこれにて終しゆう了りようとします。皆みなの者、今一度の拍手を！」

　再ふたたび、拍手と歓声が起こる。それを見届けると、サラはマントを翻ひるがえした。

「少し疲つかれました。奥に下がって休みます」

　いささか早口に小声でスキピオ達に伝えると、サラはやや早歩きでその場を立ち去った。

　そして自室へと急ぎ、中へと入って後ろ手にその扉とびらを閉とじて一人きりになった瞬間、胸むねのうちに秘ひめていた想おもいを噴ふき出させた。

「居いた……。また……逢あえた……」

　鼓こ動どうが身体からだの内側から叩たたきつけんばかりに波打ち、顔が熱い。

　呼こ吸きゆうも荒あらく、頭がズキンズキンと鈍にぶく疼うずき、ボンヤリとして上う手まく働かない。

　こんな醜しゆう態たいを他の誰だれかに晒さらす訳にはいかなかった。

　自分は皇帝。人と魔まを統一した、謀ぼう略りやくの皇帝なのである。

　今の帝国は自分を要かなめとしている。

　そして自分自身、それを誰よりも理り解かいしている。

　自うぬ惚ぼれでも何でもなく、それは純じゆん然ぜんたる事実なのだ。

　魔物達に対しては、絶対的な魔王として。

　人間達に対しては、智ち謀ぼうを備そなえた統とう率そつ者しやとして。

　そんな二つの要素を兼かね備える事ができたからこそ、人と魔を同時に支し配はいしていられるのだ。

　逆ぎやくにいえば、そのどちらかでも欠ければ人と魔を同時に支配などできはしない。

　魔王としての力を失えばほとんどの魔物達は離はなれ、智謀に隙すきを見せれば、今は叛はん心しんを胸にしまっている諸しよ侯こうや謀臣達はそれを露あらわにするだろう。

　謀略の皇帝のイメージが少しでも崩くずれるような事があれば、今の帝国は簡かん単たんに崩れる。

　自分が、策さくを用いれば悉ことごとく陥おちいらせ、力を用いれば悉く粉ふん砕さいする、そんな超ちよう然ぜんたる存そん在ざいとして君くん臨りんしているように思わせ続けなければ、いつ崩れてもおかしくないのが今の体たい制せいなのである。

（それが……それがこんな醜態を演えんじているなんて……）

　誰にも知られてはならなかった。

　この、胸に秘めた想いも……。

　何度か深呼吸を繰くり返す。

　胸のうちを隠す事は得意だった。でなければ、『おばあちゃん』を目の前で殺されたあの時に、すでに生命はないはずだった。

　落ち着いたところで、下がらせていたナナを呼ぶ。

　本当に休んでおかなくてはならなかった。

　これから始まるであろう、悲ひ劇げきと喜劇の入り交まじった大舞ぶ台たいの為ために。

　その筋すじ書がきをスキピオが整えているはずだった。彼がこのまま黙だまっているはずがないのだ。

　そして、それがどういうものなのか、大体の予よ測そくもついていた。

　彼の性せい格かくからして、この機会に全すべてに決着をつけようとするだろう。

　そう。彼にとっての全てに……。

（彼が用意するせっかくのお膳ぜん立だての為にも、主演女じよ優ゆうとしては休む事が第一ね。

　付け加えるなら、おそらく主演男優を演じるであろう彼の為に、アドリブだらけになる事が必然となっている舞台の為にもね）

　問題なのは……。

　そこまで考え、心ここ地ちよい眠ねむ気けに誘さそわれ始めていた。

　色んな意味で気を張はり過すぎていたのだ。

　と、いつもの調子でナナが来る。

　瞼まぶたを閉とじ、まどろみながら、微ほほ笑えむ。

「ナナ、少し寝ねるわ。多分、スキピオが無む茶ちやをしたってグレンデルが駆かけ込んで来るだろうけど、彼には大だい丈じよう夫ぶって伝えてあげて。わかっているからって……」

　聞いて、ぴょこっと頭を下げるその仕草が本当に可愛かわいらしい。

　ナナが奥おくに控ひかえるのを眺ながめながら、サラは瞼をゆっくりと閉じた。

　脳のう裏りに、ほんの少しだけ彼の姿すがたが思い浮うかんだ。
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「くそっ！」

　会場からサラが去り、自分達も控ひかえ室へと下がった後で、グレンデルは机つくえを思いっきり叩たたき壊こわした。

　時と場所、全てがわかっていながら、未み遂すいとはいえ暗殺などというものを許ゆるしたのだ。皇こう帝ていの近衛このえとして恥はずべき失しつ態たいであり、厳げん罰ばつをもって処しよせられてしかるべきだった。

　にも拘かかわらず、皇帝は自分達への罰には何一つ触ふれていない。それがグレンデルには逆に苦く痛つうだった。

　立ち上がり、部屋を出ようとするグレンデルを、スキピオが呼よび止める。

「どこに行かれるので？」

「陛へい下かの所だ。いかような罰でもよい。我わが身を処して頂いただく」

　その言葉に、スキピオは首を横に振ふった。

「それは……あり得ません」

「なんだと！」

　断だん言げんされたその言葉に、グレンデルは激げつ昂こうした。

　それとは対たい照しよう的に、スキピオはどこまでも静かだった。

「陛下はアレを『趣しゆ向こう』とおっしゃられたのです。だから、防ふせげなかった事で誰かを罰したのでは、アレが『趣向』ではないと気付かれてしまう。

　我々の失しつ態たいを取り繕つくろって下さった陛下の思惑を台なしになされるおつもりですか？」

　静かで、だがスキピオにしては強い口調に、グレンデルも少し怯ひるむ。

「そうは言っても……私は私自身が許せんのだ」

　小さくつぶやいた言葉に、スキピオは微笑を浮かべた。

「ならば許さなければよいのです」

「何？」

「私はとうに許す気なぞありません。でき得うるならば、この身、八つ裂ざきにしたいくらいです」

　そんなスキピオにさすがのグレンデルも引いた。

「ど……どうなさったのか？　スキピオ殿どの」

　自然と、彼に対する口調もどこか圧おされぎみになっていた。

「どうしたか？　己おのれの馬ば鹿かさ加か減げんに腸はらわたが煮にえくり返っているところですよ」

「ス、スキピオ殿？」

「されどこの身、まだ陛下が必要とされておられるから、こうして恥ち辱じよくに堪たえ忍しのんでいるのです。それがおわかりになられるのであれば、グレンデル殿もどうかご自重なさいますように……」

　丁てい寧ねいに、そして静かに訥とつ々とつと紡つむがれるその言葉。

　そして、変わらぬ笑み。

　その裏うらに抑おさえ込まれた感かん情じようがなんとも無気味で、得体の知れない迫はく力りよくがあった。

　反はん射しや的にグレンデルは頷うなずく。

「あ……ああ。そ、それよりもこれからの事なのだが……」

「それはすでに」

　打てば響ひびく言葉に、さすがと感じ入る。ただ自分に怒おこっていた訳わけではないようだった。

　しかし、次の一言でそれは消し飛んだ。

「簡かん単たんな事……。私を投とう獄ごくなさって下さい」

「は？」

　グレンデルは目を点にする。あまりに呆ぼう然ぜんとしたため、逆ぎやくに先さき程ほどまでスキピオに感じていた迫力は遥はるか彼方かなたへと吹ふき飛んでいた。

「罰されるのは自重しろと言われたのは貴き殿でんではないか」

「そうではありません。私を暗殺未遂の首しゆ謀ぼう者しやとして捕とらえるのです」

「はぁ？」

　今度こそ、完全にぽかぁんと大口を開いて、あっけに取られた。

「首謀者として都合良いのは、皇帝に恨うらみを持つと思われ、宮きゆう廷てい内ないに一定の支し持じを持ち、今回の武ぶ芸げい会かいに手心を加えられる者……。つまり、私が最さい適てきです」

「だからそれはマルクト伯はくだろう？」

「それではダメなのです。今回の事でよくわかりました」

　何やら一人わかっている様子のスキピオに、グレンデルは訊きいた。

「一体何がだ？」

「お気付きになられませんでしたか？　今回の暗殺者、人間ではなく魔ま物ものでした」

「それが？」

「あのマルクト伯に魔物が従したがうとお思いですか？」

「あ……」

　思わず声を出す。

　魔物が従うのは、己より強いか、その信念に感じ入った者にのみ。

　どう考えてもあのマルクト伯グンナルに従う魔物がいるとは思えない。

「と、いう事は……」

「マルクト伯に協力者がいます。それも、魔物達の支持も得られるような大物が」

「まさか……前魔王か!?」

「それはないでしょう。フェルグスの動きにおかしなところはなかった。別と考えてよいでしょう」

「ならば一体……」

「わかりません。だからこそ、私を首謀者として投獄して頂いただきたいのです」

　そう答えられて、ようやく合が点てんがいった。

　別な人物に注意を向けていると思わせておいて、相手の動きを誘さそうのはよくある手だ。

　しかし……。

「しかし、貴殿の陛へい下かに対する忠ちゆう誠せいは皆みなが知っているところ。貴殿を逮たい捕ほしたところでそれに信しん憑ぴよう性せいが持たれるとは思えないのだが」

「それも問題ありません。私に対するとある噂うわさを流せばよいのです。多分に事実の交まじった噂をね」

「それは？」

　この帝てい国こく宰さい相しようにしては珍めずらしく勿もつ体たいを付けると訝いぶかしみながらの問いに返ってきたのは、それこそ信じられないような答えだった。

「そう。元々、マルクト伯に叛はん意いを仕向けさせたのは私なのだと」

「信じぬよ。そんな噂を流しても」

　何かの冗じよう談だんだろうかと思って笑いながら否ひ定ていするグレンデルだが、次の一言でそれは吹き飛んだ。

「信じますよ。少なくともマルクトの人間は。事実ですから」

「なっ!?」

「マルクトがまだ王国であった頃ころ、陛下がこの国を包囲された事があったでしょう？」

「ああ。最後の戦いと言われたあの時だな」

「そして、当時の王……。つまり、今のマルクト伯に頭を丸めて謝あやまれと提てい言げんしたのは私だという事も」

「聞いた事がある。それを耳に入れられた陛下が貴殿を登用したとか……」

「あの後……。私は一人陛下に呼よび出されたのですよ。全身を震ふるわせました。恐きよう怖ふにね」

「…………」

　先程までの笑え顔がおから一転し、自じ嘲ちよう交じりに遠い目で語るスキピオには、他者に口を挟はさませない程の何かがあった。

「陛下はこう訊たずねられたのです。『あのグンナルに何と言って降こう伏ふくさせたのか？』とね。私は答えられなかった。答えられるはずのない言葉だったからです」

「……………」

「沈ちん黙もくし、震える私に陛下はさらにこう言われました。

『あの女の国家は急速に領りよう土どを拡かく大だいさせ、まだ組そ織しき作りもなっていない未み熟じゆくな国家。しかも降伏したとはいえ、人間の王達のほとんどが腹はらに一物抱かかえたまま。今、たとえどのような恥ち辱じよくに塗まみれようと、生きて内部に入りこみさえすれば、そう遠くないうちに簡かん単たんに自じ己こ崩ほう壊かいを招まねかせる事ができる。だから、今は屈くつ辱じよくに堪たえよ』

　というような内容なのではないか……とね。

　私は答えられなかった。全くの図星だったからです」

　ごくりと喉のどを鳴らすグレンデルをおいて、スキピオの言葉は続く。

「私は内部崩壊を画かく策さくし、最初から陛下に見み抜ぬかれていたと知った時、死を覚かく悟ごしました。私は獅し子し身中の虫でしかないのだから。

　にも拘かかわらず、恐怖に打ち震え、沈黙する私に陛へい下かは突とつ然ぜんこうおっしゃいました。

『あなたを宰相に任にん命めいする』とね。

　あっけにとられました。

　あっけにとられる私に……陛下はこうも付け加えられたのです。

『わたしの弱点をもっともわかっているのはあなたのようだから、あなたにわたしの補ほ佐さを任まかせる』と。

　その時、私は再ふたたび震えました。恐怖に、そして、何より畏い敬けいの念に。

　その瞬しゆん間かん、私はこの方を主と仰あおぐと決めたのです。この生命、この頭ず脳のう、全すべてをこの方に捧ささげると」

「そうだったか……」

　迫はく力りよくに圧おされ続けていたグレンデルには、それだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　そんな様子を察してか、スキピオは普ふ段だんと変わらぬ雰ふん囲い気きに戻もどった。少なくとも、見た限かぎりにおいては。

「今の話の一部を噂として流せばいい。確たしかにあのマルクト伯に要いらぬ知ち恵えを授さずけたのは私なのです。私の投とう獄ごくにも少しの信憑性は出て来るでしょう？」

　グレンデルは頷うなずく。

　この策に納なつ得とくしている訳わけではない。だが、この帝国宰相は本気だった。

　本気で自分自身をダシにしてでも敵てき勢せい力りよくをあぶり出し、一いち網もう打だ尽じんにするつもりだった。

　この決意は他人に覆くつがえせるようなものではない。

「私はね？　とても後こう悔かいしているのです。なぜマルクト伯に降伏などさせてしまったのか。どうせ降伏するならば、なぜ彼の首を差し出さなかったのか……とね」

「それは……」

「わかっているのです。当時私は彼の部下であり、陛下の事をよく知らなかった。

　その行動からある程てい度どの推すい測そくを立ててはいましたが……かくも偉い大だいな方だとは、実じつ際さいに出で逢あうまでついに見抜けなかった。

　あれは、私が犯おかした最大の失策なのです。

　もし、陛下があのような方だと知っていれば、後々の火種を残すような真ま似ねはしなかったのに。そして、マルクト伯にも要らぬ期待を持たせ、挙あげ句く裏うら切ぎるような真似をせずともよかったのに」

「我われ等らは全知たり得ぬのだ。それは言っても詮せん無ない事であろう」

「そうです。だからこそ、無知ゆえのかつての過あやまちは、全力でもって正す。

　この度たびの事じ件けん……その源げん流りゆうは私自身なのです」

　強く拳こぶしを握にぎる彼を見て、先程の荒あれ様にも納なつ得とくがいった。

　今まで彼は、皇こう帝ていに対しても、グンナルに対しても引け目を感じていたのだ。

　皇帝に対しては内部崩壊の策をグンナルに授けてしまった事。

　そして、グンナルに対してはそのような期待を抱いだかせながら結局裏切ってしまった事。

　その両者の引け目に積極的に動けず、結果、今回の事件を引き起こさせてしまったのだと気に病やんでいたのだ。

　グレンデルとしてはそれが逆ぎやくに心配でもある。

「あまり気負われるな。防ふせげなかった事においては私も同どう罪ざい。あまりに気負いが過すぎると貴方あなたの得意とする知ち略りやくも鈍にぶるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ。わかっています。知略は冷静さが全てだとね」

　笑うスキピオだが、やはり心配の種は消えなかった。

　だが、ここは信用すべきだった。

　同じ主あるじに仕えている者として。

「わかった。それで、その後の対たい応おうは？」

「マルクト伯とその影が出てきた時点で取り押おさえて頂いただきたい。実行部隊の選せん抜ばつには注意の上に注意を重ねられますように。

　こうなっては何ど処こに彼らの手の者が潜ひそんでいるかわかりませんので」

「それについてはすでにあらかた決めた。近衛このえの中でも特に古参、陛下の魔ま王おう就しゆう任にん時じから付き従うモノで固めようと思う。

　相手がいかに魔物にも影えい響きよう力りよくを持つ者だろうと、魔王就任時の叛はん乱らん討とう伐ばつから従っていたモノまで懐かい柔じゆうする事はできまい。私と同じく、叛逆したとはいえ同どう僚りようだったモノに対して牙きばを向けて陛下に従うと決めたモノ達だ。彼等に陛下を裏切らせるのはたとえ私だろうと無理だからな。

　それと、フェルグスも使おうかと思うのだが」

「彼ですか。危き険けんではありますが、確かに、あらかじめ危険の方ほう向こう性せいがわかっているだけに利用はできますね。わかりました。その辺は全てお任せします」

　頷くスキピオに、グレンデルは最後の心配事を訊たずねた。

「これで本当に動くだろうか。奴やつらは」

「動きます。というより、動かざるを得ませんよ」

　自信を見せる彼に、少し安あん堵どする。帝国宰さい相しようの名は伊だ達てではない。

　そして、スキピオは一言付け足した。

「ああ、それから……」

「なんだ？」

「謀む叛ほん人にんが逃にげ出さないように見み張はりをつけて下さい。できるなら、屈くつ強きような見張りをね」

　意味ありげに目配せされ、すぐにピンとくる。

　スキピオ自身も暗殺される可か能のう性せいがあるという事だ。

　スキピオが言う通り相手が動かざるを得ないのであれば、動かざるを得なくしたその要かなめを葬ほうむろうとするのはいかにもありそうな事だ。

「無む論ろんだ。たとえ人間であろうと、皇帝暗殺を企くわだてた叛はん臣しんを逃のがす訳にはいかないからな」

　グレンデルも意味ありげに笑う。

「それはよかった。……では」

「うむ」

　頷うなずき、鈴すずを鳴らす。その合図に、部屋の外で控ひかえていた兵士達が入って来る。

　それを見て、グレンデルは大声で宣せん告こくした。

「統とう一いつ帝国宰相・スキピオ＝ハリル。貴き殿でんから皇帝暗殺未み遂すいの言げん質ちを取った！　故ゆえに、貴殿を叛逆者と見なし逮たい捕ほする！」

　突とつ然ぜんのグレンデルの宣告に、周りの兵士達は何を言われているのかわからないようで啞あ然ぜんとしていた。

「何をしている！　この者には造ぞう反はんの疑うたがいがある。ひっ捕とらえろ！」

　次いでの命令に、我われに返った兵士の幾いく人にんかが、不ふ可か解かいな表ひよう情じようをしながらもスキピオを拘こう束そくする。

「牢ろう獄ごくに連れて行け！　見張りも忘わすれるな！」

　こうして若わかき帝国宰相は、叛臣の汚お名めいとともに牢獄へと連行された。




　　　　２




　城じよう内ないは騒そう然ぜんとなっていた。

　当然だ。帝国宰相が叛逆の疑いで捕つかまえられたのだ。

　武ぶ芸げい会かいの最中の皇帝暗殺未遂というだけでも前代未み聞もんなのに、それを指し揮きしたとして捕らえられたのが帝国宰相だというのだ。驚おどろきは隠かくせるものではなかった。

　しかし、その話は半信半はん疑ぎで捉とらえられてもいた。

　あの若き宰相が皇帝に対し人一倍忠ちゆう誠せいを誓ちかっている事は周知の事実だったからだ。

　そして、暗い室内でつぶやく二つの影かげはそれが全くのでたらめである事を知っていた。

「スキピオが捕まったらしい。あの女も案外愚おろかなものよ」

　そう言って笑ったのは、四角く刈かり上げた頭が特とく徴ちよう的な四十代の男性だった。

　マルクト伯はくグンナルである。

「くくくっ。これで奴やつ等らは安心しているだろう。今こそ好機、樵きこりを動かす時ではないか？」

「いや、違ちがうな」

　嘲ちよう笑しようするグンナルに、もう一人が否ひ定ていの声を上げた。

「これは我等の油ゆ断だんを誘さそう策さくだ。出て行ったところを一いち網もう打だ尽じんと考えているのではないか？」

　もう一方は、薄うす暗ぐらい部屋に、黒い体色が溶とけてその姿すがたはよく見えない。

　ただ、禍まが々まがしい一いつ対ついの翼つばさや凶きよう悪あくな爬は虫ちゆう類るい系けいの頭部から、典型的なドラゴン型の魔物のようだった。

「あの女の事だ。それくらいの事は平気でするだろう」

「なるほど。となれば、我々は動かぬ方が得策だな」

　したり顔のグンナルに、ドラゴンは否定の意を示しめした。

「いや。動かざるを得ない」

「なぜだ？」

　グンナルの問いに、ドラゴンは、

「かの宰さい相しようが捕らわれた理由とやらを知っているか？」

　と、憂ゆう鬱うつげに訊き返す。

　その態たい度どに何か含ふくむところを感じ、先さき程ほどまでの余よ裕ゆうありげな態度を少し改めてグンナルは答えた。

「それは知らぬが」

「以前、奴がとある王にこう進言したそうだ。『サラの国家は遠からず転てん覆ぷくできる』と」

「ああ、私に言った。奴め。そう具ぐ申しんしておきながら自分は宰相として栄えい華がを極きわめるとは。権けん力りよく欲よくに溺おぼれおって……」

　怒りを露あらわにするグンナルに、ドラゴンはため息交まじりに続ける。

「まだわからぬか？　かつての卿きようへの進言によって奴は叛はん逆ぎやくしたとされているのだ。言われた当事者である卿にもいずれ捜そう査さの手は伸のびてこよう」

「馬ば鹿かなっ！　証しよう拠こなど何も残してないではないか！」

「だから言っただろう？　この場合、あの青年スキピオが証人となる。そういう筋すじ書がきなのだ」

「私を連れん座ざの罪つみで捕らえる！　そういう事か！」

　ようやく合が点てんのいったグンナルは今まで以上の怒ど号ごうをあげ、

「元々疑われていたようだからな。証拠がないなら作ればよい。自らが頼たのみとする腹ふく心しんを牢獄に叩たたきこんででもとは……。あの女め狐ぎつねめがっ！」

　ドラゴンは忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

　無む論ろん、この策がスキピオ本人の策さく略りやくである事を二人は知らない。

「どちらに転んでも、奴の手のうち。そうだと言うのか」

「ああ。だから動かざるを得ないのだ。動かねば卿が捕らわれる事となる。

　動いても動かなくとも奴等の術じゆつ中ちゆうに嵌はめられるというのなら、こちらから動いて多少なりとも主しゆ導どう権けんを握にぎるしかない」

「で、具体的にはどうするのだ？　樵きこりを動かすのは早いと思うが」

「今、この時点でこちらが主導権を握るのに良い手がある。

　唯ゆい一いつの証拠。作られたその口実を消すのだ」

「それは？」

「あの宰相を殺す。それと同時に樵を動かせば良い。

　奴の事だ。こちらが宰相の命を狙ねらう事くらい見み越こしているだろうが、それこそが命取りとなる。宰相の守りにも戦力を割さかねばならぬからな。

　敵てき味み方かたがはっきりせず、確かく実じつな手て駒ごまが限かぎられているこの状じよう況きようでの戦力分散は致ち命めい的だ」

「くくっ。なるほど。あの裏うら切ぎり者も殺せるのか」

　グンナルは含んだ笑いをあげ、続けて言った。

「しかし、本当にあの樵で大だい丈じよう夫ぶなのだろうな。犬どもは陽動にもならなかったが……」

　グンナルがドラゴンに問いかけたその時だった。

「それに関しては俺おれも訊ききたい事がある」

　いつのまにか、暗室に第三の影かげが現あらわれていた。

　何か金きん属ぞく的な物がぶつかり合う音をさせ、壁かべによりかかるように凭もたれている。

「誰だれだっ！」

　グンナルの誰何すいかの声に、第三の影は薄うすく笑った。

「お前達が言う樵とやらだよ」

「何だ……。貴き殿でんか」

　ホッと胸むねをなでおろすグンナル。

　だが、それも影の次の言葉で一変する。

「どういう事だ？　お前達の話ではあの女、陰いん湿しつなる陰いん謀ぼうや闇やみ討うちを得意としていると聞いていたが？」

「そ、その通りだ！」

　何か慌あわてた様子で、グンナルは続けた。

「でなければ高名を誇ほこった貴殿の父君が討たれるはずがあるまい！

　あの女、貴殿の妹を人ひと質じちにとり無む抵てい抗こうの父君を一方的に弄なぶり殺したのだ！

　その後、非ひ情じようにも妹君をも手にかけた極ごく悪あく人にんだ！」

「わかっている。だからこそ手を貸かしている。ただ……納なつ得とくできぬ点を残しておきたくないだけだ。お互たがいの為ためにもな」

「う……」

　剣けん吞のんな威い圧あつを隠かくそうともしない第三の影に気け圧おされ、グンナルがうめく。

　そんなグンナルを横目に、ドラゴンが言葉を発した。

「気を落ちつけられよ。奴らが敗れる事はわかっていた事だ」

「わかっていたのか？」

　怪け訝げんに訊たずねる第三の影に、ドラゴンは答えた。

「ああ。あの女は魔ま王おうを、そしてナンバー２だった私をも凌りよう駕がした女だ。

　魔物殺戮者モンスタージエノサイダーに魔物で相対せぬ事は最初からわかっている」

「…………」

「故ゆえに、奴を倒たおせるのは人間なのだよ。

　あの女もそれがわかっているから、人間に対しては策さくを弄ろうするのだ。

　貴殿の父、妹を手にかけた時のようにな」
















「……ふんっ」

　納得したのか、それとも他の意図があるのか。

　そのわずかな息のみを残して第三の影は消えた。

　それに気付き、グンナルは安あん堵どの息を吐つく。

「ふぅ……。驚おどろかせおって。後は、奴とあの女の愛あい玩がん人形が出会わぬように画かく策さくするだけか。出会えば我われらの噓うそが……」

「マルクト伯はくっ！」

　グンナルの言葉を遮さえぎり、ドラゴンが叫さけんだ。

「不要な発言はされぬがよかろう。それこそ、己おのが身を案じられるのならばな」

　ドラゴンの静かな威圧に、グンナルは押おし黙だまる。

　そんなグンナルを眺ながめながら、ドラゴンは小さくつぶやいた。

（そう。奴を倒すのは人間……人間なのだ！

　彼でさえ……ただ一人私の上を行った彼でさえ、彼女には……。

　でなければ人間などとは組まぬよ）

　自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべ、ドラゴンは闇に消えた。




　皇こう帝てい暗殺未み遂すい。そして、宰さい相しようの逮たい捕ほ。

　その二つで持ちきりになっている城じよう内ないを、ラジャスはボロ布ぬのを纏まとったまま静かに歩いていた。

（やかましい事だな）

　宰相の逮捕。普ふ通つうに考えればそれは秘ひ匿とくされるべき類たぐいのものだった。どう考えても帝国の威信に傷きずを付け過すぎる。

　にも拘かかわらず、こうも大おお袈げ裟さに騒さわぎ立てられるという事は、これが作さく為い的に行われている事実を示しめすものであり、宰相の逮捕も賊ぞくのあぶり出しを目的としての策である事は明白だった。

（その分、私が動きやすくなるか）

　ラジャスにしてみれば、こうも堂々と城内を歩き回れるとは思ってもみなかった。

　もちろん、これも誘おびき出す為のエサである事は重々承しよう知ちしているが。

「オレ、ウレシイ。こんな大きなシロ初めて」

　背はい後ごからの言葉に、憂ゆう鬱うつにため息をつき、

「ホウキ殿どの。お一人で歩かれてはどうか？」

「オレ、一人ちょっとシンパイ。ダレかいてホシイ」

　大きな図ずう体たいで可愛かわい気げのある事を言うホウキ。

　だが、自分にとっては何の得もない。そもそも、本来の目的には邪じや魔までしかない。

（なぜなのだ？　なぜついてくる？）

　どうやら彼に勝った事で懐なつかれてしまったらしかった。

（フェルグス辺りなら、堕おちたとはいえ魔王たる私の風ふう格かくによるとでも言うのだろうか……。まあよい。愚ぐ鈍どんなまでの突とつ進しんは多少見るものがある。使い方次し第だいではそこそこ役にも立つだろう）

　と、表情を覆おおうボロ布の下でラジャスがそんな事を考えていた時だった。

「ケートゥ殿。ホウキ殿。皇帝陛へい下かがお呼よびです」

　近衛このえらしき一人の兵士が呼び止めてくる。

　あの後、ラジャス達暗殺に関かかわりがないと思われた武ぶ芸げい会かい出場者達は、追って皇帝との謁えつ見けんが許ゆるされると告げられていた。

　その間、多少の制せい限げんが加えられたものの城内へ入る事を許されたので、『もしもの場合』の為ためにこうして城内の配置や逃とう亡ぼう経けい路ろを確かく認にんしていたという訳わけだ。

　城内は、見た目に反して内ない装そうがいまだ手つかずのままの為、どこも似にた様な印象を受ける。知ってか知らずか、ほとんど迷めい宮きゆうのようだった。

　これでは、確かに一人歩きは不安になるかもしれない。

（統とう一いつが成ってから三年。それにしては上う手まくやっているというべきか）

　魔ま王おう城じようから逃にげ出し、四年。その間、自分は死に物狂ぐるいで特訓を繰くり返してきた。

　彼女の覇は道どう。

　その真まっ只ただ中なかにあって、両軍を敵てきとし、戦場の中心で暴あばれた事もある。

　死に掛かけた回数はもはや数え切れず、それでも生の淵ふちにしがみついてきたのは、たった一つの目的の為にだった。

　そしてその結果、まだ魔力を視みる能のう力りよくは残っている事を発見し、己おのれの身体からだの扱あつかい方を覚え、この状じよう態たいでの戦いにも慣なれた。

　だが、愚おろかしい事でもあった。

　かつては指の一ひと振ふり、ただの一いち瞥べつで、一軍を殲せん滅めつする事も可能であったというのに。

「どの……。ケートゥ殿」

　兵士の度たび重かさなる呼び声に、ラジャスは我にかえる。「済すまぬ」と返答し、その兵士の後に続く。

（四年か）

　いまだ白しろ塗ぬりの壁かべは、どうにも気が落ち着かなかった。




　ラジャス達が兵士に連れられて通されたのは、謁見の間だった。

　他の出場者も──と言っても二人だけだが──すでに入っている。

　謁見の間というだけあって、ここだけはわずかながらだが装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　と言っても、床ゆかの赤い絨じゆう毯たんと玉ぎよく座ざの後ろに掲かかげられた帝国の紋もん章しようぐらいだが。

「陛下の御おん前まえである。皆みなの者は控ひかえるように」

　玉座の隣となりに居いる隻せき腕わんの魔物の言葉に、ラジャス達は言われるままに控えた。

（あれはグレンデルか。相変わらずだな）

　かつての己の配下の姿すがたに、多少の感かん慨がいに耽ふけっていた時だった。

「いえ、いいわ。今はまだ客人ですから、楽にされて結けつ構こうです」

　玉座の主が口を挟はさむ。

　統一帝国サッハース、初代統一皇こう帝てい・サラ＝シャンカーラ。

　人々より『麗うるわしき謀ぼう略りやくの皇帝』と称しようされる、史上最大の権けん力りよく者しやにして、自分を魔王位から突つき落とした張ちよう本ほん人にん。

　こうして近くで相あい見まみえるのは、実に四年ぶりだった。

（あの時とはちょうど逆ぎやくか）

　頭を上げる。

　四年前は逆の立場であり、当時は自分がああして玉座に座っていたのだ。

　あの時から立場は逆転し、彼女は皇帝に、自分は復ふく讐しゆう心しんのみを糧かてに生きる放ほう浪ろう者しやとなった。

　見ると、フェルグスも玉座の隣に控えている。

　なるべくこちらを注視しない為だろうが、目線を逸そらせているのが実にわざとらしかった。あれではこの中に注意するモノがいると言いふらしているようなものである。

「まずは合格おめでとうと言っておきましょう。もう一度訊ききますが、本当にわたしに仕える気があるのですね？」

（ないな）

　腹はらの中でそう返答するが、口に出しては答えない。

　他の三人も答えなかったが、さて、これはどういう意味だろうか。

（単に沈ちん黙もくをもって答えとしただけか、私と同じく腹に一物ありか）

　あの時彼女に襲おそい掛かったのは四人だけだったが、そんなもの端はなから信じてなどいなかった。一度警けい戒かい心しんを解とかせておいて一突きなどというのも、古来よくある手だ。

　しかし、それは置いても今が好機である事は確かだった。

　近衛の兵士達もいるが、暗殺未み遂すいと宰さい相しよう逮たい捕ほという事実に動どう揺ようしている。

　また、フェルグスが傍そばにおり、邪魔者は彼に任まかせて自分は一直線に目的を達するという事も可か能のうだろう。

（それらも踏ふまえての誘さそい出しか？　ならば、何か仕掛けられていると見るべきか）

　油ゆ断だんを誘っていたのは、何も攻こう撃げき側だけとは限かぎらない。防ぼう御ぎよ側とて、攻撃側が気を抜ぬく瞬しゆん間かんを狙ねらっているはずである。

　いずれにせよ、彼女はそう簡かん単たんに手を出せる相手ではなかった。

　力ではなく、その策さく謀ぼうが恐おそろしいのだ。

　たとえ魔王となっても、彼女はいかにも人間だった。

　策を弄ろうし、術じゆつ数すうを使うのは人間の得意とするところだ。

　人間の力と、魔の力。それを一人で体たい現げんしているのが彼女だった。正しく、この帝国の生ける象しよう徴ちようと言って良い。

（それを言うなら私も同じか）

　魔の力を吸すわれた、人間と同じく非ひ力りきな元魔王。

　人間や魔物という範はん疇ちゆうに収おさまらないという点では、同じと言えば同じだ。

　ただ、彼女が力を得てそうなっているのに対し、自分は力を失ってそうなったのだが。

（さて。どう出る？　皇こう帝てい）

　ラジャスは皇帝の動向に注視した。無む論ろん、わざとらしくならない程てい度どに。

　皇帝は四人を見回すと、こくりと頷うなずいた。

「沈黙を肯こう定ていと採とります。これであなた達はわたしの部下となりました。さっそくですが配置を伝えます」

　皇帝の宣せん告こくに、誰かがごくりとのどを鳴らす音が聞こえる。

「あなた方は近衛このえ見習いとしてグレンデルの配下となりますが、今回は特別にわたし自身が命じます。

　ゼツ、ヴクヴの二人は城しろの門番を。ホウキ、そして……ケートゥは牢ろう獄ごくの見張りを」

　おそらくは鎧よろいがゼツで、鸚鵡おうむがヴクヴなのだろう。

　ラジャスは試合で名を呼よばれるのを全く聞いていなかった為ためわからなかったが、鸚鵡が「略さないでくれ。俺はヴクヴ・カキシュだ」と言っているのを聞きそう判はん断だんする。

　だが、問題はそんな事ではない。

　その命にグレンデルが驚おどろいたような目を向けていたが、皇帝は無む視ししていた。

　そして……驚いたのはラジャスも一いつ緒しよだった。

　目が合ったのだ。完全に。

　今回は、思い込こみでも、勘かん違ちがいでも、見間違いでもなかった。

　彼女は、はっきりとこちらを見たのだ。

　あの瞳ひとみで。あの時とは少し違う、多少の動揺の揺ゆらぎと、意い志しを宿やどした瞳で。

（気付かれているのか！　私の正体に！）

　それだけでも驚きだが、さらなる驚きがあった。

　どうやら他の者に言っていないようなのだ。

　グレンデル辺りなどは、叛はん逆ぎやく者しやを見み極きわめる為かこちらを注視してはいたが、全く気付いている素そ振ぶりはなかった。

　八年も仕えていた主がわからぬとは何とも酷こく薄はくなものと思いつつも、魔ま物ものは魔力をもとに個こ人じん判定をしがちだから、それもわからない話ではないと納なつ得とくする。

（ではなんだ？　私と知って他言せぬ真意は。何を企たくらむ、統とう一いつ皇帝）

　ボロ布ぬのの奥おくに潜ひそめる瞳ひとみを向ける。

　皇帝は全く動じず、同じようにこちらを見ていた。

（どうする？　動くか？）

　躊ちゆう躇ちよする。正体がバレているのなら、後々の禍か根こんを残さぬためにもここで動いた方が得策かもしれない。状じよう況きよう的てきにも好機でもある。

　ただ、皇帝の瞳に交まじっていたもの。それが行動を決めかねさせた。

　あの瞳の揺らぎ。迷まよいのようでもあり、己おのれの感かん情じようを持て余あましているようでもあり。

　ただ、直感的に感じとったのは……懇こん願がんだった。

（何を願う？　貴き様さまに復ふく讐しゆうしようとしている、落ちぶれた元魔王に）

　彼女は牢獄の見み張はりを命じると言った。なら、そこに何かがある。

（牢獄か。今、そこにあるといえば……皇帝暗殺未み遂すいの首しゆ謀ぼう者しやの身み柄がらだな。ならば、そういう事か）

　気付く。彼女は己の片かた腕うでを守らせようというのだ。

　宰さい相しようの逮たい捕ほが策さく略りやくならば、そしてそれが相手に勘かん付づかれるのなら、皇帝と同じく宰相の身も危あぶない。

（獅し子し身中の虫の存そん在ざいで敵てき味み方かたの区別がわからぬのなら、敵は敵だが区別がつく敵に助けを求めようという訳わけか。この状況では手て駒ごまが圧あつ倒とう的に不足しているだろうからな）

　わからない話ではなかった。自分は確たしかに彼女の敵ではあるが、その宰相まで手にかけるつもりはないのだ。

　無論、それも状況次し第だいという事だが。

（どうする？）

　熟じゆつ考こうする。熟考して……大人しく頭を下げた。

（まあいい。いかに好機とはいえ、今動いたところで所しよ詮せんそれは読まれた動き。動くのなら読みの外でなければな）

　彼女に恩おんを売るというのも、それはそれで面おも白しろかった。
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　今は昼なのか、夜なのか、それも判断できない。

　それもそのはず。ここは地下。さらに言うならば、地下牢獄だった。

　外気が遮しや断だんされており、スキピオは先さき程ほどから蒸むし暑さを覚えていた。

（釈しやく放ほうされた罪ざい人にんが娑しや婆ばの空気は上う手まいなどと言うのを伝え聞いた事があるが……正しくそうなのだろうな。ここの空気は腐くさっている）

　地べたに直じかに座すわり、自ら罪人となったスキピオはそんな事を考えていた。

（ただ、静かなのは良い。考えに集中できる）

　逃にげぬ臭しゆう気きも、晴れぬ湿しつ気けも、全すべてが空気を腐らせる。

　が、ただ一つ。静せい寂じやくだけは貴き重ちようだった。

　若じやく年ねんにして宰相となった身としては、どのような形にしても一時的にでも喧けん騒そうから離はなれられるというのは万ばん金きんに値あたいする。

（陛へい下かがナナをお傍そばに置かれているのも理わ解かる話だ。

　多様な文化が混ざる広大な大地を善ぜん政せいのままに統とう治ちしつつ、権けん謀ぼう術じゆつ数すうを繰くり広げるなど、まともな精せん神しんを維い持じできる訳がない。そのような陛下の御み心こころを安定させているとなれば、ナナこそ真の帝国の救世主と言えるのかもしれんな）

　苦く笑しようを浮うかべ、早く自分もそんな存在を見つけた方が良いかと考え、

（いや、無理か。たとえどのような相手だとしても、私の心を安あん寧ねいで満たしてくれるとは思えん。それが成せるのは……陛下の安らぎだけだな）

　皇帝に心しん酔すいしている自分には、結局のところそれが大事だった。

　たとえ自分がどのような苦く境きように立たされようと、皇帝の役に立つのなら喜んで引き受ける。

　そう思わせるものが彼女にはあった。

　だからこそ、かつての主君グンナルではなく彼女を選んだのだ。

　彼女は言った。『自分の弱点を一番わかっているのはあなただから』と。

　確かにわかっていた。

『謀略の皇帝』、『稀き代たいの策さく謀ぼう家か』……。

　人々にいくらそう言われようが、言わせようが、彼女が実は情に弱いという事を。

　恨うらんでいた相手をあの程度の命いのち乞ごいで許ゆるしてしまう辺りもそうだし、そもそも復ふく讐しゆうとして単たん純じゆんに相手を殺す事ではなく、世界統一を目指してしまう辺りもそうだ。

　自身を貶おとしめた人間というものに対し、善政を敷しく事でむしろ満足度を向上させている。それで本心から復讐だと思っている。

　確かに復讐には違ちがいないのだろうが、自分が相手を否ひ定ていするのではなく、相手に自分を力ずくででも肯こう定ていさせ認みとめさせてしまう方に、言わば復讐をポジティブな方に向けてしまうのが彼女だった。

　そして、いくら陰いん謀ぼう策略を巡めぐらせようが、彼女が『暗殺』という手しゆ段だんを用いた事は一度もない。

　無む論ろん、勝つための土台となる策謀は幾いく重えにも張り巡らせてはいたが、王にしろ英えい雄ゆうにしろ、全て降こう伏ふくさせるか、戦場で倒たおしている。

　魔ま物ものの中には、先の暗殺未遂事じ件けんのように、特に暗殺に秀ひいでた魔物もいるというのにだ。

　いくら陰謀策略を巡らせても、何な故ぜか陰湿にはなりきれない。

　そんなところが彼女にはあり、そこが彼女の策略家としての限げん界かいだともスキピオは感じていた。

　確かに彼女は情に弱い。が、そこまでなら凡ぼん人じんだ。

　彼女の非ひ凡ぼんさを遺い憾かんなく発はつ揮きするところであり、最も優すぐれたところであり、偉い大だいなところは、弱点を欠点にしていないところだった。

　彼女には自分でもその弱点に気付いているような節があった。

　誰だれかを許したり助けたりしても、たとえ本心はどうであろうと、あえて『それは戦せん略りやくの一つである』と考えるように自分を仕向けているらしいのだ。

　そして、実じつ際さいに戦略として用い、しかも、有用に活用してしまう。

　そこが彼女の強したたかなところだった。

（思えば、自分を引き入れた事もそうだった……）

　スキピオは静かに当時を振ふり返った。

　あのままならグンナルの部下として彼女の生命を狙ねらい続けていたであろう自分を自らの腹ふく心しんとする事で、言わばグンナルの戦力を削そぎ、逆ぎやくに自分の戦力を補ほ強きようした。

　さらに、自分のような下級文官を宰さい相しように引き立てた事で、世の賢けん者じや達たちが『彼女なら自分の才さい能のうを高く評ひよう価かして、それに見合う報ほう酬しゆうをくれる』と考えるよう差し向ける。

　そこまでを彼女は見み越こしていた。

　現げんに、彼女は自分の宰相就しゆう任にんを公然と宣せん伝でんし、役人登用の門も広げた。

　そして、今ではこれまで誰にも仕えなかったという見けん識しき者しや達たちが、続々と彼女の許もとに集まって来ている。

　言わば、『帝ス国キ宰ピ相オの前例』というエサで世の賢者を釣つった訳わけだ。

　さらに言えばグンナルの爵しやく位いも効こう果か的だった。

　彼女が彼を嫌きらっている事は皆みなが知っていた。そんな彼でさえ爵位が授さずけられたのだ。

　彼以上に嫌われている訳ではない他の者達が、それ以上の待たい遇ぐうを期待したのは言うまでもない。

　彼女の一言。

『わたしの弱点を一番わかっているのはあなたのようだから、わたしの補ほ佐さをあなたに任まかせる』

（果たして、私はどこまで見み抜ぬかれていたのだろうか……）

　スキピオは静かに考える。

　彼女の弱点を見つけ、その裏うらにある戦略を見抜く事までさらに見抜かれたのだろうか。だとしたら、いつ、それを見抜かれたのだろうか。

　考えるに、それは一つしかない。

　グンナルが降伏を申し出ていた最中だ。

　最大の復ふく讐しゆうの相手と目もくしている男が土ど下げ座ざしているその最中に、その裏に自分の弱点を見抜いた者がいる事に気付き、その者を重用した場合の利り益えきを考える。

　底無しに恐おそろしい。

　殺せない事の単なる言い訳のような策さく略りやくであろうと、そこまで思いをはせ、実行し、かつ有効に活用してしまう。それも、憎にくい相手を目の前にしたその最中に……。

　これ程ほど畏い怖ふさせられる事があるだろうか。

　恐ろしく……それでいて、離はなれ難がたさを感じさせられる畏おそれ。

　恐ろしさが他の排はい除じよへと向かわない事こそ、彼女の最大の長所であり魅み力りよくと言えた。

　その魅力が、策略家としての限界を遥はるかに超こえる功こう績せきを彼女に上げさせている。

　一言に恐きよう怖ふといっても色々な性せい格かくの恐怖があるものだった。

　スキピオには、グレンデルを始め、彼女に忠ちゆう誠せいを誓ちかう魔ま物もの達はそれを本能で感じとっているのではないだろうかと思える節があった。

　恐怖の代だい名めい詞し……魔王。

　その魔王に仕える彼らが独どく特とくに持つ、あらゆる『恐怖』の本ほん質しつが本能的にわかる感覚。そんなものがあるのではないかと。

　人間である自分が頭ず脳のうによって探さぐり当てるそれを、本能で感じとれるのではないかと。

　ふと思いたって、スキピオは横目で牢ろう獄ごくの前に立つ兵士を見た。

　彼も魔物のようだが、果たして彼はどうなのだろうと考えて。

　さっきから黙だまり込こんだまま、槍やりを掲かかげ立ち続けている……とは言えなかった。何しろ足がないのだから。

（浮ふ遊ゆう型の魔物か。他はそれ程に人と変わらないから心しん臓ぞうに悪いな。亡ぼう霊れいのようだ）

　まさか本当にゴーストという訳ではないだろうが、こんな場所でこんな魔物にいられると、何とも不気味だ。

　そう思った時だった。

「ピタッ、ピタッ」と足音が響ひびき出したのは。

（なんだ!?　怪かい奇き現象か!?）

　人知れず背せ筋すじを凍こおらせていると、壁かべの陰かげから人影が現あらわれる。

（ふう。見み張はりの交代か）

　ほっとするのもつかの間。その影に違ちがう意味で緊きん張ちようを強しいられる。

（あれは……武ぶ芸げい会かいの出場者か!?）

　一人は猪いのしし頭あたまのいかにも力を誇ほこりそうな魔物で、もう一方はその魔物を倒たおしたボロ布ぬのを纏まとった人間だった。

（まさか奴やつ等らが暗殺者か！）

　あの時皇こう帝ていを狙った暗殺者は四人だったが、最初からそれだけなどとは思っていない。

　敵てきを倒して自分は無関係だと疑ぎ念ねんを解とかせ、油ゆ断だんさせたところを一ひと突つきなどというのは実に古典的な方法だ。

　スキピオは緊張に身を固まらせるが、見張りの兵士に対するボロ布の一言でそれは崩くずれた。

「お勤つとめご苦労。見張りを務つとめるよう、陛へい下かから仰おおせつかった。これがその命令書だ」

　見張りの兵士は渡わたされた書類に目を通し、こくりと頷うなずくと、足音もなくすぅぅぅと下がって行く。

　角を曲がる瞬しゆん間かん、ふわっと消えたような気がして、スキピオはまた違う意味で背筋を凍らせたが、気のせいだろうと思い直す。怪奇現げん象しようモドキに心を惑まどわせているそのうちに、今来た二人は牢獄の両側に立って見張りを始めていた。

　スキピオは牢獄の中から二人の様子をそっと探さぐる。

（猪頭の方はまあいい。見たままの猪ちよ突とつ猛もう進しん型だ。問題なのは……もう片かた方ほうか）

　武芸会の様子を予選からずっと見ていたからという訳わけでもないが、彼の強さは間違いのないものだった。

　それも、単たん純じゆんな腕わん力りよくなどではなく、相手の弱点を見抜く力や相手の勢いきおいを利用するのを得意とするタイプとして。

　かなりの食わせ者だが、それもそのはず。提てい出しゆつされた履り歴れき書しよを見た限り、傭よう兵へいとして各地を転々としていた経けい歴れきを持つらしかった。

　それも、皇帝陛下サラがまだ魔王で、人間達に戦いを挑いどんでいた頃ころに。

　時には魔物を、時には人間を敵に回して戦っていたというから驚おどろきだ。

　噓うそのようだが、裏うらで諜ちよう報ほう員いんに調べさせたから間違いない事でもあった。

　ただ、彼の出自まではわからなかった。元々傭兵というのは訳ありの者が多いし、各地を転々とするためたとえ調ちよう査さしても調査しきれるものではない。

　そのような者の中に暗殺者は紛まぎれ込む。疑うたがわしい事この上ない。

　この上ないが……出場者のほとんどがならず者という武芸会において、清せい廉れん潔けつ白ぱくな者だけに出場を許きよ可かするという事もできなかったのだ。

　だからこそ、暗殺未み遂すいなどという真似も見み逃のがしてしまった。

　スキピオとしてはそこが悔くやまれた。

　しかし、今問題なのは、彼を見張りとするのが皇帝の命によるものだという事だった。あの命令書は本物だ。

（陛下は私の生命も危あやういのだという事も察知されているはず。まさか……）

　まさか本当に裏切ったと思われたか。

（いや。陛下に限ってそれはない。日頃から策さく謀ぼうを張り巡めぐらせる方だからこそ、麾き下かの者を疑われる事はされまい。疑うぐらいなら最初から使おうなどとは思われぬはずだ。自分が疑ってどうする！）

　一瞬で否ひ定ていすると共に、自じ戒かいし恥はじる。

（私には到とう底ていわからぬ遠えん謀ぼう深しん慮りよから、彼を安全と判はん断だんされたに違いない……）

　スキピオが横目で見ると、その彼は、隣となりの猪いのしし頭あたまの言葉を完全に受け流しながら何をするでもなく立っていた。

（今、何やら猪頭が妙みような事を言ったが……何？　さっきの兵士が消えなかったかだと!?）

　どうやら猪頭にも消えたように見えたらしい。

　心の底から震ふるえがくる。

　と、本当に体が震えてきた。

（違うッ！　これはッ！）

　そう思った瞬間だった。

　牢ろう獄ごくの地面や壁が割われ、大量の魔物達が溢あふれ出てきたのは。

　地下牢獄という事で直じかに土が現れているのが仇あだとなった。魔物の中には地面を掘ほり進む事ができる魔物もいる。

　目の前に現れた魔物の一体が、その爪つめを振ふりかざす。

　と、その首から鋼こう鉄てつの刃やいばが生まれた……ようにスキピオには見えた。

　いつの間にか牢獄に入ってきた、ボロ布ぬのの男が剣けんで突つき刺さしたのだ。

「無事か？」

　その言葉はそっけなく、本気で心配しているような気配は微み塵じんもなかった。あくまで義ぎ務む的なものだ。

　だが、いかに義務的であろうと助けられたのだから、答えるのもまた義務と考え、

「無事だ。済すまない」

「いい。まだ終わりではないからな」

　謝しや辞じの言葉もこれまたそっけなく返される。もっとも、彼の言う通りだった。

　猪頭もその巨きよ腕わんと牙きばで何体かを粉ふん砕さいしていたが、まだ十体以上の魔物が残っていた。

　ボロ布はスキピオを守るように背せを向け、襲おそい来る魔物を一刀で斬きり捨すてる。

　すさまじい強さだった。カウンター主体かと思われたボロ布だが、先手をとっても強い。

　と、ここで小さな疑ぎ問もんがスキピオに生じた。

（彼の剣はどこにでもある鋼はがねの普ふ通つうの剣だ。魔物の中にはグレンデルのように鋼など簡かん単たんに弾はじき返す魔物もいるのだが……ここに来た魔物はそういうのはいなかったという事なのか？）

　それにしてもあまりにも易やす々やすと斬り裂さかれていた。鋼の剣は重みに任まかせて断たつものなのに、この斬れ筋すじは異い常じようだ。

（普通の剣かと思っていたが、何かの魔剣か？　そんなもの幻げん想そうだと思っていたが）

　魔剣、聖せい剣けん、神剣の類たぐいの噂うわさはよく耳にする話だった。

　そして、信しん頼らいの置ける古いにしえの文ぶん献けんから、かつてはそれらも本当に実じつ在ざいしていたのであろうと推すい測そくされている。

　だが、この現げん代だいで実物を実じつ際さいに目にしたという話を聞かないのもまた、事実だった。

（では何だ？　彼の腕うでか？）

　六ろつ輝き星せいのような英えい雄ゆうなら可か能のうだったという話も聞く。現に、グレンデル自身が己おのれを隻せき腕わんにした相手も六輝星だったと言っていた。

　だが、スキピオは半信半疑だった。もちろん、グレンデルを疑うたがっている訳ではない。

　確たしかに、強大な魔物をも上回る人間もいるのだろう。ただ、どこか納なつ得とくできない点があった。

　結局、今の主あるじたる女じよ性せいの名はそこに入れられなかったのだ。現在、人として最大の力を持ち、世に与あたえた影えい響きよう力りよくという点においては比ひ類るいなき者のはずなのにだ。

　まだ魔王ではなく、勇者と呼よばれていた頃から入れられていなかったのだから、その意味するところ……。

　それを考えれば認みとめられるものではなかった。

　それに、現六輝星は全員死し亡ぼうしたとも伝えられている。

（まさか、今まで在野に埋うもれ、その強さを人知れず開花させていたとでもいうのか!?）

　もしそうなら、危き険けんを承しよう知ちで武ぶ芸げい会かいを開いたかいがあったというものなのだが……心の奥おく底そこで何かがそれを信じる事を拒こばんでいた。

　スキピオがそんな事を考えているうちに、襲しゆう撃げきして来た魔物は一体のみになっていた。他の魔物は全て死体と化して地に伏ふしている。

　残った魔物の首筋に剣を突きつけ、ボロ布ぬのの男は静かに訊たずねた。

「お前の主人は誰だ？」

　それは明らかに越えつ権けん行こう為いだったが、黙だまって聞く。確かに知りたい事だったからだ。

　だが、魔物が何も答えないうちにボロ布の男は片かた方ほうの眉まゆをピクリと上げ、「そういう事か」とつぶやいて剣を収おさめてしまう。

　その隙すきにと、慌あわてて魔物は再ふたたび地面に戻もどって行った。

　一体何を……と不ふ審しんに思っていると、彼は猪頭に顔を向け、

「ホウキ殿どの。先さき程ほどの魔物が逃にげた穴あなの向こうに首しゆ謀ぼう者しやがいると思われるのだが、調べて下さるか？」

「ジメン潜もぐれないが、アナ通るデキル。イッテコヨウ」

「済まない」と謝辞を返し、猪頭が魔物達の出てきた穴の向こうに消えるのを見て、ボロ布の男はこちらに頭を向けた。

「どうして先程の魔物を逃がした？　逃がして突き止めずとも、ここで白はく状じようさせてもよかったのに」

　訊ねるスキピオに、彼は淡たん々たんと答える。

「簡単な事だ。よくよく思い出せば知った顔だったのでな。その主など推察できる」

　その答えに、スキピオは肝きもを冷やした。

（主がわかった？　ならば、なぜ猪頭を行かせた!?　それは、自分と二人きりになりたいからではないのか!?　第一、なぜ魔物の顔を知っている！）

　そして、それは……。

　そんな困こん惑わくなどお構かまいなしに、ボロ布は続ける。

「さて、宰さい相しよう閣かつ下か。こちらが動いたからには上の方も動いていると思うが……貴き殿でんはどうされる？」

　その言葉で、自分の巡めぐらせた一連の策さくを見み抜ぬかれている事を知る。

「陛へい下かがおっしゃられたのか？」

　彼は無言で首を横に振ふると、続けて問い返してきた。

「どうされる？　来ても来なくても別べつ段だん構わぬが」

「貴殿……一体何を知っている？　何を企たくらんでいる？」

　彼は苦く笑しようを浮うかべ、答えた。

「茶ちや番ばんとはいえ劇げきは劇だ。出しゆつ演えんと観客は多い方が面おも白しろかろう？」

　ボロ布ぬのの奥で苦笑に揺ゆれたその瞳ひとみは、初めて彼がスキピオに対して意い志しを向けた光でもあった。
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　騒さわがしい足音が場内に響ひびいていた。数十人の何者かが、駆かけ足で廊ろう下かを走りぬける音。

　ただ走る音ならば、この城じよう内ないではそう珍めずらしい事ではない。何といっても、この帝てい国こくは生まれたばかり。皆みな、あまりに忙いそがしく、歩く暇ひまなどないという者は結けつ構こう多い。

　だが、それにしても足音の響きが尋じん常じようではなかった。

　数十人で纏まとまって走るというのも奇き妙みような事ではあったが、何よりおかしいのは、その忙しさがまるで……出しゆつ陣じん前まえのような緊きん張ちよう感に包まれていた事だった。

　そして、それがあながち外れてはいないことを、その男は知っていた。

　グンナル達から『樵きこり』と呼よばれていた男である。

（計画通りか。マルクト伯はくも難なん儀ぎなものだ）

　そう思いながらも、鎧よろいをガチャつかせながら歩くその男にグンナルへの配はい慮りよなどというものは欠片かけらもなかった。

　こうやって手を貸かしているのも、ただ単に、彼らと利害が一いつ致ちしたというだけの事なのだから。

　その男が思い浮かべるのは、死んだ父と妹の事だった。より正せい確かくに言えば、死んだと聞かされた……だ。さらに言えば、父とも妹とも血は繫つながっていない。

（家を空けて五年。帰ってみればいないとは……）

　一いつ瞬しゆん、まるで昔に戻もどったかのようだった。今の父に引き取られるまで、孤こ児じとして過すごしたあの日々に。孤こ独どくで、寂さびしく、冷たかったあの日々に。

　戻りたくなかった。

　だからこそ、今の生活を守るための力を手に入れようと思って、修しゆ行ぎように出たというのに、これでは……。

（本末転てん倒とうもいいところではないか！）

　勿もち論ろん理り解かいしている。どのような形であれ、あの父を破やぶったというのなら、父に遥はるかに及およばなかった自分がどうこうできたとは思えない。

　それでも、何もできなかったのでもいい……その場にいたかった。

　何かができた、できなかったすら論じられない。

　無力感を得ることすら叶かなわない。

　今の自分はそういう事だ。

　力を振ふるうべき場所にいなかったとは、そういう事だ。

　歩む足を止める。

　この、内心の猛たけり。それをぶつけるべき相手はすぐ下にいる。

（遅くなりました、父上。そして妹よ。

　今この時、この不ふ肖しようの息子むすこ、不肖の兄に、貴方あなた達たちと共に戦う機会を与あたえて下さい）

　わかっている。これは単なる自じ己こ満足だ。何かが変わる訳わけではない。

　自分があの場にいなかったという結果が変わる訳ではない。

　だが、それでも。そう願わずにはいられなかった。

　そして、心のうちで叫さけんだ。

（待っていろ、謀ぼう略りやくの皇こう帝てい！　貴き様さまは俺おれが討うつ！）




　武ぶ芸げい会かい出場者達に命を下し、それぞれの任にん務むに赴おもむかせたところで、サラは息を吐はいた。

　誰だれが暗殺者かわからぬ中、危き険けんが一時的に去ってほっとしているのではない。

　最も危険で重大な事じ項こう──自分が彼の存そん在ざいに気付いているという事を暗あん黙もくのうちに知らせ、自らの片かた腕うでを守ってもらうという重要事項が無事済すんだ事にほっとしているのだ。

（これでスキピオの無事は確かく実じつ。少なくとも、彼がわたしの目の前に現あらわれるまでは）

　スキピオに対し多少罪つみの意い識しきを感じないでもなかった。手て駒ごまが足りないとはいえ彼が描えがいたシナリオを勝手に変へん更こうしてしまったのだ。

　これでこの茶ちや番ばん劇げきは予よ測そく不ふ能のうのアドリブ合戦の様さまを呈ていする事となる。

（茶番か……。彼もそう思っているのでしょうね）

　そう。知っていて踊おどり、踊らされているのだから、茶番以外の何ものでもない。

　だが、たとえそうでも譲ゆずれぬものはあった。

　自分は皇帝である。帝の位を得る事は望まなかったが、スキピオやグレンデルを自分の配下にと望んだのは自身に違ちがいないのだ。

　その彼らに対しての責せき任にんがあった。

　そして、望まずとも臣民の上に立つ者ならば、彼らに安寧を与える義ぎ務むがある。これは君主として逃のがれられぬものだ。

（さて、相手の次の一手は……）

　予測はできずとも思考はできる。そして、それを怠おこたる者に次はない。

　これがサラの信念だった。

　策さくに生きてきたサラの、人生を懸かけた信念である。

　と、扉とびらの向こうが騒そう々ぞうしくなる。何やら起きたようだ。

（わかっているのよ。予想より早く事体が動く事も間ま々まあるのだという事も）

　強ごう引いんに開けられた扉から現れたのはグンナルだった。その後ろには、矛ほこや戟げき、弩いしゆみで武ぶ装そうした兵士達が続く。

　ほとんどの近衛このえ達たちは、あっけにとられてぽかぁんとしている。

　魔物達は純じゆん粋すいに戦えば文もん句くなしに強いのだが、どうも搦からめ手に弱く、柔じゆう軟なんさに欠けるきらいがあった。突とつ発ぱつ的な事じ態たいに臨りん機き応おう変へんに対応するという事を苦手としているのだ。

　普ふ段だんはその欠点を補おぎなうべく、もう少し頭の働く人間とチームなりを組ませているのだが、今回のこの遅れはその手を使っていなかった……いや、使えなかった為ために出た欠点だ。

　サラにはわかっていた。

　それもこれも、自分の早すぎた領りよう土ど拡かく大だいの弊へい害がいだという事は。

　完全に教育を施ほどこす前に使わざるをえない、基き盤ばんの未み熟じゆくさを曝さらけ出した結果である。

　人・魔物の部下の育成の重じゆう要よう性せいを再さい確かく認にんしつつ、それでも今回に限かぎっては安心もしていた。

　確たしかに多くの魔物は柔軟さに欠ける。だが、自らの剛ごう直ちよくさを理り解かいし、たとえ突発的な事態であろうとそれを予測してあらかじめ対策を練れていれば、それほどの欠点とはならない。

　そして、それができる魔物はすぐ傍かたわらにいた。それ故ゆえの安心だ。

「陛へい下かの身辺を騒さわぎ立て、申し訳ございません。信しん頼らいのおける者から陛下のお命を狙ねらう不ふ逞ていな輩やからがいると聞き、こうして馳はせ参じました」

　嫌いや味みな笑えみを浮うかべ申し立てるグンナルに、

「それはそうでしょうね」

　サラも負けずに嫌味を吐く。

「その信頼のおける者というのは、卿きよう自身の事でしょうから」

「何をおっしゃられておるのかわかりませんな」

　いけしゃあしゃあと放つ彼に、「はぁ」と息を吐く。

「あなたの演えん技ぎにはほとほと飽あきました。もう少し技ぎ巧こうを凝こらすか、洗せん練れんさを見せて欲ほしいものですね」

「重ね重ね、何をおっしゃられておるかわかりませんな」

　品のない笑いをあげながら、グンナルが右手をあげた。

　一いつ斉せいに、背はい後ごの弩兵達が弩を構かまえる。言うまでもなく矢は装そう塡てん済ずみだ。

　我われに返った近衛達が身を構える。が、遅おそすぎた。

　一斉に矢が放たれる。

　棒ぼう立だちの近衛達の横を矢の雨が通り過すぎ、サラへと一直線に向かう。

　だが、サラは動かなかった。

　代わりに動いたのは、グレンデルとフェルグスだった。

　二人の手によって悉ことごとく矢は薙なぎ払はらわれる。

　それでも、グンナルの態度は変わらなかった。
















「申し訳わけありませんな。弩の発はつ射しや機き構こうが故こ障しようしていたようです」

　故障しているのはあなたの頭では？

　サラはそう言ってやりたい衝しよう動どうを抑おさえた。

　この期ごに及およんで彼に合わせる義理も義務もない。

　すぅと右手を挙あげる。それだけでよかった。

　たとえ剛直で臨機応変さに欠けようとも、敵てきが姿すがたを現しさえすれば文句なしに魔物は強い。

　剣けんを抜ぬき、爪そう牙がを剝むいた近衛達がグンナル達に殺さつ到とうする。

　たちまち、剣や爪牙、戟の応戦が始まった。

「何をしている！　陛下の御おん前まえだッ！　二度の無ぶ様ざまは許ゆるさんっ！」

　グレンデルがサラの前に立ち、檄げきを飛ばす。フェルグスもそれなりに身構え、サラを守る形をとっていた。

　そのおかげで、サラはじっくりとグンナルや彼の部下達の様子を激げき戦せんの最中でも観察する事ができた。

　グンナルの配下にいるのはほとんどが人間だ。

　が、中には魔物もいた。それも、かなり強力な魔物が。

　グレンデルが選んだ近衛の精せい鋭えいとかなりいい線で戦う程ほどにだ。

　元マルクト国王という事でグンナルに人間からの信望が集まるのはわかる話だった。

　が、魔物はそうはいかない。それは彼に支し援えん者しやがいる事を意味している。

　彼の、グンナルのたった一つと言って良い美点。

　それは、他者の進言を受け入れる度量があるという事だった。

　これだけは、同じく上に立つ者としてサラも称しよう賛さんしていた。

　いかな凡ぼん庸ようの王であろうと、傍に見けん識しき深き進言を行う者がおり、王にその進言を受け入れるだけの度量があれば、時に名君に優まさる。

　もし仮かりに、スキピオが彼に忠ちゆう誠せいを誓ちかい続けていたら、いつの日かサラは彼に敗れ去っていたかもしれない。

　だが、最終的にスキピオが選んだのは彼ではなかった。

（スキピオにも悪い事をしたわ。彼がマルクト伯はくに引け目を感じていたのは知っていたのに……）

　彼にグンナルを裏うら切ぎらせてしまった負い目に、けじめをつけねばならなかった。

　そして、そのためにはサラが生き残り続けなくてはならないのだ。死ねば全すべてが終わる。

　まずはグンナルの支援者とやらを暴あばかなければならない。

（それは誰？　多くの魔物にも信望があり、わたしに恨うらみを持つ者は）

　まだわからなかった。はっきり言って候こう補ほ者しやが多過ぎる。

　しかし、ただ一つ。前魔王の彼ではない事だけは確かだった。

　それだけでも、サラの心は不思議と安定していた。

　そうこうしているうちに、グンナルの手て駒ごまは確かく実じつに減へっていく。

　さすがは近衛このえ……と誉ほめておくべきなのだろう。

　しかし、まだ何か見落としている点があるように思えた。

（わたし一人を殺すのに何もこんな大おお仰ぎように騒さわぐ必要はないわ。グンナル自身が出て来る必要もない。

　なら、これは……）

「陽動っ！」

　気付いたサラが玉ぎよく座ざから立ち上がって叫さけんだ時だった。

　真上の天てん井じようが崩くずれ、日の影かげから一人の人影が飛び降おりて来る。

「サラぁぁぁっ！　父と妹の仇かたきぃぃぃっっ！」

　剣を振ふり上げ、落下してくる人影は見覚えがあるものだった。

　正確に言えば、影にではなくその鎧よろいに。

「ゼツ！　キサマかぁぁッ！」

　グレンデルが怒ど鳴なり、サラに振り下ろされようとした剣を腕うでで受け止める。

　だが、片かた腕うででは抑えきれないようだった。

　重力落下の勢いきおいを乗せたゼツの圧あつ倒とう的な衝しよう撃げきを止めるために魔力を極度に集中させたせいで腕が膨ぼう張ちようし、ところどころで体たい液えきが噴ふん出しゆつしている。

「させるかぁっ！」

　再ふたたび叫び、グレンデルはその口から強きよう酸さんを吐はいた。顔のフルフェイスを掠かすめ、金きん属ぞくをジュワァッと溶とかす。

　一いつ瞬しゆん怯ひるんだ鎧は、後ろに跳とんで間合いを計はかった。

「おのれぇぇ……サラぁぁぁっ！」

　憎にく々にくしげな怨えん嗟さの声をあげる彼を、サラは静かに見つめ返した。

「あの高さから飛び降りて無事とは見事な体術です。それにしても、躊ちゆう躇ちよなく飛び降りるとはよほどわたしを恨うらんでいるようですね。

　わたしは何をしました？　心当たりが多おお過すぎてわからないのですが」

「ふんっ！　わからぬか……」

　吐き捨すてた言葉と共に彼の顔を覆おおっていたフルフェイスが外れ、カランと床ゆかに響ひびいた。

　その下から現あらわれたのは、サラと同じくらいの歳としの青年だった。

　黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみをこちらに向け、憎ぞう悪おに身を燃もやしている。

「俺の名はゼクス！　貴き様さまが殺した六ろつ輝き星せいが一人、『旋せん律りつのレイ』こと、レイ＝フォロンが遺い児じ。ゼクス＝フォロンだっ！」

　その名に、ハッとする。

　六輝星、『旋律のレイ』の息子むすこという事は……。

「ま、待ちなさいっ！　あなたはっ！」

「問答無用ッ！」

　慌あわてて押おし止とどめようとするサラを、彼は一言のもとに切って捨てた。

「父と妹の仇かたきだぁぁぁっ！」

　これは誤ご解かいだっ！　内心でそう叫びたかった。

　だが、そうする権けん利りもなかった。

　自身が多くの恨みを買っている事は認にん識しきしている。誤解かそうでないか、そんな事は大した関係ではないのだ。

　恨まれて命を狙ねらわれようが、誤解から命を狙われようが、おこがましくもそれを思い止まらせようという権利はない。

　今回はたとえ誤解だとしても、他の誰かにとっては誤解ではないのだから。

　自分の為ために父や妹を失った者は、必ずどこかに存そん在ざいするのだ。

　そんな自分に誰かを思い止まらせるような事はできなかった。

　しかし、実じつ際さいに恨みを持つ相手であろうと、誤解から生じたものであろうと、殺されてやる訳わけにはいかない。

　だから、ただ実力のもとに相対するだけだ。

　たとえ誤解を持った相手であろうとも、刃やいばを向けるなら討うち滅ほろぼす。

（だから……止める役目はわたし以外でなくてはならないのよ）

　そして、今回は止めるべき役目の者がすぐそばにいた。

　その誤解を示しめす、生きた証しよう拠こが。

　だが、彼は信じないだろう。目の前でその証拠を見せない限かぎりは。

　そして、彼が時間を与あたえてくれさえすればその証拠は見せられた。

（見せられるのにっ！）

　内心で叫びながら、ゼクスの剣けんを避よけ続ける。

　隙すきも見せず襲おそい掛かかる彼を止めるべく、グレンデルは再び強酸の液を吐く。が、全すべて避けられ、大理石の床を白く泡あわ立だたせるに止まった。

　だがそれでよかった。

「待ちなさいっ！」

　サラは叫んだ。これは暗殺者にというよりも、グレンデルとフェルグスに対しての言だ。

　その意を受け取ったグレンデルが強酸を吐くのを止め、剣を引き抜ぬこうとしていたフェルグスもその動きを止めた。

　その結果、ゼクスが剣を振り下ろすのを止める者はいなくなる。

　サラ自身以外においては。

　ゼクスの強きよう烈れつな剣圧が迫せまる。

　サラはスラリと剣を引き抜くと、その剣の横よこ腹ばらで彼の剣を弾はじいた。同時に身体を捻ひねる。

　ゼクスの剣が逸それ、玉ぎよく座ざを真っ二つに斬きり、ついでに大理石の床を斬り裂さく。

　返す刀で斬り上げようとする彼の機先を制せいし、サラは己おのれの剣で彼の剣先を押さえつけた。

　そして、剣先に魔ま力りよくを集める。この圧あつ力りよくは多少の事では動かせない。

　これで身を封ふうじた。そう思った瞬しゆん間かん、ゼクスは剣を手放し、空いた手を鎧よろいの中に忍しのばせた。

　瞬間、直感的に悟さとる。

（暗器！）

　身を構かまえ、魔力を放ち、全身に防ぼう御ぎよ結界を構こう築ちくさせる。

　と、暗器は何も来なかった。

　来たのは……。

「あれぇぇ？　何やってるんですかぁ？」

　何とも気楽そうな、この場には全く似に合あわない天使のような朗ほがらかな声だった。

「お茶を、お持ちしたんですけどぉ」

　言われて気が付いた。いつもお茶を持って来てもらっている時間だった。

　こんな騒そう動どうの中にお茶を持って来ようとする彼女も彼女だが、今回ばかりは助かった。

（さすがにわたしが見み込こんだだけの事はある。心騒さわぐ時は必ず来てくれるわ）

　前を見ると、憎ぞう悪おに歪ゆがめていた顔をぽかぁんとさせて、ゼクスが口を大きく開けていた。

　もういいだろう。

　サラは剣に込めた魔力を解とき放ち、剣を収おさめ、一歩後ろに下がった。

「あれぇぇぇ？　ゼクスおにぃちゃん？　何してるんですかぁ？」

　舌したったらずで鼻に抜けるような甘あまい口調でそう呼よばれたゼクスは、床ゆかに跪ひざまずくように崩くずれた。

「な……なんでお前が……。死んだんじゃ……」

「何言ってるんですかぁ？　わたしはぁ、この通り生きてますよぉ」

「父上……そうだ！　こいつは父上の仇かたきだろっ！」

「はぁ？　何言ってるんですかぁ？　お父さんは生きてるじゃないですかぁ」

　言ってから何かに気付いたらしく、ナナはポンっと手を叩たたこうとしたようだが、お茶を持っているのに気付いて、中の茶を波打たせるだけに止とどまった。

「あっ！　そうですよねぇ。ゼクスおにぃちゃんはぁ、修しゆ行ぎように出ていてぇ、知らないんですよねぇ」

「な、何がだ……？」

「お父さんは、戦うのが面めん倒どうくさくなったって言いだしてぇ、自分を死んだ事にして隠いん居きよを決めこんでますぅ」

「そ、そんな馬ば鹿かな……」

「その節は、陛へい下かに色々とお世話になったんですよぉ」

　ぽわぁと明るく笑うナナに、ゼクスは両手を床につき、

「それでは……俺おれの、俺のこの猛たけりは一体……」

　心ここにあらずという感じで力なく呟つぶやいた。

　マルクト伯はくかその支し援えん者しやにでも騙だまされていたのだろう。

　そうサラは推すい察さつした。

　世間的には『旋せん律りつのレイ』はサラが倒たおした事になっているから当然といえば当然だが、ナナに関してはそうではないだろう。

　ゼクスが『旋律のレイ』の息子むすこである事を知って利用していたのであれば、自分の側近中の側近であるこの少女がその妹である事を知らない道理がない。

　ナナの事をわざわざ吹ふい聴ちようする事もしなかった。

　ゼクスが自分からグンナル達に接せつ近きんしたのか、グンナル達からゼクスに接せつ触しよくしたのか、それはわからない。

　だが、前者なら、自分から皇帝への叛はん乱らんに協力するなどと言い出すような者の身辺を調ちよう査さしない訳わけがないし、後者なら、六輝星の一人旋律のレイの息子としてゼクスに接触したのであろうから、それを探さがし出す過か程ていで当然ナナにも行き着いていたはずだ。

　どちらにしろ、騙されていただけなら誤ご解かいが解けた時点で彼は無害だった。

　しばらくして、グレンデルがハッと気付いたように、サラとナナを見た。

「そ、それでは陛下！　この娘こは、かの『旋律のレイ』の娘なのですかっ！」

「そうよ」

「馬鹿な。敵てきを葬ほうむる事、あまりにも華か麗れいで優ゆう美びなその戦い方に、まるでメロディを奏かなでるようと魔物からも称しよう賛さんされた、あの『旋律のレイ』の娘が……。こんな……」

「なんだか知りませんけどぉ、ばかにされている気がしますぅ」

　ぷくぅと頰ほおを膨ふくらませるナナ。

　サラがそんなナナに微ほほ笑えみを見せていると、グレンデルが問い詰めた。

「陛下！　なぜ私に教えて下さらなかったのですか!?」

「なぜ？　個こ人じんの能のう力りよくで仕えさせているからです。人か魔物か、まして親の名声ごときで使うわたしではないと知っているでしょう？」

「そうではなく。ええと……スキピオ、スキピオは知っていたのですか!?」

「伝えてはいません。もっとも、彼の事だから陰かげで調査して知っていたかもしれませんが」

「それならば！　あ、いえ……その……」

　上う手まく口には出せない様子のグレンデルに、サラはわかっていると頷うなずいた。

　グレンデルは、教えられていなかった事で信用されていないのかと問いたいのだ。だが、訊ききたくとも、訊けば彼がサラを信じていないという事になるから、こうして葛かつ藤とうしているという訳だ。

「あなたにわざわざ教えるまでの事ではないわ。あなたは大事を見るべき近衛このえ隊長なのだから」

　サラは言外に、ナナの出自など小さい事だと言い含ふくませる。

　確たしかに小さい事だった。本人の能力に比くらべれば。

「なんだか知りませんが、終わり……という事ですか？」

　と、今までほとんど蚊か帳やの外にいたフェルグスがつぶやいた。

「そうであればよいのだけれど？」

　膝ひざを屈くつし、両手を床についたままのゼクスに、サラは目を向ける。

「ここで止めれば生命だけは助けるわよ？」

「今は……動く気はない……」

　呆ぼう然ぜんと、彼は返答する。

　まあ、動く気がないのではなく、動けないのだろう。

　ここまで意表を衝つかれれば当然の反はん応のうでもあった。

　これで一つ目の茶番は終わった。

　まさかここまでの喜き劇げきになるとは、さすがのサラも思っていなかったが。

「さて、マルクト卿きようは？」

　先程まで大おお暴あばれが展てん開かいされていた方をサラが見ると、気付かぬうちに完全に鎮ちん圧あつされ、グンナルは近衛達によって緊きん縛ばくされていた。

「マルクト卿？　卿の企たくらみはこのような形に終わりましたが？」

　問うサラの声に何の反応も見せず、グンナルは肩かたを震ふるわせている。

「二度目の赦ゆるしは与あたえませんよ？」

　彼に突きつけたその言葉。

　それは、サラだけが知っているだろう、歓かん喜きが交まじっていた。

　ようやく彼を深しん淵えんの底に叩たたきこめる、その事実に。

　勿もち論ろん、この事じ件けん自体が終わった訳ではない事はわかっている。何しろ協力者と思われる魔ま物ものが姿すがたを現あらわしていないのだ。

　だが、終わりだ。事件は終わらずとも、この男との因いん縁ねんは終わりだ。

（もしかすると……こうなる事を一番望んでいたのはわたしかもしれない）

　グンナルが叛はん心しんを抱いだいている事を知りつつ、スキピオの躊ちゆう躇ちよにいわば便乗した形で彼を野放しにして叛はん逆ぎやくのチャンスを与えたのは、この光景を見る為ために、一度は救ってしまった彼を再ふたたび殺せるこの時の為にだったのかもしれない。

　今まで意い識しきして考えた事はなかったが、無意識ではそう思っていたのかもしれなかった。

　サラは人知れず、自身のおぞましさに唾だ棄きしたくなるのを堪こらえ、

「マルクト卿？」

　もう一度彼を呼よぶ。だが、相変わらず彼からの返答はなく、代かわりに返ってきたのは笑い声だった。

「くくくくく……。はぁはははははっ」

　その笑い声に、「狂くるったか」とグレンデルがつぶやいた。

　その様子に、ため息をつく。

　彼が意識をはっきりさせていなければ何の復ふく讐しゆうにもならないのだ。

　自分に対して彼がやって来た事を思い出させ、自じ責せきと後こう悔かいの念に沈しずませない限かぎり、本当の復讐は成じよう就じゆしない。

（結局……。結局、わたしの復讐はわだかまりを残さず終わる事はないのね……）

　サラは静かに天てん井じようを見上げた。

（まあいいわ。今となれば復讐の成就などついでの余よ興きよう。グンナルの協力者の事もあるし、第一この後にはまだ大仕事が残っているのだから）

「連れていきなさい」

　もはや彼には何の興味も示しめさず、近衛にそう命じた時だった。

　グンナルの笑いが変わった。

　狂ったような笑いから、はっきりとした嘲ちよう笑しようへと。

「くく……。はははっ。所しよ詮せんこの程てい度どだったか」

　声すら変わっている。ドス黒く、濁にごった声に。

「だが、失敗の責は取ってもらうぞ」

　その声と共に、グンナルの身体が激はげしく震え、バチバチと縛しばった縄なわが弾はじけ飛んで行く。

「何が起きたっ！」

　グレンデルの問いに答える者はいない。

　ただ、グンナルの身体の異い常じようが続いていた。

　身体は数倍に膨ふくれ、肩からは禍まが々まがしい翼つばさを伸のばし、太く長く膨ぼう張ちようした両りよう腕うで両足の先には鋭するどい爪つめが生え……。

　そして、グンナルのぱっくり割われた額ひたいからは、全く別の頭が生えていた。

　細い爬は虫ちゆう類るいじみたその頭に続いて、首が伸びる。

　頭部がゆうに人の身長の三倍はあろうかという高さにまで達したその時には、すでにグンナルの姿すがたは影かげも形もなかった。

　翼を広げ、足の爪で大理石の床ゆかを穿うがつ。この広間の天井が並みの高さであれば、確実に突き破っていたと思われる巨きよ軀くから見下ろしてくるその姿。

　それはまるで……。

「ド、ドラゴン……？」

　衛えい兵へいの一人が呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　正しくその姿は、魔物の中でも特に強大な力を持つと言われるドラゴンそのものだった。

　それだけではなかった。

　その姿。サラ自身、どこかで見た事のある相手だった。

「最後の最後で……この邪じや魔ま者ものがっ！」

　ドラゴンが灼しやく熱ねつの火か炎えん球きゆうを吐はいた。

　その炎ほのおはサラではなく、ナナに向けられていた。

「ナナッ！」

　サラが思わず叫さけぶ。

　ゼクスは身を挺ていしてでも守ろうと駆かけ出していたが、ここからでは遅おそい。

　状じよう況きようがわかっているのか、ほわぁと笑うナナに炎が迫せまり……そのナナの背はい後ごから、二人の人影が現れた。

「思ったとおり、こちらの茶番はまだ途と中ちゆうか」

　一方の影がナナの後ろから剣けんを抜ぬき、差し出した。

　ナナを庇かばうように差し出されたその剣に炎が当たり、舐なめるように広がるが、それは一いつ瞬しゆんの事で、広がった炎は剣に纏まとわりつくように絡からまった。

　その影は、炎が巻まきついた剣を一ひと振ふりして炎を搔かき消すと、ナナに向かって駆け寄よったゼクスと交差するように、ナナの背後から歩み出て来た。

「茶番だな。誰だれも彼もが踊おどらされている。一番踊らされているのは……誰だろうな」

　吐き捨すてる言葉と共に現あらわれたのは、ボロ布ぬのを纏った男だった。

　突とつ然ぜんの登場に、その場にいる全員の視し線せんがその男に集中する。

　困こん惑わくや推量、敵てき意いの入り交まじった、決して心ここ地ちよいとはいえない無ぶ遠えん慮りよな視線の雨。

　が、男はそんなものなどまるで意に介かいさず、抜き身のままの剣を無む造ぞう作さに下げたまま、ただ玉ぎよく座ざを一いち瞥べつした。

　サラとその男の視線が、一瞬交こう錯さくする。

　だが、サラはすぐに気付いた。これは自分に向けられたものではない。

　ほんの一瞬は自分に向けたのかもしれないが、男が本当に向けたのは……。

　そして、それを証しよう明めいするかのように、男の声が響ひびく。

「終しゆう幕まくの始まりだ。フェルグスッ！」

「動くなっ、グレンデル！」
















　男の命に、フェルグスが剣をグレンデルの首くび筋すじに突つきつけた。

　その行動に、一時呆ぼう然ぜんとなっていた場が動きを取り戻もどす。

「フェルグス！　貴き様さま……」

「…………」

　グレンデルの怒いかりの声にも、フェルグスは少しも動じない。

　と、ナナの後ろからもう一人の人影が現れる。

「そういう事でしたか」と、つぶやいたその人影はスキピオだった。

　サラは小さく、彼の無事を喜ぶ。

「はっ。犬と鳥も迷まよいこんで来たか。あの男といい、樵きこりといい……役に立たん」

　見み下くだすドラゴンの言いように、ボロ布の男は口元を歪ゆがめた。

「他人の身体に寄き生せいするとは、相変わらずの醜しゆう悪あくな趣しゆ味みだな。ファーブニル」

「ファーブニルだと？」「あの、ファーブニルか？」

　その言葉に、近衛の魔ま物もの達たちからも驚おどろきの声が次々とあがった。

（あのドラゴン！　そうか、ファーブニル！）

　サラも、今いま更さらながらに驚かされる。

　サラの魔王即そく位いに反旗を翻ひるがえし、追放した元魔物軍のナンバー２。

　グンナルの背後にいたのは彼だったのだ。

「なっ！　キサマよもや……」

　ファーブニルも驚きの声をあげた。どうやら彼も気付いたようだった。

　ボロ布を纏った、その男の正体に。

「余よ計けいな者もついているが……あの時の役者が勢せいぞろいだな」

　ボロ布を纏う彼のその言葉は……。

　他ほかでもない、今度こそサラに向けられていた。

　一直線に、その眼まな差ざしと共に。

　震ふるえそうになる声を抑おさえ、サラも同意の声をあげた。

「ええ。もっとも、あなたとわたしの立場は逆ぎやくで、あなたの元配下は分ぶん裂れつしていますが」

「いつ気付いた？」

「あなたの姿すがたを一目見た、その時に」

　その答えに、男は苦く笑しようを浮かべる。

「なるほど。我われと同じか」

　その言葉に、サラの心しん臓ぞうが跳はね上がった。

　どういう意味なのだろうか。

　そんなサラの気持ちなどおかまいなしに、ボロ布の男は続けた。

「まあいい。終幕といこうか」

「魔王ラジャァァァァス！」

　男の宣せん告こくを、ファーブニルの怒ど号ごうが包んだ。
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「魔王？」「魔王だと！」「あれがラジャス様!?」

　ファーブニルの怒号に、ここに至いたるまで気付かなかった近衛このえ達たちの声が重なった。

「キサマがぁ！　キサマさえ腑ふ抜ぬけていなければ！　我われら魔物が人間ごときを王と仰あおぐ必要もなかったものを！」

「腑抜けか。その誹そしりは甘あまんじて受けよう。だが、仰ぎたくない者を仰ぐ事となったのは己おのが未み熟じゆくゆえ。我を恨うらむ道理はなかろう」

「はっ。だからこそ、こうして魔王位を再ふたたび魔物の手に取り戻すべく簒さん奪だつを図はかっているのだ！　それを邪じや魔ましておいて……何を言う！」

「邪魔？　策さくを破やぶられた腹はら癒いせに八つ当たりをしているように見受けたが？　かつてのナンバー２も堕おちたものだ」

「五う月る蠅さいっ！」

　ラジャスに向けて、ファーブニルがいくつもの火球を放つ。

　ラジャスはその悉ことごとくを、避よけ、剣けんで斬り払はらい、ファーブニルの懐ふところへと入り込こむ。

「威い力りよくは確たしかだが、相変わらずの大味だ」

　無む造ぞう作さに突つき出された剣は、ファーブニルの足を貫つらぬいた。

　ギャッと呻うめき、翼つばさを羽ばたかせると、ファーブニルは後ろに下がる。その余波で周りにいた近衛達が薙なぎ払われたが、ラジャスは微び動どうだにせず立っていた。

「キサマ……。魔ま力りよくは失ったのではないのか！」

「失った。我わが魔力はな」

「キサマッ！」

　続けてファーブニルは火か炎えんを吐はいた。

　それも、先程と同じように剣に絡からめ取られ、搔かき消される。

「そうか！　キサマ……我が魔力を使ったなっ！」

　ファーブニルの叫びに、ラジャスは酷こく薄はくに笑う。

　その通りだった。

　ラジャスが単なる鋼はがねの剣で魔物を斬り裂く、炎を搔き消す理わ由け。

　それは、溢あふれ出た相手の魔力を強ごう引いんに奪い取り、己の意にそうように操あやつって、逆に相手に対して叩たたきつけていたからなのだ。

　魔力を失ったラジャスだが、魔力を視みる能のう力りよくまでは失っていなかった。

　そして視る能力さえあれば、溢れ出るに任まかせ意い志しが伴ともなわれていない魔力を操る事は、彼にしてみれば容た易やすい事だったのである。

　歴代魔王と比ひ較かくしても格かく段だんに強力なラジャスの魔力は、あまりにも強大過すぎて他の魔物のように魔の力を用いて抑おさえ込むなどという事ができなかった。

　だから、彼が制せい御ぎよに使ったのは、本当にわずかな力だけだった。

　魔力の流れの法ほう則そく性せいを感じ、読み取り、自然に、無理なく、無む駄だなく動かす……。

　それができていたからこそ、彼は強大な力を自じ在ざいに操る事ができ、魔力を奪われた他の魔物達の様に死ぬ事もなかったのだ。

　そんな彼にしてみれば、魔物一匹ぴきから漂ただよう魔力の残ざん滓しごとき、操るのに何の苦労もなかった。

　今の彼を強くしているもの。

　それは、魔力を失い修しゆう練れんを重ねたその身体からだと、かつての強大な魔力を操る為ために培つちかわれてきた経けい験けんだった。

「たとえ己が魔力を奪われたとて、知ち識しきと身体に染しみ込ませた経験まで奪われた覚えはないからな」

「キサマ！　ならば……ならばなぜ！　あの時に逃にげたっ！」

　魔力攻こう撃げきの無駄を悟さとったファーブニルは、攻撃を爪つめと牙きばと尾おの連撃に変えた。

　魔力を上う手まく使えないザコの魔物ならともかく、ファーブニルほどの高位の魔物になれば、攻撃を肉体攻撃に限げん定ていさえすれば無駄な魔力を溢れ出させる真ま似ねはしない。

　巨きよ体たいの割わりに素す早ばやい動きに、ラジャスはギリギリの見切りを要求される。

「そう言うな。この身体、使い物になるまで四年かかったのだ」

「ならば再び使えぬようにしてやる！　今度は永えい遠えんになッ！」

　ファーブニルの動きがどんどん速くなる。魔力を外に溢れ出させない代わりに、内部に溜ためて肉体強化を図はかっているのだ。

　いくら修練を重ねたからといって、今のラジャスはほとんど人と同じ。魔力で攻撃する事も、結界を張はる事も、ファーブニルのように肉体強化する事もできない。

　加えて、魔力を付加できない剣はただの鋼はがねの剣に過ぎない。ファーブニルの硬かたい鱗うろこを貫く事もできず、逆ぎやくに折られるのがオチだった。

　ラジャスは剣で攻撃を捌さばく事もできず、ギリギリの見切りで攻撃を避け続けたのだが、それも限界がある。

　ファーブニルの攻撃がラジャスに掠かすり始め……そして、その爪がラジャスのボロ布ぬのを剝はぎ取った。

　ボロ布の下に隠かくれていたその顔、身体が初めて露あらわになる。

　短く刈かり取られた銀ぎん髪ぱつに近い灰はい色いろの髪に、強き意い志しを宿した瞳ひとみ。ボロの綴つづれに包つつんだ身体は、格かく別べつ筋きん肉にく質しつという訳わけでもなく、ただ端たん正せいとしか言いようがないほど整っている。

　そして、やや黄色に近いその身体には、至いたる所に無数の傷きず跡あとがあった。何より、顔左側の大きな傷が目を引く。

「そうまでして我われの邪じや魔まをしたいか。ファーブニル」

　静かに言い放たれ、しかし、内なる威い厳げんと激はげしさを兼かねたその言葉は、たとえ魔力を持たずとも、身なりがいかに落ちぶれていようと、かつての魔王時代となんら変わりがなかった。

　静かな、そして、あまりに強大なプレッシャーに圧おされ、ファーブニルは動きを止めさせられる。

「あくまで我を狙ねらう。貴き様さまにしては賢けん明めいな判はん断だんだ……と言ってやる。貴様程てい度どでは彼女に勝てるはずがないからな」

「なッ！」

「あの女より我の方が組み易やすし。そう考えて、怒いかりの矛ほこ先さきを我にぶつけているのだろう？」

「キサマ……。言うに事欠いて……許ゆるさん！」

「その怒りに正当性を与あたえてやっているのだ。ファーブニル」

「死をもって償つぐなえッ！　ラジャスッ！」

　ファーブニルが大きく牙を剝むき出し、爪を振ふり上げる。

　一言、ラジャスは叫さけんだ。

「フェルグスッ！」

　名を呼よばれたフェルグスは己おのれの仮か面めんを剝ぎ取ると、その仮面を投げた。

　ラジャスはそれを左手で受け取ると、今、まさに迫せまろうとしているファーブニルに向けてその仮面を放つ。仮面が、ラジャスとファーブニルを結ぶ直線上に乗ったその時、ラジャスは右手の剣けんでその仮面を真まっ直すぐに貫つらぬいた。

　それは魔ま力りよくが視える者にとって、正に劇げき的てきな光景だった。

　剣で貫かれた仮面から紅あかい魔力がそれこそ竜たつ巻まきのように渦うずを巻まきながら、ファーブニルに突つき刺ささっていったのだ。
















　そして、その魔力の渦に突き破やぶられた傷口から紅い閃せん光こうがファーブニルをなぞるように一直線に疾はしり、続けて連れん鎖さするようにファーブニルの身体を無数の紅い閃光が縦じゆう横おう無む尽じんに埋うめ尽つくした。

「グガアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！」

　ファーブニルの断末魔の叫びが響ひびく。そんな中、ラジャスが静かに言い放った。

「喜べ。彼女の為ために取っておいた切り札を使ってやったのだ」

「ラ……ジャ……ス……」

「眠ねむれ。幸福なる愚おろか者よ」

「ラジャァァァァァァァァァァァァァァァスッッ！」

　断末魔の叫びと共に紅い閃光に包まれ、ファーブニルは崩くずれ落ちていった。




　崩れ行く意い識しき。崩ほう壊かいする身体。荒あれ狂くるう魔力の嵐あらし。

　そんな中、ファーブニルは微かすかに笑えみを浮うかべた。

（これでよかったのだ。これで）

　いや。むしろ、望外の喜びでもあった。

　計画通りいけば、どちらにしろ死ぬはずだった自分。

　その自分に止とどめを刺すのがあの男になろうとは、思ってもみなかった僥ぎよう倖こうだ。

　彼にもわかっていたのだろう。

　自分が死に急いでいたことは。

　未み熟じゆくな自分を差し置き、復ふく讐しゆうなどという恥はじ知しらずな真ま似ねをして生き続けるだけの厚こう顔がん無む恥ちにはなれないことなど。

　確たしかに彼は正せい当とう性せいを与えてくれた。

　周りがどう思ったかは知らないが、自分には良くわかった。

　愚ぐ弄ろうして、怒おこらせ、戦いの後にそして死ぬという正当性を、彼は与えてくれたのだ。

　おそらくは、かつての部下への手た向むけとして。

　かつての主あるじとしてのけじめとして、彼は与えてくれたのだ。

　とっておきの切り札まで使って……。

（そうだ。そうでなくては！　私が主と認みとめるのは貴方あなた一人でいい）

　崩れ行く意識の中、ファーブニルは笑う。

　自分の計画は終わった。だが、計画自体はまだ続く。

　最さい後ごの一いつ矢しが残っている。

　そして、最も早はやそれは自分のものではない。マルクト伯はくと呼ばれた男の復讐だ。

　その結果などどうでもいいと思っていたが、かつての主たる彼が出てきたのであれば見てみたかったという衝しよう動どうにも駆かられる。

　全すべてを棄すてていたのになお、未練が残る。

　確かに自分は愚か者だ。

　幸福な、愚か者だった。




　断だん末まつ魔まの叫びが消え、沈しずんだ肉にく塊かいには興きよう味みもないとでも言うかの如ごとく、ラジャスは無言で身体からだを翻ひるがえした。

　皇こう帝てい、サラに向けて……。

「こちらの茶番も済すんだ。我われらの茶番を始めようか？」

　サラはその問いには答えず、

「彼が、正体が知られているとわかっていてもなお着け続けていたあの仮面……。あれは、あなたの為の魔力貯ちよ蓄ちく器きだったのですね」

　ラジャスは黙もくして語らない。そして、それが答えだった。

　究極のカウンターアタックとでも言うべき逆ぎやく魔力操そう作さ。

　その欠点はただ一つ。魔力を持たぬ者、出さぬ者には何の意味もないという事だ。

　その欠点を補おぎなうべき物。それこそが、正体がバレてもなお着け続けていたフェルグスの仮面だったのだ。

　常に着け続ける事でフェルグスの魔力が貯ため込まれ続けた仮面。それはいわば、ラジャスの切り札への起き爆ばく剤ざいだった。

「それにしてもお見事です。魔力を出さぬ彼に傷きず口ぐちという穴あなを開け、そこから溢あふれ出た魔力を引ひっ張ぱり出し、その魔力で彼の身体を破は壊かいし、再ふたたび魔力を引き出す……。その無む限げん連れん鎖さを行うとは」

　サラの言葉に、ラジャスは目を細める。

「そこまで見み破やぶったか。さすがと言っておこう。

　……余よ興きようにはなったか？」

「十分に」

「ならばいい。使ったかいがあった」

「…………」

　ラジャスとサラは、互たがいに黙だまる。

　そして、その間、他の誰だれも口を挟はさまなかった。

　わかっているのだ。この騒そう動どうの、本当の終しゆう幕まくが訪おとずれようとしているのだという事を。

　サラは無言でマントの留とめ金を外し、歩を進め、玉ぎよく座ざの下へと降おりた。

「皆みなの者には手出しを禁きんじます。

　これも以前、あなたがおっしゃいましたね？」

「忘わすれたな」

　抜ぬき身の剣けんを無む造ぞう作さに垂たらし、ラジャスも歩み寄よる。

「さて……始めようか？」

　火花が舞まった。




　ラジャスが宣せん言げんした瞬しゆん間かん、サラは動いた。

　彼に対し、躊ちゆう躇ちよするのは逆に身の危き険けんだと判はん断だんしたからだ。

　そうして一瞬で斬きりつけた剣は、無造作に見えた彼の剣で阻はばまれた。

（やはり不意打ちも無む駄だか）

　サラは己おのれの決定力のなさを改めて痛つう感かんする。

　元々、搦からめ手を得意とする自分に一いち撃げき必殺の技わざはない。あえていうなら魔ま王おうとしての魔力だが……。

（今ならわかる。彼が切り札をわたしの目の前でわざわざ見せたのは、彼に対し魔力を使う愚ぐを思い知らせる為ためだ。

　ファーブニルを倒たおす為に彼が駆く使しした魔力操そう作さ術じゆつ……。あれは、今思い出しても惚ほれ惚ぼれする程ほどの芸術。自分とは格かくが違ちがう）

　あの攻こう撃げきには、戦せん慄りつと同時に感動すら覚えていた。

　もし自分が魔力を使ったとしても、彼の操作術の前に簡かん単たんに返されてしまうだろう。

　よしんば彼が操れなかったとしても、魔力について未み熟じゆくな自分が魔王の魔力の全てを操る事は不ふ可か能のうだ。

　防ぼう御ぎよに使うなら多少は何とかなるだろうが、攻撃に使えば被ひ害がいばかりを大きくして、下へ手たをすれば自らの部下達をも巻まき込みかねなかった。

　魔力攻撃は決定的に封ふうじられたのだ。

　だが、残されたものもあった。

『たとえ魔力は奪うばわれても、知ち識しきと経けい験けんは残る』

　全くその通りだった。

（そう。魔力を封じられたとしても、自分が生きていく為に今まで培つちかってきた知ち略りやくと戦せん技ぎは残る。それで十分よ）

　決意し、サラは剣を構かまえた。

　確たしかに一撃必殺の技はない。だが、それでもいい。

　相手が強きよう靭じんな皮ひ膚ふを持つ魔物ならともかく、今の彼はほとんど人間と同じなのだ。

　彼の身体からだにつけられた無数の傷が、それを証しよう明めいしている。

　人間と同じように、頭、心しん臓ぞう……どこでもいい。急所を突つけばそれで終わりだし、何もそんな真ま似ねをしなくても、傷付け、血を流させるというそれだけで相手は弱る。

　さらにつけ加えるなら、攻撃を捌さばいて逃にげ回るだけでもいいのだ。

　サラが部下に手出しを禁止したのは、何も正々堂々の勝負に拘こだわったからではなかった。

　グンナルの手て駒ごまとの戦いで疲つかれた近衛このえ達たちでは、ラジャスを倒せない事が明白だったからだ。

　だが、サラが彼の攻撃を上う手まく捌き続け、近衛達の体力回かい復ふくの時間を稼かせぎ、逆ぎやくに彼を疲ひ労ろう困こん憊ぱいさせればそれもまた別の話。

　たとえ疲れ果てたとしても彼に魔力攻撃は効きかないだろうが、物理攻撃ならばそうもいかないはず。

　弓でも弩いしゆみでも、槍やりや戟げきでも、相手の攻撃範はん囲い外がいから包囲して攻撃させれば済すむ話だ。

　サラはそう考えていた。

　そして、ラジャスも当初からそれこそを恐おそれていた。

　サラは皇こう帝てい。そして、そのサラが全力を出すという事は、全すべての部下を総そう動どう員いんする事を意味する。統とう一いつ帝国全てを改めて敵てきにまわすという事と同どう義ぎなのだ。

　相手に勝つための戦略の基き本ほんは、相手を上回る戦力を集める事であるというのは普ふ遍へんの事実。そして素すの状じよう態たいで皇帝であるサラはそれに勝まさっていた。

　だが、ラジャスはそれを覆くつがえした。

　戦いとは直ちよく接せつ刃やいばを交える前から始まっているものであり、互たがいの戦略的優ゆう位いを競きそうその時点ですでに戦いは始まっているもの。

　二人が直接刃を交えていなかったからといって、戦っていなかった訳わけではないのだ。

　戦略的優位を争う主しゆ導どう権けん争いは、結局ラジャスに軍配が上がった。

　今はどちらが優位とは言えない状じよう況きようだが、サラを圧あつ倒とう的優位の状態から同じ土ど俵ひようまで引きずり降おろしたのだ。ラジャスの勝ちと言って良い。

　サラには、その要よう因いんもわかっていた。

　自身がグンナルの叛はん乱らん騒そう動どうでラジャスとの争いを邪じや魔まされた反面、その叛乱をラジャスが最さい大だい限げんに利用できたからだ。

　邪魔されたというのは言い訳にはならない。

　邪魔に思っていたのはラジャスとて同じなのだ。

　彼と同じように利用できなかったサラの失しつ策さくというだけの話だ。

　この事は、他の誰よりもサラが一番良くわかっていた。

（戦いの間かん隙げきを衝つかれた。

　近衛達は叛乱鎮ちん圧あつで疲労困憊し、わたしを守るために傍そばにいたグレンデルは同じく傍にいたフェルグスに抑おさえられた。スキピオとナナに戦せん闘とう能力はなく、予想外戦力のゼクスは、ナナに手さえ出さなければ動かない。しかも、彼はナナにとって生命の恩おん人じんとも言えるのだし……まさかそこまで読んだ!?）

　それはさすがに考え過すぎか。それとも……。

　サラは横目で近衛達を見た。

　ファーブニルをほとんど一いち撃げきで屠ほふったあの攻こう撃げき。あれに、近衛達の中に動どう揺ようが蔓まん延えんしていた。

　なまじ魔王である時の彼を知っている分、『魔王』の名に恐きよう怖ふしていた。

　これでは、たとえ近衛達に体力が残っていたとしても、その戦力は半はん減げんされてしまった事だろう。その恐怖を一時でも忘わすれさせるためにも、時間稼ぎは必要だった。

　サラに一つだけ言えるとしたら、全ての状況が彼に味方したという事だった。

　状況が味方し、最大の効こう果かを発はつ揮きするタイミングでラジャスは現あらわれた。

　サラは策さく略りやく家かというものは演えん出しゆつ家かだと考えている。

　自分自身を演出し、他者を演出し、その演出に最も映はえる場面を演出する。自分を優位という役者に仕立て、相手を劣れつ位いという役者に仕立て、それが顕けん著ちよに現れる場面を想定し用意する。

　それが策略家というものだと。

　それを考えれば、彼の演出は最高の出来でありタイミングだった。

　そして、全ての状況を今この為に、皇帝であるサラを一対一での勝負に持ちこませる為に演出したというのなら、彼をこそ稀き代たいの策略家と称すべきだった。

　サラは戦せん慄りつと共に、言い様もない高こう揚よう感に包まれていた。

　かつて、自分をここまで認みとめ、迫せまってきた相手はいない。

　今でこそ知略を認めてくれる者も多くなったが、それは皇帝として善ぜん政せいを敷しく努力を怠おこたっていないからで、それ以前には、卑ひ怯きようだとか、汚きたないだとか、えげつないなどと罵ののしりの言葉だけで、それを認めようなどという者はほとんど皆かい無むだったのだ。

　グレンデルなどは早くから認めてくれていたが、それは魔王、つまり味方であったからの事。敵として相対した者は、決して認めなかったのだ。

　自らの敗北を、いわば『反はん則そくされて負けた』と、決して認めようとはしなかったのだ。

　唯ゆい一いつ違ちがった相手。それが彼だった。

（彼はわたしに対して一度も罵りはしなかった。それどころかその力を認め、本気で戦って来てくれている。そう。彼は……わたしを認めてくれた。認めたからこそ、戦いを挑いどんで来てくれている）

　ラジャスがサラに向けている戦意。

　グンナルやファーブニルがサラに向けた敵てき意いが否ひ定ていからのものであるならば、彼が向ける戦意は肯こう定ていからくるものだろう。

『バケモノ』と呼よばれ、蔑さげすまれ、否定されてきた自分を認めてくれた相手。

　それが彼だった。

　サラは思い出す。

　あの時、魔ま王おう城じようで、彼はわざわざ自ら出て来た。

　それは、勇者としての力量を認めたからでも、知略を知った上での事でもなかったと思う。魔王として君くん臨りんしていた彼がそんな些さ細さいな事を知っていたはずがないのだ。

　彼は、サラという存そん在ざいそのものを認めていたのだ。

　たった一目見た、それだけで。

　それまで、自分を認めてくれたのは失った『おばあちゃん』だけだった。

（これじゃあ……一ひと目め惚ぼれもしようというものね）

　サラは人知れず苦く笑しようし、少しばかり長い追つい憶おくを胸むねにしまった。

　この高揚感と歓かん喜きの叫さけび……。

　それを表すのは、言葉でも、まして抱ほう擁ようを求める事でもない。

　知略と、武ぶ勇ゆう。

　死力を尽つくしてのその交わりこそが最大の返礼であり、好意を示しめす事になる。

（感かん傷しようから手て抜ぬきをしたなどと思われたら……それこそ嫌きらわれてしまうでしょうね）

　サラにとって、それこそ、絶ぜつ対たいに嫌いやだった。




　誰だれかが息を吞のんだ。

　ラジャスに初撃を受けられて一いつ旦たん退しりぞいた後、サラの雰ふん囲い気きが一変したのを感じ取ったのだ。

　サラの中で何があったのか、その者に計はかり知ることはできなかっただろう。

　だが、それでも何かを感じ取らせる程に、サラの放つ威い圧あつは強くなった。

　ラジャスもそれを感じ取ったのだろう。剣けんを肩かた辺りに上げ、水平に構かまえる。

　全身のバネを使った、急所への一ひと突つきを狙ねらったものだ。

　それに対し、サラは左足を一歩下げて剣を斜はすに構える。

　一いつ瞬しゆん、二人の双そう眸ぼうが交わり、再ふたたび火花が舞まい散る。

　ラジャスが突き出した剣先はサラの剣の腹はらで払はらわれるが、それを初めから見み越こしていたのか、ラジャスは払われた瞬間にすぐさま剣を引き戻もどした。

　そして、サラが払った空くう隙げきを衝き、戻した剣を再び突き出す。

　サラも剣を引き戻す。が、少し遅おそかった。

　剣が胸に突き刺ささるその寸すん前ぜん、真まっ直すぐ引き戻した剣の柄つかがかろうじてラジャスの剣を弾はじく。と同時に、サラは身体からだをするりと躱かわし、相手の懐ふところへと飛び込こんだ。

　そして、左ひだり拳こぶしを腹にねじり込むように叩たたき込む。

　一瞬、ラジャスの動きが止まる。

　サラはその隙すきにねじ込んだ左拳を抜こうとして……動かない事に気付いた。

　いつの間にかラジャスの左ひだり腕うでに摑つかまれている。

　そして、彼女にもわからぬまま、気が付けば宙ちゆうを舞っていた。

　投げ飛ばされた。その事に気付くと同時に、ラジャスの姿すがたを確かく認にんする。

　空中で追つい撃げきを受けたら避よけようはない。

　だが、ラジャスも無理な体たい勢せいから投げたためか、追撃はできないようだった。身体を向け直し、体たい勢せいを整えるに止とどめている。

　サラも空中で軽く身体をひねると、足元から静かに着地する。

　再び、正面で対たい峙じする二人。

　サラもラジャスも、どちらも相手の先の先を読む理り詰づめの剣だ。

　ラジャスが短期即決で急所を狙う事はサラにはわかっていたし、ラジャスもサラが当てて逃にげる時間稼かせぎに出る事はわかっていた。

　この戦い、読み違ちがえた方が負ける。

　二人の戦いは、剣の上でも実は知ち略りやくの戦いの様相を見せていた。




（急所を狙う事が読まれている事は彼もわかっているはず……。となると、次は……）

（時間稼ぎか。この状じよう況きようでは最さい善ぜんであり最さい適てきだ。ならば！）




　ラジャスが剣を振ふる。突きではない。サラの足元からの斬り上げだ。

　足を両りよう断だんする必要はない。腿ももでも膝ひざでも、多少なりとも傷つければ動きは鈍にぶる。

　そして、サラはそれを読んでいた。

（急所を狙えないのなら、狙えるようにする。まずは利きき腕か、足か……）

　ラジャスが突きではなく、剣を横に構えたのを瞬時に察知して足と判はん断だんする。

　腕ならば突きで心しん臓ぞうを狙うと見せかけると判断したからであり、それは当たっていた。

　ラジャスの大きく腰こしを落とした体勢からの斬り上げに、サラは跳ちよう躍やくで上空に避けた。

　しゃがんだ体勢で相手の足元へ攻こう撃げきするなど、剣けん術じゆつとしては奇きを衒てらっている分、効こう果かも大きく、隙も大きい。

　大きく空振った上にほとんどしゃがんだ状態という不安定な体勢のラジャスへ、サラは上空からの一撃を見舞うべく剣を振り上げる。

　その瞬間、サラの視し界かいは横に吹ふっ飛とんだ。

　空振った剣の勢いそのままにラジャスは回転し、宙に浮ういているサラの横腹に回し蹴げりを叩きこんだのだ。

　空振った攻撃の勢いを利用しての事とはいえ、しゃがみ込みからの回し蹴りなどその場の勢いでできる芸当ではない。全すべてはサラの読みの先を読んだ上での攻撃だった。

　そして、読んだ上での連撃ならば、体勢はすぐに整う。

　吹き飛ばしたサラに、ラジャスは追撃を掛かけた。

　腹を蹴られ、一瞬息を止められていたサラは、その瞬間的な混こん乱らん状態の中でも相手の姿を見失う事だけはしなかった。

　床ゆかを蹴り追撃してくるラジャスに、このままでは捌さばけないと判断し、切り札の一つを放つ。

　皇こう帝ていとしての軽けい装そうの、その右手首に仕込んだバネ仕掛けの仕込み針ばり……。

　すなわち、暗器。

　実じつ際さいには使われる事はなかったゼクスの暗器をすぐさま見抜いたのも、サラ自身も暗器を使うからだった。

　そして、サラとしてはこれで仕し留とめる気はなかった。あくまで足止めだ。

　微かすかな針の気配を察知したラジャスは、刹せつ那なに、今度は後ろに向けて地を蹴る。

　そのすぐ後、鈍にぶく輝かがやく針が床に突つき刺さった。

　その鈍い輝きに、ラジャスはそれが何かすぐに理り解かいする。

「仕込みの上、毒針とはな。さすがだ。皇帝が暗器使いではならぬという法はないからな」

　心底感服した様子のラジャスは、さらに続けた。

「良いのか？　そのような切り札を足止めなどに使って。至し近きんで放たばその効果、絶ぜつ大だいなるものとなっただろうに」

「先に切り札を拝はい見けんさせて頂いただいた返礼とお考え下さい。それに……」

「それに？」

「暗器の真なる力は、その威い力りよくではなく心理効果ですから」

　笑うサラに、ラジャスは無言で頷うなずいた。

　暗器はその正体を見み抜ぬかれた時点で普ふ通つうは威力が半はん減げんしたも同然となるが、この場合、それが半減とはならなかった。むしろ心理的効果という点では増ぞう大だいしている。

　問題は、サラが暗器を持っているという事実だ。

　暗器を常じよう用ようするのは暗殺者の類たぐいであり、普通、皇帝が持っているなどとは思わない。

　そして、持たぬはずのない者が持っているとなれば、それが一つとは限らないのだ。

　サラは暗器を持つ事を見せた。それだけで次なる暗器の存そん在ざいを匂におわせる事ができ、相手はそれを意い識しきして動かざるを得なくなる。

　事実、サラは左手首に同じ物をもう一つ隠かくしている。

　実は、軽装ではなく正装だった場合、その数は十を超こえる。たとえば、先さき程ほど外したマントにもいくつか忍しのばせてはあったのだ。

　それを外したのは、単に動き難にくいからだった。

　サラにとって暗器とは、言わば動き難い正装の隙すきを補おぎなう武ぶ器きとして用意しているものに過すぎないのだ。

　暗器は使うが、サラにとっては単なる武器の一つ。

　軽装の場合、その身軽さこそが最大の武器になるのだ。

（さて、次は……）

　サラはラジャスの次じ撃げきを読んだ。

（暗器があるとなれば、普通は臆おくする。だけど、彼は！）

　その予よ測そくは、彼の構かまえによって肯こう定ていされた。

　何の変へん哲てつもない刺し突とつの構えだったからだ。

（相あい討うちも覚かく悟ごの一撃。こちらが一撃放つ前に一撃当てる。やはりそれを狙ねらってくる）

　暗器を見せれば、彼は必ず急所狙いの突つきでくる。

　これまでの戦いからして、そうくるだろうと考えていた。

　暗器を使って見せたのはそれを考こう慮りよしての事でもあったのだ。

　相手に他の手を打たれる前に、もっとも読み易やすい手を打たせる。

　相手をこちらの読みの中に誘さそい込むのも策さく略りやくの基き本ほんだ。

　戦いにおいて、一手先、二手先をそのつど考えているようでは遅おそい。

　最初の一手。それで、相手の十手先・百手先の手を誘えるようでないとダメなのだ。

　──もっとも、相手も同じ事を考えているには違ちがいないのだが。

　ラジャスの構えを受けて、サラは剣けんを斜はすに構えた。

　図はからずも、先程と同じ。

　知略も双そう方ほう互たがいに極きわまれば、極限の一点に集約されるもの。

　お互いが、お互いの先を。その先、その先、さらにその先を……。

　次は次はと高度に読み合い、あらゆる無む駄だを省き、洗せん練れんを極めた読み合いの末は、単たん純じゆんの一手に尽つきる。

　一いつ瞬しゆんの間の末、互いが同時に動いた。

　渾こん身しんの突きがサラに迫せまる。

　狙いは、心しん臓ぞう。

　強きよう烈れつな死のプレッシャーが目前に迫った。

　この一撃の前では、余よ計けいな動きは命取りとなる。

　サラは微かすかに重心を下げ、潜もぐり込むように懐ふところに入る。

　その直後、心臓の残ざん影えいの如ごとくその場にあったサラの髪かみの房ふさが突き切られた。幾いく本ほんかの髪が剣に絡からめ取られ、文字通り後ろ髪を引ひっ張ぱられるが、強ごう引いんに全身を前に出した。

　ブチブチッと何本かが根元から千切られていく痛いたみも感じず、サラは無心に剣を出した。

　カウンターの一突き。

　その一突きがラジャスに向かう。

　その瞬間に、サラの頭の中に相手が自分にとってどんな存在かという想おもいはなかった。

　ただ、相手の動きに呼こ応おうしただけ。

　それが何を意味したのかは、貫つらぬいた後に気付く事となった。




　　　　２




　結果的に、サラの剣はラジャスの心臓には届とどいていなかった。

　代わりに、彼の左ひだり腕うでを貫いていた。

　いや、貫いたのではない。貫かされたのだ。

　文字どおり捨すて身の、左腕を犠ぎ牲せいにしての剣けん封ふうじ。

　耳元で、風を切る音が聞こえる。

　刹せつ那なの判はん断だんで、サラは剣を手放すと床ゆかを蹴けって転がるように遠ざかった。

　この際さい体たい勢せいの悪さは目をつぶる。そうでもしないと逃にげきれるものではない。

　サラは転がり……勢いきおいをつけて立ち上がった視し線せんの先には、左腕から剣を生やし、血で彩いろどらせているラジャスの姿すがたがあった。

「これすら避よけるか。必殺のつもりだったが……さすがだ」

　ラジャスは静かに言い放ち、右手に握にぎる己おのれの剣を床に突き刺すと、左の剣を抜ぬき取る。

　その痕あとから血が噴ふき出し、腕から滴したたり落ちて大理石の床を赤く染そめた。

　その姿に、サラは戦せん慄りつを覚えた。

（わたしは……。わたしは……何をした!?）

　あの時の無心の一撃。彼が左腕で受けなければ、確かく実じつに心臓を貫いていた。

（わたしは……殺す!?　彼を!?）

　決意したつもりが、決意しきれていなかった。

　全力で相手をする。その結果は？

　考えなかった訳わけではない。

　現げん実じつの行こう為いとなって現れたその時に、改めて畏い怖ふを覚えたのだ。

「まさかこれで終わりにするつもりではないだろうな」

　動どう揺ようするサラを見て取ったのか、ラジャスが告げる。

「我われらが戦い……。この程てい度どで終わらせるつもりはない」

　静かな、それでいて内包する決意を溢あふれ出させるその言葉、その姿し勢せい。

　それに……圧おされる。

（まずい！　吞のまれる……。このわたしが完全に吞まれる！）
















　彼を殺し掛かけたという動揺に加え、彼から溢れ出てくるプレッシャーにサラは圧あつ倒とうされ始めていた。

　サラだけではない。

　血を流しながら平然と立つラジャスに、その場にいる者、そのほとんどが威い圧あつされている。

（関係ない！

　魔ま力りよくがなかろうが、ボロ布ぬのを纏まとっていようが、そんなものは関係ない！

　このプレッシャー、威圧、存そん在ざい感！

　この魂たましい。これこそが魔王！）

　サラの手が震ふるえる。心の奥おく底そこが震える。

　そして、その場に立ち会った者、全すべてが震えたようだった。

　恐きよう怖ふに、あるいは歓かん喜きに。

　真の意味で歓喜したのはフェルグスだけだが、恐怖の感かん極きわまる先も歓喜だ。

　圧倒的な存在の違ちがい。

　己より遥はるかに強大な存在の前には、感動を覚えるしかない。

　それは、壮そう大だいなる自然・悠ゆう久きゆうなる刻ときを感じる時と同種だ。

（わたしが圧された！　それなら……動ける訳がない。

　こんな中、他の兵士が動ける訳がない！）

　畏怖は兵の力を半はん減げんさせる。サラはそう考えていた。

　だが、そんなものではなかった。

（半減どころか……完全に殺された！　もう近衛このえは役に立たない！）

　震え、両手足をガタつかせている近衛達にいくら命令したとしても、もはや一歩も動く事はできないだろう。

　サラが有利になっていれば彼らを鼓こ舞ぶする事もできただろうが、体力的にはどうであれ、精せい神しん的に完全に圧されている現げん状じようではそれもままならない。

（わたしの失しつ策さくだ！　彼を倒たおすなら一いち撃げき……最初からそれを狙うべきだった！）

　戦せん慄りつに徐じよ々じよに身体を支し配はいされながら、サラは悔くやんだ。

　彼を傷きず付けて有利になるどころか、逆ぎやくに戦力を削そぎ取られた。

　誰だれも動けない。

　そう考えた時だった。

「くくく……」

　ラジャスの後方、ファーブニルの血ち溜だまりの中から、笑いが聞こえてくる。

「あの女を殺すのは魔物ではなく人間……。つまり私だ。

　そういう事だ……。そういう事だなっ！　ファーブニルッ！」

　叫さけびと共に、血溜まりから人ひと影かげが立ち上がった。

（あれは……グンナル!?）

　血溜まりの中から立ち上がった者。それはマルクト伯はくグンナルだった。

　その手には、いつの間に手にしたのか弩いしゆみが構かまえられていた。

「死ねぇぇぇぇぇっ！　サラ＝シャンカーラぁぁぁぁっ!!」

　魔王に圧倒されていた事に加え、あまりに意外な出来事にサラは動けなかった。

　呆ぼう然ぜんとしたままのサラに弩から発はつ射しやされた矢が唸うなりをあげて飛んでくる。

　ただそれを見ていただけのサラに、その矢が突つき刺ささるのは時間の問題だと思われた。

　だが、確かく実じつに身体からだを射い貫ぬいていたはずのその矢は、サラには届とどかなかった。

　サラの前に立っていたラジャスの、傷付いた左ひだり腕うでに突き刺さったのだ。

　グンナルの狙いが外れたのか、偶ぐう然ぜんか、それとも……。

　それは、受けたラジャス本人にしかわからない。

　そして……。

「邪じや魔まをするなっ！」

　ラジャスが振ふり向き様ざまに剣けんを投げ放つ。

　先程まで彼の左腕を貫つらぬいていた、サラの剣を。

　剣は正確にグンナルの身体を貫き、グンナルは吐と血けつして再び血の肉にく塊かいの中に倒れた。

「最さい期ごの最期で……そういう事か、ファーブニル。さすがだ。我をも謀はかったか」

　今度は矢を抜ぬきながら、ラジャスが静かに言い放つ。

　そして、サラもようやく事じ態たいに気付いた。

　ファーブニル。グンナルに寄き生せいしたと見せた彼は、己おのれの死に擬ぎ装そうしてグンナルを隠かくしていたのだ。

（それなら、ファーブニルがナナを狙ったあの攻こう撃げきにも納なつ得とくがいくわ。ナナを殺され、激げき怒どしたゼクスなりわたしなりに殺されてみせ、その死体の中に潜ひそんだグンナルがわたしを討うつ。そういう計画だったのね……）

　彼かれらが仕し込こんだ刺し客かくは、武ぶ芸げい会かいに出ていた魔ま物もの達たちでも、ゼクスでもなかった。

　それは、ファーブニル自身であり、グンナル自身だったのだ。

　サラも、スキピオも。そして、結局その策さく略りやくを潰つぶしたラジャスも……さすがにここまでは読んでいなかった。

　前魔王の参戦というグンナル達にとっての不確定要よう素そがなければ、サラは生命を落としていたかもしれなかった。

　だが、終わった。グンナルとファーブニルらの策略は終わったのだ。

（グンナル。そしてファーブニル。見事でした……）

　サラは二人に対し、心の底から称しよう賛さんを送った。

　決して好意を抱いだいていた訳わけではない。むしろ嫌けん悪おをすら感じていた相手だ。それでもここまで見事に嵌はめられると、逆に純じゆん粋すいな賛辞が出てくるのである。

　それは、策謀を生命の糧かてとしてきたサラの正直な気持ちだった。

（グンナル。ファーブニル。わたしは彼らを否ひ定ていしたけど、それはあくまで個こ人じん的な感かん情じようによるもの。上に立つ者としては、それだけなら見習う点もあった）

　実じつ際さい、サラが皇こう帝ていとして立たなければ、国王として、後こう継けい魔王として、二人はそれなりの施し政せいを行い得たかもしれない。資し質しつだけならそれなりのものはあった。

　彼らを狂くるわせたのは他でもない、サラ自身なのだ。

　そして、狂ったなりにサラをあと一歩まで追い詰つめた彼らの行こう為いは、サラが己を取り戻もどすのに十分だった。

　ファーブニルとグンナル。

　血に彩られる肉塊と化したその二人に、サラは称賛の目を送り……。

　そして、自じ責せきの念にかられた。

（可か能のう性せいとしての真っ当な施政……。わたしは個人的感情からそれを潰した。それだけでも生命を狙われるに十分な資し格かくなのよ。

　まして何の関係もなく巻まき込んだ相手からは、たとえ百殺されようと過すぎる事はない！

　わたしはそんな道を来た……。

　最初の一歩は違ちがっても、この道のりはわたしが選んだ！

　足元では、グンナルやファーブニルと同じような幾いく千せん幾万の屍しかばねが、恨うらみの眼まな差ざしでわたしを見上げているのよ？

　それが……今のわたしは何？

　想おもい人との死し闘とうで、魔王の威い圧あつで、こんな醜しゆう態たいを見せるなんて！

　わたしが踏ふみ台にしてきた彼らに対し、この体ていたらくを何と弁べん明めいするの!?

　何をしているの、サラ！　あなたは一体何!?）

　強く拳こぶしを握にぎる。その拳の隙すき間まから、血が滴したたり落ちた。

　そして、前を見る。

　剣と、矢。二つをほぼ同じ箇か所しよに貫かれながら、平然と血を流しながら立つその彼は、表情に何の曇くもりも翳かげりも見せてはいない。

（さすがは……魔王……）

　彼は魔王だ。

　誰だれが何と言おうが、正真正しよう銘めいの魔王だ。

　そして……誰がどう言おうと自分は皇帝。

　皇帝なのだ！

（わたしは皇帝……。統とう一いつ帝国皇帝・サラ＝シャンカーラ！

　人と魔の上に立つこのわたし。

　誰の前であろうと無ぶ様ざまを見せはしない！）

　かつて、彼に殺されようとサラは思っていた。

　しかし、今はそのような気持ちはない。

　当時の自分は何と馬ば鹿かげた事を考えていたのだろうか。

　殺されよう。殺されてやろう。

　なんと尊そん大だいで、嫌いや味みで、傲ごう慢まんな言葉なのだろうか。

　生も死も、単なる結果でしかない。

　両者が死力を尽つくした果てに見る、付ふ随ずいされた一要素でしかない。

　殺される事で、相手を下に見る。

　そんな侮ぶ辱じよくを、自分を認みとめてくれた彼にするところだった。

　力を出しきらずに負ける事が、相手に対する最大の侮辱だ。

　生も死も、互たがいに死力を尽くした後の、単なる結果でしかない。

『おばあちゃん』の死は、それを教えようとしていたのかもしれなかった。

（たとえあなたであろうとも……。いえ。相手があなただからこそ！

　わたしは揺ゆらがない！）

「グレンデルっ！」

　グンナルらの最さい期ごの足あ搔がきと魔王のプレッシャーに圧され、静かな戦せん慄りつに支し配はいされていたその場に、サラの声は響ひびいた。

　その響きが、充じゆう満まんしていたプレッシャーを相そう殺さいしていく。

　何より、畏い怖ふに己おのれを見失っていた者達の表ひよう情じようが戻っていくのが、それを証しよう明めいしていた。

「剣けんをっ！」

　続けてのサラの命に、グレンデルが腰こしの剣を外し、隣となりのフェルグスに目線を移うつした。

　フェルグスは一いつ瞬しゆん、彼にとっての主あるじに目を向け、突つきつけていた剣を黙だまって引く。

　グレンデルはサラに恭うやうやしく近づくと、跪ひざまずいて剣を捧ささげた。

「陛へい下か」

　サラは黙って頷うなずくと、剣を引き取り、一気に鞘さやから抜ぬく。鞘をグレンデルに返すと、グレンデルは恭しく鞘を受け取ってその場を後にした。

　グレンデルにもわかっているのだ。

　フェルグスも、そして、他の者達もわかっている。

　サラとラジャス。

　この二人の間はもはや他人が立ち入れるものではないと。

　グレンデルが戻った頃ころ合あいを見て、サラは房ふさを切られ不ぶ恰かつ好こうになっていた後ろ髪がみを切り揃そろえた。

　乳にゆう白はく色しよくの床ゆかに、黒い髪がはらりと舞まい落ちる。

　そして、目の前に立つ好こう敵てき手しゆを改めて見み据すえ、サラは名乗りをあげた。

　今の自分、その存そん在ざいを示しめすこの名を。

「わたしは統一帝てい国こく皇こう帝てい・サラ＝シャンカーラ」

「ラジャス」

　彼の返答が静かに響く。

　奇くしくも、お互いに名乗りをあげたのはこれが初めてだった。

　そして、おそらくこれが最後だという事も、お互いが理り解かいしていた。

　ラジャスは先程、床に突き刺さした剣を再ふたたび引き抜き、無む造ぞう作さに下げる。

　そして、サラはグレンデルから受け取った剣を斜はすに構かまえた。

「参ります」

「勝負」

　一瞬で互いが交差する。

　その瞬間、天てん窓まどに映うつる晴天の中に雷らい鳴めいが轟とどろいた。

『シルディアの七日晴れ』の終わりを告げる、天てん鐘しようの音だった。
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　雷鳴の中交差した二人は、互たがいに背せを向け合ったまま数歩の距きよ離りを保たもっていた。

　誰だれもが息を吞のむ。

（勝ったのはどちらだ？）

　皆みなの想おもいも、また同じだ。

　そんな中、サラとラジャスの二人はほとんど同時に体たい勢せいを崩くずした。

（まさか相あい討うち!?）

　考えられない事ではなかった。

　二人の最後の気き迫はく……。互いに鬼き気き迫せまるものがあった。

　皇帝としてのサラ。

　魔ま王おうとしてのラジャス。

　その存在感を誰しもが否いや応おうなしに突きつけられ、二人に畏怖と畏い敬けいの念を感じずにはいられなかった。

　そんな彼らが相対して……無事に済すんでいるとは誰もが思えなかった。

　不安の中、体勢を崩したと思われた二人は、何とか踏ふみ止とどまっていた。

　サラは、片かた膝ひざをつき、床に剣けんを突つき刺して身体からだを支ささえている。

　そしてラジャスは、何度かよろけた後、それでも立ち続けていた。

　左ひだり肩かたから袈け裟さ斬ぎりにされ、血を流したまま……。

「知っているか？　人の世に蔓延はびこる、とある伝説を……」

　身体中から血を流しながら、それでも表ひよう情じよう一つ変えず、ラジャスは口を開いた。

「いかに圧あつ倒とう的な実力差があろうとも、魔王は勇者には勝てぬのだそうだ。互いの技ぎ量りよう、強さ、そんなものは関係なく……勇者が魔王を討ち倒すのは絶ぜつ対たいの理ことわりであり、魔王が勇者に敗れるのは運命だと……」

「知っています。伊だ達てに勇者と祭り上げられていた訳わけではありませんので」

「貴き殿でんは六ろつ輝き星せいには入れられなかったそうだな。人には認みとめられなかったか、その力は。

　英えい雄ゆうとは力を認められし者の事であり、勇者とはその本ほん質しつとして、力なくとも魔王を倒せ得る者の事だからな」

「はい」

「認めよう……。誰が認めずとも……我われが認める。貴殿の力は……本物だ……」

　言った後、吐と血けつと共にラジャスは力なく倒れた。

　その音と、言葉の意味に驚おどろき、サラは立ち上がって振ふり向いた。

「ラ…ラジャス！　……殿どの……」

　サラは思わず名を呼んでから……敬けい称しようをどう呼べばよいか思い悩なやみ、『殿』と付けた。

　本来なら、何ものにも侵おかされ難がたき皇こう帝ていである彼女は敬称をつける必要はない。

　しかし、それをラジャスが放つ威い厳げんは許ゆるさなかった。サラの本心でいうなら『様』と呼びたかったくらいだった。

　だが、もはや魔王でもない彼に皇帝である自分が『様』とは呼べず、悩んだ末に『殿』をつけたのである。

　今ほど皇帝という己おのれの立場を歯がゆく思った事はなかった。

「ラジャス殿！」

　再ふたたび呼び、駆かけ寄よる。

　床ゆかに前のめりに倒れたラジャスは、その身体の下から大量の血を垂たれ流していた。

　いつ死んでも、いや、今まで死んでいなかったのがおかしいくらいの量だ。

　思わず抱だき上げ、仰あお向むけに変える。

　大量の出血で顔は血の気を失っていたが、まだ呼こ吸きゆうをしていた。

　弱々しくも胸むねは上下に動き、かすかな吐息が頰ほおに当たる。

「ラ……ラジャス殿！」

　サラの三み度たびの呼び声に、ラジャスは薄うすく目を開けた。

「かつて……言ったな。運命に抗あらがうと。今までいかに流されて来たとしても、最さい期ごは抗ってみせると」

「はい……」

「我も同じだ。勇者などという不ふ確たしかな運命とやらに負けてやる気はなかった。

　故ゆえに……」

　一拍ぱく置き、最期の力を振り絞しぼってラジャスは高らかに宣せん言げんした。

「我わが復ふく讐しゆうは成った！　かつて……そして今！　我が敗れしは勇者などという運命にでは断だんじてない！　絶対の理などという幻げん想そうにでもない！

　サラ＝シャンカーラという力によってだ！」

　その宣言を聞き、思わずサラは目を熱くした。

　ラジャスの目的。その真意が何かに初めて気付いて。

　彼の復讐は単なる復讐ではなかった。

　サラという小さな者にではなく、運命という巨きよ大だいな流れに復讐を挑いどんでいたのだ。

　そして、最期の最期まで、自分という個こ人じんを認みとめてくれている事に。

　勇者としてではなく、皇帝としてでもなく、サラ＝シャンカーラという人じん格かくとして認めてくれている事に。

「許せ、サラ＝シャンカーラ。

　初めて貴殿に敗れし時、その経けい緯いから我は貴殿の力を信じきれなかった。

　信じきれず……運命などという妄もう言げん愚ぐ説せつを蔓延はびこらせる余よ地ちを与あたえた。

　故の浅ましき復讐……。

　我が敗れたのは、そして貴殿が勝利したのは、運命などでは決してない！

　その証しよう明めいこそ我が復讐！

　サラ＝シャンカーラ。誇ほこれ！　そして、あまねく世界に見せつけよ！　魔ま王おう・ラジャスという存そん在ざいを討うち破やぶりしその力を！　それこそが我が復讐の成りし証あかしだ！」

　高こう潔けつで誇り高いその宣言に、ついにサラは涙なみだを零こぼした。

（良かった……。彼に無ぶ様ざまな様を見せなくて……本当に良かった……）

　もし、腑ふ抜ぬけたまま戦っていたら、どちらが勝っても負けても、彼の復讐を潰つぶしてしまうところだったろう。

　それで彼が勝ったとしても、彼の復讐は成らない。

　彼はすでに魔王ではなく、勇者が魔王に勝つ者という理り屈くつを覆くつがえす事にはならない。

　そしてあり得ない話だが、もしそんな状じよう態たいでサラが勝ってしまっていたら、幻想の上うわ塗ぬりをしてしまうところだった。

　彼が、そして誰しもが。サラという力を認める事。

　そうさせる事が彼の目的であり、復讐だったのだ。

（これがラジャス様。わたしの……初めての想おもい人……）

　血にまみれ、死相漂ただよう彼だが、弱々しさを全く見せはしない。

　それどころか、いつまでも気高く、誇り高い。

「忘わすれるな。人も魔物も、いつかは滅ほろぶ。だがそれは運命にでも理にでもない。そのような幻想にではなく……現げん実じつの……力……。がはぁっ」

　ラジャスの言葉は途と中ちゆうで切れた。度たび重かさなる吐血で明めい瞭りような言葉を発せなくなったのだ。

　それでも、言わんとするところはサラにはわかった。

　無言で頷うなずく。

　そして、感かん極きわまったか「ラ……ラジャス様ぁぁっ！」とフェルグスが駆かけ寄った。

「申し訳わけございません！　ラジャス様の高潔なる御ご意い志しも知らず、度重なる暴ぼう言げんの数々……。申し訳ございません……」

「フェル……。言ったはず……。お前は……もはや……我わが……臣下……なく……」

「何をおっしゃられます！　いかなる立場におなりになろうと、私はラジャス様の臣下でございます！　この身、煉れん獄ごく深しん淵えんなろうと何ど処こまでも！」

「愚おろ……か……。その身、この世で……」

「陛へい下かぁぁっ！」

　次し第だいに翳かげる、眼まな差ざしの輝かがやき。

　衰すい弱じやくする、呼こ吸きゆうの勢いきおい。

　生命の鼓こ動どうが消えていく。

　その儚はかなさを、フェルグスの悲鳴が彩いろどっている。

　そんな彼の姿すがたに、サラの心中は激はげしく渦うず巻まいていた。

（これでいいの!?　彼がここで死んで……本当にそれでいいの!?）

　運命などない。絶ぜつ対たいの理などない。

　たとえあったとしても、己おのれの意志で覆す。

　その想いはサラもまた同じだった。

　そして、サラは打ち砕くだいた。自ら皇帝となる事で。

『バケモノ』と忌いみ嫌きらった人間達に、自分の存在を否いや応おうなしに叩たたきつけてやったのだ。

　そしてそれは、彼なくしては成し遂げられない事だった。

　彼の魔力がなければ、あの時サラに見せたあの瞳ひとみがなければ、サラは今でも『バケモノ』と呼ばれながら、鬱うつ屈くつとした人生を送っていたに違ちがいない。

（彼の魔力。もしかするとこれは……わたしへの激げき励れいだったのかもしれない）

　確たしかに、サラは励はげまされたのだ。

　いつまで『バケモノ』の立場に甘あまんじてやっているのだと、叱しつ咤たされた気分だったのだ。

（死なせない！　まだ失いたくはない！　その眼差しがわたしへの憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おに彩られようと、あの瞳を失わせたくはない！）

　サラは決意した。決意すれば……後はどうとでもなる。

　魔力を吸きゆう収しゆうする事ができるのなら、逆ぎやくの事だってできるはずだ。

　弱々しい息の彼の横に、膝ひざをついてしゃがみ寄る。

　彼に取り縋すがっていたフェルグスが睨にらみを利きかせるが、一いち瞥べつで圧おす。

　思わず引いた彼にサラはにこりと笑うと、ラジャスの身体からだの下に手を回し抱だきかかえた。

「わたしの治世に必要なものです。ですから、全すべてとは申せませんが……無む断だん借用した一部を返へん還かんさせていただきます」

　無む駄だと知りつつ断ことわりをいれ、サラは……二度目の口付けをした。

　一度目とは、少し違っても同種の想いと、正反対の現象を引き連れて。

　サラの身体から、魔ま力りよくが抜ぬけていく。

　触ふれ合った唇くちびると唇とを伝って、サラからラジャスへと流れ込こんでいく。

　紅あかい光がラジャスを包み……その傷きずだらけの身体に染しみ渡わたる。

　サラはその腕うでの中で、強い鼓こ動どうを感じていた。

　そして……。

　眼めを開いた。
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　私は深き漆しつ黒こくの闇やみの中、黒の衣ころもを纏まとった男に見下ろされていた。

（貴方あなたは！）

　微かすかな視し界かいの中、目に映うつった影かげ……。

　私自身で打ち滅ほろぼした、先代魔王の姿だった。

　いや。今の魔王は彼サ女ラだから、先々代となる魔王だ。
















　私に初めて運命の愚かしさを思い知らせる事になった、強大なる魔王……。

　魔王位は代々、より強き者へと当代魔王の生命をもって継けい承しようされる。

　強者がより強き強者に打ち滅ぼされる無む限げんの輪りん廻ね。

　その当事者が自分であり彼であったという事実が運命などと、私は誰にも言わせたくなかった。

　たまたまなのだ。

　自分が魔王位継承を認みとめられるほどの力を有していた事と、その倒たおすべき相手が父であったという事実は偶ぐう然ぜんでしかない。

　故ゆえに、倒した。

　そして……父子の運命などという妄もう言げん愚ぐ説せつ。

　彼は最さい期ごに言った。

　新しきが古きに挑いどむは義ぎ務むであり、古きが新しきに敗れるは権けん利りだと。

　そう。敗れる事こそ権利なのだと。

　己よりさらに高き場所へ登る可か能のう性せいを見る事の、何と喜ばしい事かと。

　その高こう潔けつな魂たましいに触れ、私は震ふるえた。

　だから、運命などという妄言愚説は、高潔な彼の意い志しを踏ふみにじるものだった。

　自分達が戦ったのは父子だったからではない。

　彼が強き者であり、私もまた強き者たろうと欲ほつしたからだ。

　私が勝者となったのは、単なる結果に他ほかならない。

　それを……。それを、運命などと口くち汚ぎたなく罵ののしられる事がどれほどの屈くつ辱じよくであった事か……。

　そのような妄言愚説が蔓延はびこる余よ地ち、その全てを討うち払はらうべく、世界全てを滅ぼそうと私は画かく策さくした。

　画策したが……当時の自分が画が竜りよう点てん睛せいを欠いていたのも事実だった。

　魔王が世界の破は滅めつを目もく論ろむ。

　それもまた運命などと言われるのではないかという恐おそれによって。

　故に、まだ幼おさなき少女であった彼女に敗れた時、生命の継承なく魔王位を簒さん奪だつされた時、これで運命を断たち切ったと思えたのだった。

　だが、彼女が勇者であれば、魔王が勇者に敗れるのも、また運命。

　自分自身で、一いつ瞬しゆんでもそう思ってしまった事実が何より許ゆるせなかった。

　だから、再ふたたびの邂かい逅こうを望んだ。

　今度こそ、真に彼女を認みとめる為に。

　勝算はあった。

　何しろ、勇者として魔王となり、人間世界を統とう一いつしてしまうような女性だ。彼女なら、世の常じよう識しきをまるで嘲あざけるかの如ごとく蹴け散ちらす彼女なら、問題なく認める事ができるだろうと思っていた。

　問題は、むしろ私の方にこそあった。

　力を認めあうには、互たがいが強者でなければならないのだ。

　彼女が人間達に認められて来なかったその訳わけを、私は気付いていた。

　簡かん単たんな事だ。

　彼女と相対するに、他の人間達が弱よわ過すぎただけの話だ。

　力も、知ち略りやくも。そして何より、その魂たましいが。

　だからこそ、彼女の偉い大だいさが見えず目を曇くもらせていたのだ。

　今の私は、真に強者たり得うるのか。

　それこそが、最大の問題だった。

　だからこそ、私はこの身を磨みがき続けた。

　彼女と相対して圧あつ倒とうされぬよう。

　吞のみ込まれ、己おのれを見失ってしまわぬように。

　魔王としての力を失い、誇ほこりを捨すて、屈辱に身を置き、力なき者として地を這はおうとも。

　この魂だけは強者であり続けようと、私は修しゆう練れんを続けた。

　そして、彼女に斬きられた時、「ああそうか」と単たん純じゆんに結果を受け入れられた私は、彼女の力を心の底から称しよう賛さんする事ができたのだ。

　だから今、こうして目の前に立つ先々代魔ま王おうの影かげは賛辞を告げに現あらわれているのだ。

　望みを叶かなえた自分に。

（私は勝った……。貴方あなたと私が繫つながれし鎖くさりを切った……。

　もはや何も望むべくもない）

　私のその想おもいに、彼は首を横に振ふった。

（何が違ちがう！　もはや望みは叶った！）

　その想いに、彼は口を開いた。

　言葉はない。死者は何も語らない。

　伝えられるのは、ただ、その想いのみ。

（生きろ……生きろというのか！　この私に！　再び、生き恥はじを晒さらせと！

　そのような屈辱。一度きりで十分だ！）

　先々代魔王父の影は揺ゆらぎ……一人の女性の姿すがたが現れる。

（彼女か！　彼女がそれを望むというのか！

　だからなのか。だから先々代魔王父などという幻げん想そうを見たのか！）

　わかっていた。

　死者は姿を見せない。現れない。

　もし現れるとしたら、それは生者の幻想の中でしかない。

　たとえこの身に再び染しみ渡わたろうとしている魔力が元は彼の一部であったとしても、もはや彼が甦よみがえる事はない。

　魔王の名とともに、代々の魔王が持つ魔力の一部も引き継つがれる。

　生命を絶たつその瞬間に、先代となる魔王から直ちよく接せつ託たくされるのだ。

　それを知っている者は、魔王となった者だけ。

　託された者だけ。

　だから、彼の魔力を今現げん在ざい継いでいるのは……サラ。

　彼女なのだ。

　などという幻想を見たのも、全すべては彼女に奪うばわれた魔力が再び戻もどってきているからに他ならない。

　サラ＝シャンカーラ。

　私自身が認みとめた、唯ゆい一いつの勝者。

　己が唯一、敗北を喫きつした相手。

　真に世界の幻想を打ち砕くだく者。

　運命破壊者フエイト・ブレイカー。

（私が生きる事もまた、運命を破は壊かいする。そうなのか？）

　だとしたら……恥ち辱じよくに塗まみれるのもまた享きよう受じゆできるかもしれない。

　決して許ゆるしはしないが……享受はできる。

（私を再ふたたび屈くつ辱じよくの大地に繫ぎ止めようというのだ！

　ならば見せてみろ、サラ＝シャンカーラ！

　私に恥辱を受け入れさせるだけの力を！）

　唯一、自身の敗北を心の底から認めた相手。

　素す直なおな賞賛を送るに値あたいすると思った相手。

　認めたからには……認め続けたい。

（落らく胆たんさせるなよ、サラ＝シャンカーラ）

　生き恥を晒すのを望まない事がわかりきっている自分に、復ふつ活かつさせた彼女がどのような手を打ってくるか、それだけが見物だった。




「貴き様さま！」

　紅あかい光の乱らん舞ぶの中、目を開けたラジャスから圧あつ倒とう的なプレッシャーが放たれる。

　サラの髪かみが、存そん在ざい感という風によって吹ふき揺れた。

　髪だけではない。身体ごと吹き飛ばされそうな風圧。

　存在感というたったそれだけの事で、現実の事象にまで影えい響きようを与あたえる。

　怒いかりを込めて立ちあがる彼に、先さき程ほど以上の戦せん慄りつがその場に走った。

　これこそが魔王だ。

　本来の十分の一にも満たないとはいえ、ラジャスが魔王の力を取り戻した証しよう拠こだった。

　魔王の力を得たなら、たかが出血程てい度どで死にはしない。

　本人の意い志しとは関係なく、その程度では死ねないのだ。

　サラはラジャスから静かに手を放すと立ち上がり、乱みだれた髪を手て櫛ぐしで直した。

「異い論ろんがおありなのは承しよう知ちしておりますが、わたしも再び運命に逆さからわせていただきました」

「貴様！　貴様もか！　我われに再び生き恥を晒させるというのか！」

「それに、わたしの治世はいまだ半ばも到とう達たつしておりません。閣かつ下かのお力が必要なのです」

　恭うやうやしいサラの物言いに、ラジャスは目を細めた。

「閣下？」

「左さ様ようです。閣下を旧きゆう魔ま物もの領りようの総そう督とくとして封ほうじさせていただきます」

「馬ば鹿かな！」

　圧倒的なまでの怒ど気きがラジャスから放たれる。

　その烈れつ風ぷうに、サラは暫しばし瞼まぶたを閉とじて凌しのぎ、風の収まったのを感じて再び目を開けた。

「閣下ならおわかりのはずです。魔王を総督として封じる。この意味が」

「見せしめか！　我われが貴き殿でんに敗れし事実の！」

「左様です。あまねく世界に知らしめよと申されたのは閣下でございましょう？

　閣下には閣下の思おも惑わくがおありでしょうが、魔王がわたしに膝ひざを屈した……この事実はわたしの治世にも多大な益えきをもたらします。

　わたしへの復ふく讐しゆうを誓ちかう者にこれ以上のない抑よく止しを与え、弑し逆ぎやくを謀はかる者に恐おそれを抱いだかせる。わたしの絶ぜつ対たい権けん力りよくがより強固となる基き盤ばんとなっていただきます」

　穏おだやかに、静かに、言葉を綴つづるサラに、ラジャスは怒号をあげた。

「見せしめる。それ自体は構かまわん！　だが、何ゆえ我が生命ある時にそれを行う！　そこまで我が矜きよう持じを貶おとしめる権利が貴殿にあるのか!?」

「権利と申されるならばないとお答えします。ですが、権利などなくとも奪うばい取ってまいったのがわたしです。聡そう明めいなる閣下ならばおわかりのはずですが？」

　怒りをさらりと流すサラの静かな言葉に、ラジャスは深く息を吐はき、自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。

「最後の最後まで……貴殿の策さくに嵌はめられしか」

「お誉ほめに与あずかり光栄です」

　サラは恭しく礼をした。

　嫌いや味みなどではなく、本心から。

　彼に策謀を認みとめられたのなら、それこそ本ほん望もうだった。

　礼をするサラに、ラジャスは観念したように口を開いた。

「だが、いかに総督と封じられようと、本心から貴殿に仕える気はない。腹はらに一物あるものを臣下として平気か？」

「それならば……」

　暫しばらく間を置いて、サラは周りを見回した。

　ここにいる者達は、そのほとんどが心底サラに忠ちゆう誠せいを誓ちかってくれている。

　しかし、果たしてそれは全臣下内の何パーセントなのだろうか。

　最後までつき合おうと言う者が、果たして一パーセントもいてくれるのだろうか。

「叛はん意いを抱いだく臣下も御ぎよせずして、何が統とう一いつ皇こう帝ていでしょう。多少の寛かん容ようも持たぬ者が、広大なる領土を統治するに果たして相応ふさわしいでしょうか。まして、人と魔、相あい容いれぬ存在を統とう括かつしようという者が」

　サラの言葉に、ラジャスは頷うなずいた。

「なるほど。これは詮せんなき事を訊きいた。貴殿は確たしかに皇帝だ。

　だが……」

　一拍ぱくおく。

「だが、たとえ総督として名を貸かしたとて、実まで貸す気はない。

　我が身は自由にさせていただく」

　身体からだを翻ひるがえし、謁えつ見けんの間から出ていこうとするラジャスに、サラは背せ中なかから声を掛かけた。

「それは構いません。そこまで閣下を束そく縛ばくするつもりもございませんので。

　ただし、名みよう代だいは立てていただきます」

　その言葉に、ラジャスは振ふり向いて苦笑いを浮かべた。

「そこまで計算した上でか」

「ご明察、恐れ入ります」

「フェルグス」

　ラジャスの呼よび声に、フェルグスは駆かけ寄より跪ひざまずく。

「はっ！」

「フェルグス。お前が総督とやらの代理をやるがよい」

「はっ！　……は？」

「我われに仕えるより、彼女に仕える方が益は多かろう」

「私はどこまでもラジャス様にお仕えする所しよ存ぞん！　御おん身みから離はなれるなどっ！」

　言い募つのるフェルグスに、サラは横から口を挟はさんだ。

「フェルグス。卿が辞じ退たいするとなれば、たとえ力ずくででも再ふたたびラジャス閣かつ下かには膝ひざを屈くつしていただく事になりますが？」

「こ、この！　女め狐ぎつねめがぁ！」

　こう言われれば、フェルグスが拒きよ否ひできる訳わけがない。もし次があれば、今度はラジャスが勝つと信じていても、拒否できる訳がない。

　フェルグスの憤ふん怒ぬを冷たく受け流して、サラは再びラジャスの顔を見た。

「閣下。席はいつでも用意しておきますので」

「無用の用意をする余よ裕ゆうが貴殿にあるのか？」

「余裕はございません。ですが、その用意に見合う益がございますれば……」

「……さらばだ」

　一言、静かに放ってラジャスは立ち去っていく。

　サラは合図して近衛このえ達たちに道を空けさせた。

　謁見の間の扉とびらを挟むように二手に分かれた近衛兵達の間を、ラジャスは堂々と歩き、やがて扉の向こうに消えて行った。

「ラ、ラジャス様……」

　膝ひざをついたまま、心ここにあらずといった様子のフェルグスに、グレンデルは近づき、その片かた腕うでで肩かたをポンと叩たたいた。

「いずれ理わ解かる。陛へい下かにお仕えするのは愉たのしいぞ」

「グレンデル。貴き様さま……」

　フェルグスは、かつての盟めい友ゆうであり、先さき程ほどまでの敵てき対たい者しやであり、現げん在ざいは同どう僚りようとなったらしきグレンデルの顔を見つつ言った。

「殊しゆ勝しような真ま似ねをするな。貴様には少しも合っておらん」

「ははは。そう言うな」

「ふ……ふふふ……。ははははは」

　一ひと頻しきり笑った後、フェルグスはサラに身体を向け直した。

「皇こう帝てい陛下。我わが主君はただ一人。今も、そして未来も。それでよろしければ……」

「言ったはずです、フェルグス。腹はらに一物ありの臣下を御ぎよせずして、何の皇帝でしょう」

「総そう督とくの代行。我が身に余あまる過か大だいな責せき務むではございますが、謹つつしんでお受けします。

　全すべては……我が主の為ために……」

「あなたはそれで良いのです」

　頭こうべを垂たれたフェルグスに、サラは微ほほ笑えんだ。

　と、「陛下」とスキピオが近づき跪いた。

　わかっているとサラは頷く。

「スキピオ。過か酷こくな命にも拘かかわらず、よく従したがってくれました。あなたのおかげで造ぞう反はん者しやを一いつ掃そうする事ができました。礼を言います」

　サラのその言葉に、スキピオに叛はん逆ぎやくしたという汚お名めいが着せられた成り行きを知らぬ近衛達の中から、「やはりそうか」と納なつ得とくの声が上がる。

「陛下……。身に……身に余る光栄……」

　胸むねの内が熱くなり、スキピオはそれ以上何も言えなくなった。

　叛臣の汚名。それは自身で言い出した事だが、後々の事まで考えてのものではなかった。

　裏うらにどのような意図があろうと、自らの意い志しで着た汚名はどのような繕つくろいをしようと二度と払はらわれる事はない。たとえ払えたように見えても、陰かげで疑ぎ念ねんは残る。

　だがそれを、サラは己おのれの命令という事で払った。

「陛下の命なら仕方ない」「叛臣の汚名によくぞ従ったものだ」「宰さい相しよう閣下こそ真の忠ちゆう臣しん」

　近衛達から、次々とあがる声を耳にして、スキピオは胸を打ち震ふるわせる。

　サラは、臣下に汚名を着せるような命令を下したという汚名を逆に被かぶる事で、スキピオの潔けつ白ぱくを証しよう明めいしてみせたのだ。

「身に余る光栄……。この身命に懸かけて、お仕えさせていただきます……」

　そこまで必要とされている。自ら汚名を被るのを厭いとわぬほど、皇帝に必要とされている。その嬉うれしさに打ち震えるのを何とか押おし止とどめて、スキピオは言葉を綴つづった。

　まだ後始末は残っている。感かん極きわまっている場合ではなかった。

「では陛下。あの者はいかがいたしましょう」

　視し線せんの先には、鎧よろいに身を固めた戦士。

　はっと気付いて、ゼクスは身を硬くした。

「わかっているのでしょう？　すでに二人も許ゆるしているのです。彼だけ許さぬというのもおかしな話。第一、誤ご解かいはすでに解とけています。

　そうでしょう？」

　最後の疑問はゼクスに向けてのものだ。

　ゼクスは重く頷うなずいた。

「陛下がそうおっしゃられるのなら、私も異い論ろんはございません。御み心こころのままに」

　スキピオの言葉に、サラも頷き続けた。

「ゼクス。あなたを改めて近衛に命じます」

　その命にゼクスは躊躇ためらい、「しかし」と続けたところをサラに止められる。

「どちらにしろあなたはわたしを守らざるを得ないはずです。わたしに迫せまる危き険けんは、そのままナナにも直結しますよ？」

　そう言われてはゼクスも返す言葉がない。

　神しん妙みように跪ひざまずき、答える。

「先程の事といい、本当に人が悪い……。わかりました。妹と、ついでに陛下もお守りさせていただきます」

「ついでで結けつ構こう。せいぜい役に立って下さい」

　ゼクスの嫌いや味みを、さらりと笑顔で流すサラ。この辺り役者が違ちがった。

　グッと詰つまり、それでもゼクスは頭を下げる。

　にこりと微笑み、改めてサラは辺りを見回す。

　戦いの余よ波はで大理石の床ゆかは傷きず付つき、血で汚よごれ、形けい跡せきをありありと残している。

「スキピオ。この場の改かい修しゆうが終わるまで、第一執しつ務む室しつを仮かりの謁えつ見けんの間とします。直ちに用意を。それと……」

　少し間を置き、見やる。乳にゆう白はく色しよくの床にドス黒く鎮ちん座ざする塊かたまりを。

「マルクト卿きようやファーブニルの遺い体たいは丁てい重ちように弔とむらって下さい。叛逆者とはいえ、死ねばただの軀むくろ。それに、あそこまでわたしを追い込こんだ事は称しよう賛さんしてもよいでしょう」

「はっ」

　了りよう承しようの意を示しめすスキピオ。

　そして、サラはようやく人ひと心地ごこちついた気分になった。

　これで、この事じ件けんの全ての後始末が終わった事になる。

　サラが何より安心したのは、ラジャスに対してすらすらと滑すべるように出てきた言い訳わけの数々だった。

　見せしめとしての魔ま物もの領りよう総督の地位？

　そんなものは後から捻ひねり出したこじつけに過すぎなかった。

　最も重要で肝かん心じんな本心を言い隠かくせた。

（愛しています。だから死なせたくなどなかった……）

　恋こい心ごころというよりは憧あこがれ、憧れというよりは尊そん崇すう。

　彼の生き方。その本ほん質しつ。そのものが恐おそろしい程ほどに崇高だった。

　刃は紋もんの素す晴ばらしき刀とう剣けんの如ごとく。

　氷ひよう塵じん・吹雪ふぶきの舞まうが如く。

　彼は誰だれかに仕えるより孤こ高こうの道が相応ふさわしい。

　結局のところ、『畏おそれ多い』。この一言につきるのかもしれなかった。

（彼は誰のものにもならない。そして、わたしも誰のものにもさせたくない。

　そう。たとえわたしのものにでもあろうとも……）

　苦く笑しようする。

（決して手に入らない相手に恋こい焦こがれるなんて……まるで純じゆん真しんな乙おと女めね）

　自分にそんな殊しゆ勝しようなものが残っている事が驚おどろきだった。

　とにかく、そんなものを人前に出す訳にはいかなかった。特に、彼自身の前では。

（そんな感傷から生き返らせたなんて言ったら……許してはもらえないでしょうからね）

　彼がサラに望んでいたもの。

　それは、圧あつ倒とう的な強さを見せる事ではなかったのか。

　そう。あらゆる面で。

　せっかく、彼が認みとめてくれているのだから、自分自身の手でそれを壊こわしてしまうような愚ぐを犯おかす事だけは、サラとしては避さけたかった。

（あれでよかった。あれなら多分、見み限かぎられていない）

　そんな事を考えていたからだろう。

　全すべてが終わってほっとして、さて自室に戻もどろうというその時に、奥おくへと続く扉とびらの前に控ひかえていたナナに「よかったですねぇ」と微ほほ笑えまれ、サラの呼こ吸きゆうは一いつ瞬しゆん止まった。

　あの『おばあちゃん』とよく似にた瞳ひとみで、全てを見み透すかされているようで、それでもなお安あん堵どを感じるあの瞳で微笑まれ、サラは本当にドキッとした。

（この娘こ、どこまで見み抜ぬいたの！）

　それとも、単なる思い過すごしか……。

　我われに返ったサラは、通る間ま際ぎわにナナの頭の上に手を置いて、髪かみをくしゃっと乱みだすように撫なでた。

　頭の上に手を置かれたナナは、本当に嬉うれしそうにぽわぽわぁと笑顔を振ふりまく。

　最後にサラはこう思うのだった。

　やっぱり可愛かわいいわ。




　王おう城じようを後にしたラジャスは、一瞬だけ城しろを振り返った。

　先程の雷らい鳴めいが噓うそのように静まった、蒼そう天てんの空に白く映はえる新しい王城。

（ふ。まさか我を総そう督とくなどに任にんじるとはな……）

　彼女が始めからそのつもりだった訳がなかった。

　もしそうなら、剣で敗れる事はなかった。

　総督にするという打算で動いていたというのなら、彼女の剣は鈍にぶっていたはずだ。

　だが、彼女の剣は鋭するどく、確かく実じつに急所を狙ねらっていた。

　でなければ、こうも素直に彼女の力を認められた訳がない。

　ならば、あれは生き返らせてしまった後に紡つむぎ出した言い訳なのだ。

　それに言い返せなかった。

　言い訳とわかりながら、言葉で覆くつがえせず、逆ぎやくに上う手まく躱かわされた。

　実は取らせず名だけ貸かすという最後の抵てい抗こうも、名代を立てるという逃にげ場を与あたえられていたとなれば……完全な敗北と認めるしかなかった。

『最後の最後まで嵌はめられた』

　その称賛は、正しくラジャスの本心から出たのだ。

（そうだ。そうこなくてはな）

　負けたにも拘かかわらず、愉ゆ悦えつを禁きんじえない。

　己おのれが認めた、真なる強者。

　これから先、いかなる形でかは知らないが、また彼女と戦う事があるかもしれない。

　武ぶ力りよくか、知ち略りやくか……。

　今回のように血を流し合う事はもうないかもしれない。

　それでも戦いは戦いであり、その愉たのしみ故ゆえに生き返ったと言われても、ラジャスにはもはや否ひ定ていする気はなかった。

　正直あの時、あの瞳に魅み了りようされたままなのかもしれなかった。

（我わが身の破は滅めつか……。確たしかに破滅だな）

　ラジャスは人知れず苦笑する。

　全てを圧倒してきた自分が、たった一人にここまで固こ執しつしているのだ。

　他人がこの感かん情じようを何と呼ぶのか……。

　それは知らない。気にしてもいない。

　他人の名付けた便べん宜ぎ上じようの呼こ称しようになど興きよう味みはなかった。

　自分が何を欲ほつしているのか、それさえ自身でわかっているならば、何と呼ばれようと構かまいはしない。

　これからどうするのか。どこへ行こうというのか。

　それは自分自身でもわからない。

　ただ、彼女との邂かい逅こうがこれで終わったとは到とう底てい思えなかった。




　　　　３




　こうして、統とう一いつ帝てい国こくサッハース建国以来最大の危き機きとなった、通称『七日晴れの騒そう乱らん』は終わりを告げた。

　あれから一か月。あのような大だい混こん乱らんの後にも拘らず、スキピオ、グレンデルの政せい・武ぶの双そう璧へき体たい制せいは崩くずれることなく、よくサラを補ほ佐さしていた。

　それは、スキピオの叛はん臣しんの汚お名めいがサラの命によるものだったと、公式にではないもののそう発表された事実が大きかったのだろう。

　その一いつ件けんで、この一連の騒乱自体、全てがサラの掌たなごころの上。グンナルの叛乱でさえ、全ては先代魔ま王おう・ラジャスを屈くつ服ぷくさせ、総督として自らの臣下に引き入れる為ための策さく略りやくの一部だったのだと、そう信じて疑うたがわない兵士や民みん衆しゆうが少なくなかったのだ。

　サラへの『謀ぼう略りやくの皇こう帝てい』という認にん識しきが一人歩きし、彼女の実力以上の評ひよう価かがなされたからでもあるし、サラ自身、兵士や民衆から抱いだかれていた自分の悪名を最さい大だい限げんに利用して場を収おさめたという事実も加わっての事だった。

　以前サラが言った、「背せ丈たけに合わぬ服で着き飾かざるは、本人にとっても害である」という言葉は、果たして誰に向けてのものだったのか……。

　いずれにせよ、『謀略の皇帝』の悪名はさらに肥ひ大だい化かする事となり、その結果がどうなるか、それは、今のところ誰にもわからない事だった。

　帝国宰さい相しようスキピオは、後にこう記す。

『サラ陛へい下かが企くわだてた謀略の中で最大かつ最高のものは、ご自身を謀略家として周囲に認識させた事であった』と。

　余よ談だんだが、ラジャスに体ていよく追い払はらわれたホウキは、潜もぐった穴あなの先で気き絶ぜつしているヴクヴ・カキシュを見つけ、背せ負おって地ち下か牢ろうに戻もどったところ誰もおらず、その上道に迷まよい、気絶からなおったヴクヴ・カキシュと二人して地下牢で途と方ほうに暮くれていたところをたまたま清せい掃そうに来たおばちゃんに助け出されるという、それはそれで大変な苦労を負っていた。

　それ以来、二人は清掃のおばちゃんに頭が上がらず、強ごう引いんに清掃を手伝わされている。

　ゼクスも、近衛このえ隊たいで早くもその腕うでを買われ始めていたが、誤ご解かいから生じた復ふく讐しゆうの為にヴクヴ・カキシュを気絶させたという後ろめたさがあるからか、時々二人の清掃を手伝っていた。

　そして、フェルグスは総そう督とく代理という名の下もと、自身らのかつての居きよ城じように帰き還かんしていた。

　サラから預あずけられた数人の補佐役を従したがえての、一時的な帰還である。

　魔ま物もの領りようの代理とはいえ総督を帝都から離しては、またも叛乱を企てるのではないかという疑ぎ惑わくの声も大きく、総督代理の仕事は帝都で行い、直ちよく接せつの施し政せいは今回従えて来た補佐役達が務つとめる事になったのだが、今回はサラから特別に許ゆるされての帰還だった。

　フェルグスには何となくわかっていた。

　真の主たる彼と、仮かり初そめの主となった彼女。

　そしてまた、この二人もわかっているのだろう。

　あの二人は、互たがいが互いの存そん在ざいを欲しているのだと。

　そして、魔王城に帰還したフェルグスが真っ先に向かったのは、玉ぎよく座ざの間だった。

　その先に真の主の姿すがたを追い……人ひと影かげのない玉座に力なく首を横に振ふる。

　あの時、二人が出で逢あい、そして別れた時と何ら変わっていなかった。

　サラが魔力を暴あばれさせて破は壊かいした跡あとが修しゆう繕ぜんされてはいるが、改修はされていない。

　彼女は、魔王となった後もここだけは変えなかったのだ。

　それが、フェルグスの思いを確かく信しんに変えた。

　玉座の間を出た後、補佐役達にここだけは手を付けぬようにと厳げん命めいする。

　そして、城のテラスから空を見上げた。

　暗雲覆おおい、雷らい鳴めい轟とどろく暗黒の空を。




　ちょうど同じ頃ころ、サラも公務の合間をぬって執しつ務む室しつの窓まどから空を眺ながめていた。

『シルディアの七日晴れ』が終わり、雷雲覆っていたかと思えば蒼そう穹きゆうに晴れ渡わたる、人の世界と魔の世界の境さかいに位置するシルディア独どく特とくの、半日先の天気もわからぬ空を。

　雷鳴が轟いた。

　横では、いきなりの雷鳴にナナが驚おどろき、「はわわ、はわわぁ」と慌あわてている。

　それでもなお絶対にお茶を零こぼさないのも、いつもの事だった。

　ナナのこの危あぶなっかしさは、本当は演えん技ぎなのではないか。

　常つね々づね、そう考えていた。

　そのような姿を見て、自分が安らぎを覚えている。

　それを知っていて、わざとやっているのではないかと。

　天然のようでいて、実は……。そんな素そ振ぶりを見せる時は、強くそう思う。

（まあ、どちらでも良い事だけどね……）

　天然ならそれはそれで良いし、演技でやっているのなら大した名役者。それこそ称しよう賛さんしてやるべきだろう。

　どちらであろうと、サラにとって大した違ちがいはなかった。

（そう。どちらであろうと、わたしの心が安らぎを覚えるには違いないのだからね）

　だから、ナナに問い質ただすような真ま似ねはしない。

　ナナの姿を愛めでながら……サラは雷鳴の音を聞く。

　刹せつ那なの閃せん光こうで空を覆い尽つくし、続く轟ごう音おんで長く地を脅おびやかす。

　この雷雲は、正しく彼を現あらわしている。

　そう思えた。

　彼は去った。

　だが、どこからか自分の姿を見ている。

　そんな確信がある。

　再ふたたびの出逢い。

　その時が来るのかと、サラは目を瞑つぶった瞼まぶたの奥おくに青白い雷光を映うつした。







　あとがき







　はじめまして、三み浦うら良りようです。

　告こく白はくします。このあとがきは書き直なおされたものです。前のあとがきはダメだしをされました。テンション高すぎたのです。

　ええ。自分でもわかっていました。狙ねらい過ぎてスベるというやつだと。

　天てん然ねんボケが笑いを計けい算さんするべきではありませんでした。少なくともわたしには向いていなかったようです。

　ということで、抑おさえめなあとがきをどうぞ。




　無ぶ難なんなところで好きなゲームの話でもしましょうか。

　わたしはゲーマーというほどではないのですが、それでもゲームは執しつ筆ぴつを阻はばむ関かん門もんの一つでした。

　ガンダムの某ぼうＲＰＧでは、ザクとは違う青いＭＳにズゴックの左腕をつけてマシンガンを持たせてラビドリーグフと名付けたり、ザクの足をスカート付つきに換かえてスコープザク・ターボカスタムとか呼んで楽しんでいました。右肩を赤くしようとするのはお約やく束そくですが、ラビドリーや『ラスト～』のターボカスタムは肩が赤くないので涙なみだをのんで止めました。




　某ＳＲＷシリーズは難なん関かん中ちゆうの難関です。最低４週はします。

　最近は攻こう略りやくが簡単になり、資金などをクリア後に引ひき継つぐようになってから例の全ぜん滅めつプレイもやっていませんが、それでも時間かかることに違ちがいはありません。

　ちなみに、古こ今こん東とう西ざい全すべてのロボットの中で一番好きなロボが、これに出てくるあの究きゆう極きよくロボです。これのＢＧＭはメロディを完全に覚おぼえるくらいに聴きき込んでいます。

　第三次αではもしかしたらと期待していたのですが、結局出ませんでした。パイロットのロボットオタクな博士が出てきてくれたのが僅わずかな慰なぐさめです。

　それはそうと、地ち底てい世せ界かいを舞台にしたアレをどうにかして上じよう位い機き種しゆに移い植しよくできないものですかね。このまま眠ねむらせておくには惜おしいキャラ、機体がいっぱいです。

　オリジナルジェネレーションの今後に期待しています。




　ザコ兵士をばったばったとなぎ倒たおしていく三さん国ごく志しのあのゲームもはまっているのですが、いかんせんマニアックな遊びをしています。自分で武ぶ将しようをつくれるのですが、それに付ける名前をマニアックなものにするのです。

　三さん傑けつをはじめとする漢かん建けん国こくの功こう臣しんや、春しゆん秋じゆう戦せん国ごく時じ代だいの謀ぼう臣しんがほとんどなのですが、五ご代だい十じつ国こく時代に「五ご朝ちよう八はつ姓しよう十じゆう一いつ君くん」に仕えたと言われるあの人なんかもいます。

　名前の漢字を探すのが最大の問題です。

『蕭しよう』はどこにあるのでしょうか。このままでは功臣第一位のあの人がつくれません。

『狡こう兎と三さん窟くつ』でおなじみの、長剣で周まわりを叩たたきながら帰ろうって歌うあの人も漢字がみつかっていません。謀はかりごとを帳とばりのうちにめぐらして千せん里り先さきの戦いを勝しよう利りさせちゃうあの人は簡単な漢字なんだけどな。




　さて、ゲーム関かん連れんはこれくらいにしましょう。

　関係者各位への謝しや辞じは最後に回すとして、他に何を書けばいいのでしょうか。

　あとがきは全部で５ページです。あと２ページ残っています。全部使わないともったいないオバケが出そうです。もったいないの精せい神しんは大切です。

　そこで、どうでも良い知識でお茶を濁にごしたいと思います。

　皆さんはでっかい石のお金を知っていますか？　原始時代を扱あつかったマンガとかに出てきたりするアレです。

　えっちらおっちら転がしている絵が出てきますが、あれは噓うそです。

　大きな石のお金は不ふ動どう産さんです。土地と同じように所しよ有ゆう権けんだけが変わります。

　南洋のとある島で二十世紀はじめまで通つう用ようしていたそうです。

　貨か幣へい価か値ちは、運うん搬ぱん・加か工こうに要ようした労ろう力りよくによって決まるとか。

　本当にどうでもいい話でした。

　某ぼう無む駄だ知ち識しき番ばん組ぐみで取り上げられていなければいいのですが……。




　そうこうしている内によきところとなりました。

　そろそろ謝辞を述のべたいと思います。

　担たん当とうさん。妙みような方向にそれていきがちなわたしを修しゆう正せいするのは大変だったと思います。

　我が子し房ぼうと頼たよりにしておりますが、子房が何を意味するのかわからないと思ったので今まで黙だまっていました。謀を帳のうちにめぐらして千里先で勝利させる人のことです。

　好きな本を訊きかれて戦せん国ごく策さくや韓かん非び子しと答えるようなわたしですが、今後ともなにとぞよろしくお願いします。

　いや。こうしてライトノベル書いているのでそれが好きなのは言うまでもないかなぁと思っちゃったのですよ。ひねくれものですいません。

　イラストレーターのＫＩＲＩＮさん。わたしのイメージを見事なまでに具ぐ現げん化かしていただき、ありがとうございます。世界観にも非常にあっています。

　自分の文章にイラストがつき、ニヤニヤしながら見ております。おじさまが素す敵てきです。

　怨うらみの念ねんを送られないように早めの原稿を心がけるつもりですが、ダメだったらごめんなさい。謝しや罪ざいの言葉を早めに送っておきますね。

　最後にこの本を読んでくださった皆みな様さまに感かん謝しやを。

　と書きつつ、これを書いている今はまだ発売されていない訳わけで、本当に読んでくださる人がいるのか不安でいっぱいです。感かん想そうでも送ってわたしを安心させてください。

　それでは、またお会いできる日を切せつに望のぞみつつ。

　スーパーロボット魂スピリツツザ・ベストを聴きながら──な、三浦良でした。







　担当さん。これならあとがき大丈夫でしょうか？
















　解説








富士見ファンタジア文庫編集部






　運うん命めいは変わらない。

　運命とは人じん知ちの及およばない、絶対的なもの。

　だからどれだけ足あ搔がいても、運命を覆くつがえすことなどできない。

　──たくさんの物語の中で繰くり返される、こんなフレーズを聞いたことはありませんか？




　本ほん書しよのテーマは「運命は変えられない」という常じよう識しきを打うち砕くだき〝自らの道を摑つかみとること〟だったりします。




　第17回ファンタジア長編小説大賞で審査委員賞を受賞した『運命破壊者フエイト・ブレイカーズ～復ふく讐しゆうの魔ま王おうと謀ぼう略りやくの皇こう帝てい～（応募時タイトル）』。思えばこの作品は最初から常じよう識しき破やぶりなところが多かったのです。

　タイトルは〝魔王〟と〝復讐〟という似に合あわない単語の組み合わせ。読み始めれば冒ぼう頭とう一発目で、魔王・ラジャスが勇者である人間の少女・サラにあっさり倒たおされて。

　しかも、その勇者・サラが次期魔王になり、人間世界の征せい服ふくを始めちゃうし。一いつ方ぽう、元魔王・ラジャスはサラに復讐を誓ちかい、苛か酷こくな修行に突入したりもして……!?

　そしてなんと言っても、この物語最大の常識破りポイントはサラがラジャスにひと目め惚ぼれしてしまったということ！

　ラジャスの復讐と、サラの恋。決して両りよう立りつしえない、二つの想いの行方ゆくえは……っ!?

　始めから、あり得えない展開のオンパレードに「一体、この先どうなっちゃうの!?」という期待が、むくむく膨ふくらんでいきます。読よみ手ての「こうなるだろう」という予測をことごとく裏切り、良よい意い味みで予よ定てい調ちよう和わが破壊されていく爽そう快かい感かんが、選考会で審査委員の先生方に評価されたポイントです。

　しかし、この物語の価値はそれだけではありません。

　あくまでも、己おのれの願いを貫つらぬこうとするラジャスとサラの、とても純じゆん粋すいな姿。復讐を誓う元魔王と、大たい義ぎのためにそれを迎むかえ討うつ元勇者にして現魔王。絶対に相あい容いれない立場であるはずなのに、ある意味最高にお互たがいを認め合っているその関係は、見ているとハラハラすると同時に、羨うらやましくなってしまいます。

　だからこそ、クライマックスでサラとラジャスが、それぞれ摑み取った結論に拍はく手しゆを贈おくりたくなるのです。




　そう、運命は従したがうものではない。自分で選ぶもの──読み終わって貴方あなたがそう思ってちょっぴり元気になってくれれば、とても幸せです。




　本作でデビューする三浦良は、中国史と中国古典に詳くわしい好こう青せい年ねんです。

　歴史を語かたるのが好きな彼の中には、本作の舞台である大陸の歴史が出来上がっているらしいのです。きっとその中には、サラやラジャスのような魅み力りよく的てきなキャラがたくさん存在するに違いありません。担当としては、その大陸史をどうやって引き出していこうか、ドキドキしています。案あん外がい難なん関かんとなったあとがきも無事に乗り越えられたので、一いつ緒しよにがんばっていきたいと思います！




　そしてイラストを担当したＫＩＲＩＮ。本作のイメージを盛もり上あげる工く夫ふうをたくさんもりこみ、サラとラジャスを描えがき出してくれました。このビジュアルで、物語の印いん象しようがより鮮あざやかになったと確かく信しんしています。




　今、ここから新しい物語の歴史が始まりました。少しでも気に入っていただけたら、ぜひ応おう援えんのお便たよりを！　新しい歴史は、読み手の声で紡つむがれていくものですから──。
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